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山形大学大学院理工学研提科（工学系）ポリシー

ディプロマ・ポリシー

山形大学大学院理工学研究科（工学系）博士前期課程は，「 21世紀の社会情勢と産業構造の

変革に呼応して『自ら新分野を開拓する能力を育てる大学院』を目標に，学部よりさらに広い

視野に立ち，精深な学識を養い，専攻領域における研究・技術的能力と高度な専門性に支えら

れた人材を育成することJを教育理念としている。後期課程においては，前述に加え「自立し

て世界に通用する高度に専門的な研究・教育に従事する研究開発能力をもっ人材を育成するこ

とj を目標としている。

山形大学大学院理工学研究科（工学系）博士前期課程においては，上記の教育研究の理念や

呂的に沿った教育課程を修了し，修士論文の審査および試験に合格し，以下のような能力や知

識を修得した者に学位を授与する。

1 .専門領域に関わる深い知識を修得し基礎から先端的分野において，自在に応用できる能

力を身につけている。

2. 専門領域に関連する技術分野に関して幅広い知識を持ち，それを応用できる能力を身につ

けている。

3. 科学技術の発展と多様化に対応できる論理的な思考力や記述力，発表と討議の能力，国際

的な情報収集能力を身につけている。

山形大学大学院理工学研究科（工学系）博士後期課程においては，上記の能力に加え，博士

論文の審査および試験に合格し，以下のような能力を修得した者に学位を授与する。

1 .学術的，技術的問題を自ら捉えてその意味を深く理解し調査分析と定式化により仮説を

検証する能力を身につけている。

2. 問題解決に革新的な方法を適用し自ら創造性を十分発揮できる能力を身につけている。

カリキュラム・ポリシー

山形大学大学院理工学研究科（工学系）は，学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）を踏

まえ，以下の方針に従って教育研究環境を用意する。

山形大学大学院理工学研究科（工学系）博士前期課程においては，

1 .専攻領域の基礎から先端分野に及ぶ体系的な授業科目を配置する。

2. 専攻領域の外国語の論文を理解し研究や調査を学会や論文等で発表することができる実

験，演習を行う。また，協定校で受けた授業科目を単位として認定する。
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3. 学位取得後に社会で学生の能力が発揮できるよう，力リキュラムを配置する。

山形大学大学院理工学研究科（工学系）静士後期課程においては，上記の教育課程の方針に

加え，以下の教育研究環境を用意する。

1 .自ら学術的，技術的課題を設置し新しい原理や手法を適応することにより，課題を解決

して発見ができる実験阻演習を自己置する。

2. 産業の現場，各種研究施設又は他専門分野の研究室において，工学に対する視野を広め，

問題提起・解決能力を養う授業科目を配置する。

アドミッション・ポリシー

山形大学大学院理工学研究科（工学系）博士前期課程は，以下の人材を求めている。

1 .専門分野に関する基礎学力を有しさらに深く学ぼうとする意欲のある人

2. 専門分野に関する知識を生かし，論理的な思考のもと，自然科学の探究や研究開発に積極

的に取り組む人

3. 社会の中での協調性を保ちながら，自ら考えて決断，行動できる人

4. 他人へ思いやりの心と高い倫理観を持つ人

5. 専門分野に関する知識や技術を通して広く社会に貢献したい人

山形大学大学院理工学研究科（工学系）博士後期課程では，上記に加え，以下の人材を求め

ている。

1 .専門分野以外に対しても深い関心をもち，広い応用力を有する人

2. グローバルな視野に立ち，世界で活躍する研究者・技術者を目指す人
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理工学研究科の目的

科学技術の急速な発展と高度比に伴って，各専門分野の細分化が進む一方で，従来の学問体系

を超えた，新しい境界領域と学際領域が開拓され，科学技術の統合化が強力に推し進められてい

る。本研究科では，種々の分野で先端科学技術を将来にわたり維持し発展させるために，広範な

基礎学力に基づいた高度の専門知識と能力を兼ね備えた，柔軟で独創性豊かな科学者・技術者の

養成を目的とする。

博士前期課程（修士）には，次の 12専攻を置く。

数理科学専攻

物理学専攻

物質生命化学専攻

生物学専攻

地球環境学専攻

物質化学工学専攻

バイオ化学工学専攻

応用生命システム工学専攻

情報科学専攻

電気電子工学専攻

機械システム工学専攻

ものづくり技術経営学専攻

博士後期課程（博士）には，次の6専攻を置く

地球共生圏科学専攻

物質化学工学専攻（平成 28年度新設）

バイオ工学専攻

電子情報工学専攻

機械システム工学専攻

ものづくり技術経営学専攻

博士前期課程は，広い視野にたって精深な学識を修得し，専攻分野における研究能力と高度の

専門性を要する職業等に必要な高度の能力を養うことを目的とする。

博士後期課程は，専門分野について，研究者として自立して研究活動を行い，また，その他の

高度に専門的な業務に従事するに必要な高度の研究・開発能力及びその基礎となる豊かな学識を

養うことを目的とする。
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I 博士前期課程
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1 .履修方法

, -, 指導教員

学生には，入学の際，授業科目の履修，学位論文の作成等に対する指導のために，博士前期

課程（修士）担当教員の中から指導教員が定められる。

学生は，指導教員から示された 1年間の研究指導の計画に基づき，各年度の初めに「研究計

画書jを提出すること。（様式： 11, 1 2頁掲載，工学部ホームページからダウンロード可能）

・ダウンロード方法

1. 山形大学のホームページから「工学部j をクリック

2. 右下部分にある「在学生の皆様へJの一番上にある「学生サポートセンタ－Jをクリック

3. 中部分にある「各種申詰様式のご案内Jの「研究計臨書について（博士前期課程）Jをクリ

ック

1-2 捜業科目

授業科目には，講義科目，特別演習A及び特別実験A （ものづくり技術経営学専攻（MOT専

攻）は「研究論文特別演習J）がある。

(1）講義科目

所属する専攻の科目の履修により，専門知識と技術を深めるとともに，他専攻及び各専攻

共通の講義科目を選択して幅広い工学基礎を築く。

(2）特別演習A

専門分野についての基礎的文献を輪講演習することによって，外国語の能力を養うと同時

に，多量の情報の中から必要なものを収集する能力を訓練する。

(3）特別実験入

専門分野の研究における基本的かっ高度な手段となる実験装置，計測機器，情報処理等に

ついての知識と技術を系統的に修得し，研究課題についての実験を行うことで，研究を計画

的に実行できる能力を養成する。

各専攻の授業科目及び単位数は，所定の表に示す。

講義科目については，所属の専攻を超えて履修することができる。

1-3 履修申告

(1）学生は，学期始めに履修科目について指導教員と相談の上，履修しようとする授業科目を

決定し，履修登録の手続きを行うこと。

(2）「特別演習AJ，「特別実験AJ は， 4学期のみ履修整録を行うこと。

(3）他専攻及び各専攻共通の講義科目を履修する場合は，授業担当教員の許可を得，指導教員

の承認を得た上で履修登録すること。

(4）履修登録をした授業科目以外の科目は履修できないことがあるので， 卜分注意すること。

1-4 成績の審査

(1) 成績の審査は，試験，研究報告，平常の成績等によって行う。

(2）成績の評価は， s（秀）, A （優） , B （良）, C （可） , F （不可）の評語をもって表し，

S, A, B, Cを合格， Fを不合格とし，配点は次のとおりとする。

s （秀） 9 0～ 1 0 0点 A （優） 8 0～8 9点 B （良） 7 0～ 7 9点

C （可） 6 0～ 6 9点 F （不可） 5 9点以下
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1-5 単位の基準
授業科目の単位数は， 1単位の授業科目を 45時間の学修を必要とする内容をもって構成す

ることを標準とし，授業の方法に応じ，教育効果，授業時間外に必要な学習等を考慮、して，次

の基準により単位数を計算するものとする。

(1）講義・演習については， 1 5時間の授業をもって 1単位とする。

(2）実験・実習については， 30時間の授業をもって 1単位とする。

上記の基準によって科目を履修し，成績審査に合格した科目に対して単位を与える。

1-6 履修基準
(1）修了に必要な最低修得単位数は， 3 0単位である。ただし，ものづくり技術経営学専攻の

とうほく M ITRA Iコースは， 40単位とする。

(2）選択講義科目には，自専攻講義科目，他専攻講義科目（有機材料システム研究科講義科目

を含む），各専攻共通科目のほか他の大学院で履修した科目を充てることができる。

博士前期課程履修基準表

（物質化学工学・バイオ化学工学・応用生命システム工学園電気電子工学専攻）

授業科目区分 単 位数 備 考

自専攻講義科目 1 0単位

選択講義科目 1 0単位以上

特別演習 A 4単位 必 修

特別実験 A 6単位 必 修

言十 3 0単位以上

博士前期課程履修基準表（情報科学専攻）

授業科目区分 単 位 数 備 考

自専攻講義科目 1 0単位

選択講義科目 8単位以上

文 献 調 査 2単位 必修

特別演習 A 4単位 必修

特別実験 A 6単位 必修

計 3 0単位以上

博士前期課程履修基準表（機械システム工学専攻）

授業科目区分 単 位数 備 考

自専攻講義科目 1 0単位 専門基盤科目 6単位以上を含む。

選択講義科日 1 0単位以上 自専攻以外の講義科目 4単位以上を含む。

特別演習 A 4単位 必｛IJ

特別実験 A 6単位 必修

計 3 0単位以上
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博士前期課程履修基準表

（ものづくり技術経営学専攻：価値創成コース）

授業科目区分 単 位 数 備 考

1 4単位
ただし「技術経営学概論AJ

自専攻講義科目
および「技術経営学概論BJは必修とする。

選択講義科目 1 0単位以上

研究論文特別演習 6単位 必修

計 30単位以上

博士前期課程履修基準表

（ものづくり技術経営学専攻：とうほく M ITRA Iコース）

授業科目区分 単 位 数 備 考

自専攻講義科目 1 2単位
自コースのO印の科目をすべて習得するこ

と。

選択講義科目 2 2単位以上 ビジネス日本語 I又はNを含む。

研究論文特別演習 6単位 必修

40単位以上

1-7 他大学院履修科目
(1）山形大学大学院規則第 14条（他の大学院における履修等）の定める協定に基づく他の大

学院（外国の大学院を含む）において履修した授業科目について修得した単位は，他大学

院履修科目として，本研究科における授業科目の履修により修得した単位として認定する

ことができる。

(2）上記（1）で認定できる単位は， 1 0単位までとする。
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1-8 修士論文の審査及び最終試験

履修基準の授業科目を修得する見込みがつき，研究指導を受けた学生は，修士論文を作成し，

審査申請することができる。

提出された論文は，米沢地区委員会が選出する論文審査委員により審査される。

最終試験は，論文提出者が，各専攻開催の公聴会において，学位論文の内容を発表する際に，

関連する事項に対して論文審査委員が口頭又は筆答で試問を行う形で実施される。

1-9 修了要件
(1）博士前期課程の修了の要件は，大学院に 2年以上在学し，履修基準表に示す単位を修得し，

かっ，必要な研究指導を受けた上，修士論文の審査及び最終試験に合格することである。

なお，ものづくり技術経営学専攻では，特定の研究成果の審査をもって，修士論文の審査

に代えることがある。

(2）在学期間に関しては，特に優れた研究業績を上げた者は， 1年以上在学すれば足りるもの

とする。

1 -1 0 学位の授与
理工学研究科博士前期課程を修了した者には，修士（理学若しくは工学）の学位が授与され

る（後掲「山形大学学位規程JJ.llj表参照）。

1 -1 1 社会人受入れのための教育方法の特例措置について
本研究科（工学系）では，社会人受入れに当たり，教育上特に必要と認められる場合には，

大学院設置基準第 14条に定める教育方法の特例措置を適用し，次の方法で履修できるものと

する。

(1)通常の時間帯（ 8時 50分から 15時 55分）以外に，特例措置の時間帯（16時から 21時

10分）を設定する。

(2）必要に応じて夏季・冬季休業期間中も履修できるものとする。

(3）特例の時間帯による履修を希望する者は，当該年度当初に，指導教員の承認を得た上，適

用授業科目名，時限，時期等を出願し，授業担当教員の許可を得るものとする。

1 -1 2 博士課程教育リーヂィングプ口グおうムにおける履鯵方法等について
山形大学大学院規則第 13条の 2の規定に基づく山形大学大学院理工学研究科（工学系）博

士課程教育リーディング、フ。ログラムフロンティア有機材料システム創成フレックス大学院コ

ースに在籍している学生については，次の方法で履修するものとする。

(1）履修方法は， III博士課程教育リーディングフ。ログラム「フロンティア有機材料システム

創成フレックス大学院jコース（博士課程5年一貫コース） (135ページ）に定める方法に従

うものとする。

(2）本コースに在籍している学生は，修士論文の審査及び最終試験を行わず， QE (Qualifying 

Examination：博士課程研究基礎力試験）の合格をもって博士後期課程への進学を許可される

ものとする。

(3) QEに合格した学生は，博士前期課程を修了せずに博士後期課程へ進学し，本コースの 3年

次へ進級するものとする。
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｛理工学研究科博士前期課程（工学系）｝

年度 研究計画書（一年目）

提出年月日： 年 月 日

専攻名 ｜学生番号｜

氏 名

研究題目

研究期間 年 月 日（入学年月日）～ 年 月 日（修了予定年月日）

研究の

背 景

目 白句

［一年目］

4月～ 6月 000000000000000000000000 
7月～ 9月 000000000000000000000000 

1 0月～ 12月 000000000000000000000000 
1月～ 3月 000000000000000000000000 

［二年目］

4月～ 6月 000000000000000000000000 
研究実施 7月～ 9月 000000000000000000000000 

商 1 0月～ 12月 000000000000000000000000 
1月～ 3月 000000000000000000000000 

＊記入例以外の記載方法でも構いません。

研究論理教育
科学の健全な発展のために 誠実な科学者の心得 （日本学術振興会「科学の健全な発

展のためにJ編集委員会）を通読しました。
確 認欄

年月日 （署名）

指導教員

（署名又は記名・押印）

＊初年次に研究実施計画を作成し，指導教員の承認を得て提出すること。

＊二年目以降は初年次の研究実績に基づき，次ページに修正・加筆の上，提出すること。

＊長期履修学生及び過年度生は，在学期間分の研究実施計画を記載すること。



［理工学研究科博士前期課程（工学系）｝

年度 研究計画書（二年目）

提出年月日： 年月 日

専 攻 名 ｜学生番号｜

氏 名

研究題目

研究期間 年 月 日（入学年月日）～ 年 月 日（修了予定年月日）

研究の

背 景

目 自ヲ

［一年目｝

4月～ 6月 000000000000000000000000 
7月～ 9月 000000000000000000000000 

1 0月～ 12月 000000000000000000000000 
1月～ 3月 000000000000000000000000 

［二年目｝

4月～ 6月 000000000000000000000000 
研究実施 7月～ 9月 000000000000000000000000 
計 画 1 0月～ 12月 000000000000000000000000 

1月～ 3月 000000000000000000000000 
＊記入例以外の記載方法でも構いません。

研究倫理教育
科学の健全な発展のために 誠実な科学者の心得 （日本学術振興会「科学の健全な発

展のためにJ編集委員会）を通読しました。
確認欄

年月日 （署名）

指導整皇
（署名又は記名・押印）

＊二年目以降は初年次の研究実績に基づき，修正・加筆の上，提出すること。

＊長期履修学生及び過年度生は，適宜修正の上で記載すること。

ηノ
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1 -1 3 教育職員免許状

(1）取得できる免許状

理工学研究科（工学系）博士前期課程は，教育職員免許法及び教育職員免許法施行規則に

定める免許状授与の所要の資格を得ることのできる課程として認定されている。したがって，

高等学校教諭一種免許状（理科・情報・工業）授与の認定を受ける課程において所定の単位

を修得している場合は，次の表のとおり免許状を取得することができる。

取得できる免許状の種類及び教科

専 攻 免許状の種類 免許教科

応用生命システム工業専攻
電 気 電 子 工 学 専 攻 高等学校教諭専修免許状 工業
機械システム工学専攻

物 質 化 学 工 学 専 攻 高等学校教諭専修免許状 理科，工業

バイオ化学工学専攻 高等学校教諭専修免許状 理科

情 幸良 科－ Aナl4 専 攻 高等学校教諭専修免許状 信報，工業

(2）基礎資格及び最低修得単位数

：免＼＼許＼状の種類＼所要＼資格

最低修得単位数

基礎資格 教科に関す 教職に関す 教科又は教職

る科目 る科目 に関する科目

1 6 

高等学校教諭専修免許状 修士の学位を有すること 2 0 2 3 •24 

（注）本前期課程において高等学校教諭専修免許状又の取得資格を得るためには， 「教科又は教

職に関する科目j （＠印）を 24単位以上修得する必要がある。

なお，最低｛It得単位数欄の「教科に関する科目J) 「教職に関する科目J) 「教科又は教

職に関する科目J （＠印のないもの）は，各一種免許状のための最低修得単位数である。

(3）教育職員免許状の授与申請手続

教育職員免許状は，都道府県の教育委員会が授与する。したがって，教育職員免許状の授

与を申請する者は，所定の申請書類を準備した上で，当該教育委員会に申請手続を行わなけ

ればならない

なお，本前期課程を修了時に申請手続を行う場合は，学務課教育支援担当で山形県教育委

員会に対し，一括して行う。申請手続の詳細については，掲示（中央掲示板）にて周知する

ので，見落としないように十分留意すること。

つd



(4）単位の修得方法

本前期課程の修了要件を満たすとともに，次のとおり単位を修得することにより免許状の

取得資格が得られる。

専 攻 単位の修得方法

応用生命システム工業専攻 免許教科「工業」について，当該専攻及び各専攻共通の「授

電 気 電 子 工 学 専 攻 業科目及び単位数」表の「教職科目j欄の『工』の授業科目の

機械システム工学専攻 中から 24単位以上修得しなければならない。

免許教科「理科Jについて，当該専攻の「授業科目及び単位数」

表の f教職科目J欄の『理』の授業科目の中から 24単位以上修

物 質 化 学 工 学 専 攻
得しなければならない。

免許教科「工業Jについて，当該専攻の「授業科目及び単位数」

表の「教職科目J欄の『エ』の授業科目の中から 24単位以上修

得しなければならない。

免許教科「理科j について，当該専攻の「授業科目及び単位数J

バイオ化学工学専攻 表の「教職科目J欄の『理』の授業科目の中から 24単位以上修

得しなければならない。

免許教科「情報Jについて，当該専攻のf授業科目及び単位数J

表の「教職科目J欄の『情』の授業科目の中から 24単位以上修

幸日 科 j旦l与－ 専 攻
得しなければならない。

免許教科「工業Jについて，当該専攻及び各専攻共通の「授業

科目及び単位数J表の「教職科目」楠の『エ』の授業科目の中か

ら24単位以上修得しなければならない。
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2. 修士学位論文審査の手引

履修基準の授業科目を修得する見込みがつき，必要な研究指導を受けた学生は，修士学位論文

を作成し，所定の手続を経て審査申請することができる。提出された論文は，理工学研究科学位

審査細則に従って審査される。学位論文審査の流れは， 2 4の留に示すとおりである。

学位論文等が指定された日時までに提出されない場合には受理されないので，時間的余裕をも

って提出すること。

2-1 論文題臣の提出

提出期限（休日の場合には，その前日又は前々日とする。）

① 後期提出（ 3月修了）の場合： 1 2月 10日

② 前期提出（ 9月修了）の場合： 6月 10日

2-2 修士学位論文等の提出

修士学位論文等は，下記により提出すること。

(1）提出期限（休日の場合には，その前日又は前々日とする。）

① 後期提出（ 3月修了）の場合： 2月 10日（正午）

② 前期提出（ 9月修了）の場合： 8月 10日

(2）提出物

① 学位論文審査申請書（所定の様式） 1部

② 学位論文 3部

③ 論文内容の要旨（所定の様式） 3部

2-3 修士学位論文作成要領

1 学位論文

(1）学位論文は，和文又は英文とする。

(2）用紙は， A 4判白色紙を使用し，縦位置で横書きとすること。

(3）学位論文の表紙には，論文題目，専攻名，氏名を記載すること。また，学位論文が英文の

場合には，論文題目の下に（ ）書きで和訳を付記すること。

(4）学位論文は，パソコン，ワープロ，又は手書きの場合は黒ボールペンを用いて措書で清書

し，英文はすべてタイプ又はワープロとすること。

(5）学位論文の形式は特に指定しないが，図，表，写真も含めて，前例を参照し内容が理解し

易いような適切な形式とする。

(6）参考文献は，著書（全員），題名，学術雑誌名（書物名），出版社，巻，貰（始頁 終頁）

及び発表年（西暦）を明記すること。

2 学位論文内容の要旨

(1）用紙は， A4判白色紙を使用し，縦位置で横書きとすること。

(2）学位論文内容の要旨は所定の様式を使用し，論文題目，専攻名，氏名を記載すること。

(3）博士前期課程の学位論文内容は，和文で 1,200字程度とすること。

同

h
u



2-4 修士学位論文審査の流れ

申 主主
百汚 者

F学イ立論文審査申請

承認；指導教員

提出；学生付。ートセ、刷｝

⑥公聴会日程通知①論文題目提出

承認；指導教員

提出；各専攻事務室

③論文審査受理通知
論文審査委員候補者選出依頼

ょ寸とニらー

｜研究科長（米沢地豆委員会） ，， 
専日

④論文審査委員候補者提出σコ

公聴会日程案提出 攻
⑮学位授与 ⑤審査委員選出

長 ⑪報告 の可否 公聴会日程公示 ⑥公聴会日程通知
長

⑨論文審査・最終

試験結果報告

⑦論文審査依頼

修士論文審査委員

③論文審査・最終試験



3 修士学位論文審査申請に係る提出様式

［論文題目提出書］

年 月日

山形大学大学院理工学研究科長殿

年度入学博士前期課程

専攻名

学生番号

氏全 ＠ 

論 文 題目提出書

山形大学大学院理工学研究科学位審査細則第3条第2項の規定により，下記のとおり

提出します。

記

論文題目

指導教員承認氏名・印

ウ
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［学位論文審査申請書］

年 月 日

山形大学大学院理工学研究科長殿

年度入学博士前期課程

専攻名

学生番号

氏金

学位論文審査申請書

山形大学学位規程第8条第 1項の規定により，修士（工学）の学位を受けたいので，

下記の書類を添えて申請します。

記

1.学位論文 3 部

2. 論文内容の要旨 3 部

指導教員承認氏名・印

18 

＠ 



［論文内容要旨］

論文題目

論文内容要旨

一回一

専攻名

学生番号

氏名

年度入学博士前期課程

＠ 

(1,200宇程度）
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物質化学工学専攻

教青目標とカリキュうム

円
ノ
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物質化学工学専攻の学習国教育目標

A. 地球環境と融和できる化学技術者・研究者の養成

人類の健康で安全な生活維持のため，省エネルギー・省資源・環境保全の立場から

新素材の開発とその生産ができる化学技術者・研究者を養成する。

B 革新的かつ独創的な発想力のj函養

バイオ，環境，エネルギ｝および材料をキーワードとし，科学技術の最先端で革新

的な研究開発を行し、独創的な発想にいたる人材を養成する。

C. グローバルな情報収集能力と発信能力の育成

幅広い素養と柔軟な発想、に基づいた国際的な視点を有し，科学技術に関する的確な

情報収集能力と研究開発成果の発信能力を備えた人材を育成する。

学位論文審査基準

1. 山形大学大学院理工学研究科（工学系）ディプロマ・ポリシーに従い，学位論文として適切

な形式を踏まえていること。

2. 修士学位論文は，新規性または独創性があって物質化学工学専攻に関連する分野における新

しい知見をもたらすか，または当該分野における研究遂行に必要な基礎知識・理解力・問題

解決能力等を証明する，独自の考察を含んだ論文であること。

3. 博士前期課程在学中に行われる中開発表及び公聴会において，研究計固と研究経過およびそ

のプレゼンテーションが適切と認められること。ならびに発表後の質疑応答において研究に

対する理解と取組が十分であると認められること。

4. 論文の構成について

( 1 ）論文の題目が適切であること。

( 2 ）研究の背景が記述され，研究自的が明確であること。

( 3 ）研究方法が記述されており，目的に沿った方法であること。

( 4）結果が図表等を用いて適切に示されていること。

( 5 ）考察が結果に基づいて適切に導き出されていること。

( 6）目的に対応して結論が適切に導き出されていること。

( 7) 引用文献が適切に用いられていること。

5. 提出された学位論文は審査委員（主査，面iJ査）によって審査されること。

6. 審査基準 1から 5までのすべてを満たしたものを合格とする。
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物質化学工学専攻 授業科目及び単位数表

単 開講期及び週時間数
教職

授業科目名 位 2 8年度 2 9年度
科目

担当教員 備考
数 前 期 後 期 前 期 後 期

有機機能化学特論 2 2 2 理 伊藤（和） ・落合 英語可

エネルギー化学特論 2 2 2 理 仁科・立花 英語可

分析化学特論 2 2 2 理 遠藤（昌）・伊藤（智） 英語可

固体化学特論 2 2 2 理 鵜沼・松鴫 英語可

物理化学特論 2 2 2 理 神戸・吉田 英語可

構造有機化学特論＊ 2 2 理 増原・片桐

有機合成化学特論 2 2 2 理 伊藤（和）・落合・増原・片桐

反応変換工学特論 2 2 2 工 曾田・樋口

移動現象論 2 2 2 工 桑名 英語可

プロセス流体工学特論 2 2 2 工 門叶

化学工学熱力学特論 2 2 2 工 宍戸

粉体工学特論 2 2 2 工 木俣・小竹

分離工学特論 2 2 2 工 松田（圭）

界面物理化学特論＊ 2 2 工 木俣・野々村 英語可

物質化学工学特別演習A （理科系） 4 理 専攻教員

物質化学工学特別演習A （工業系） 4 工 専攻教員

物質化学工学特別実験A （理科系） 6 2 2 4 4 理 専攻教員

物質化学工学特別実験A （工業系） 6 2 2 4 4 工 専攻教員

科学英語特論 2 2 2 工 非常勤講師

学外実習（インターンシップ） 2 

理工学教育研修（理科系） 2 理 専攻教員

理工学教育研修（工業系） 2 工 専攻教員

研究開発実践演習（長期派遣型） 4 

（注） 1. ＊印は，隔年開講とする。
2. ＊印以外は，原則として毎年開講とする。

3. 「教職科目J欄の「理Jは教員免許教科「理科J，「工j は「工業Jのそれぞれの教科に関する科目を示
す。

4.備考楠の「英語可」は，留学生の理解を助けるため，英語を併用した授業が可能な講義科目を示す。

5. 理工学教育研修は理科系もしくは工業系のどちらか一方しか履修できない。
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物質化学工学専攻 授業科目の内容

授業科目名 授業科目の内容 担当教員

有機機能化学特論 ホスト・ゲスト化学，超分子，生体機能材料，身のまわり 教授
Chemistry of Functional の材料など幅広い有機機能材料および、その化学について概 伊藤和明
Organic Molecules 観し，これを元に新たな分子・材料を設計・開発する方法 教授

を解説する。また，将来実現が期待される最新の技術につ 落合文吾

いても述べる。

エネルギー化学特論 エネルギーを物質に蓄えたり，その蓄えたエネノレギーを放 教授
Advanced Chemist1y of 出するための物質の選択，組み合わせの方法のそデ、ノレとし 仁科炭夫
Energy て電池およびキャパシタをとりあげ，その機能発現と設計 准教授

について論ずる。 立花和 宏

分析化学特論 物質の分離・計測を目的とした場合の物質と物質の相互作 准教授
Analytical Chemistry 用，物質とエネルギーの相互作用の化学について解説し， 遠藤昌敏

センシング機能，分離機能のシステム構築について論ずる。 准教授

伊藤智博

囲体化学特論 固体の合成および間体の化学的・光学的・電気的性質，国 教授
Solid State Ch巴mistry 体の評価法について解説する。 鵜沼英郎

准教授

松嶋雄太

物理化学特論 低温超伝導から高温超伝導に及ぶ理論，物性と応用を，結晶 教授
Advanced Physical 構造の観点から論ずる。 神戸士郎
Chemist1y 教授

吉田 可

構造有機化学特論 分子の集合による自発的な構造形成は，生命化学あるいは 准教授

Advanced Structural 有機機能性材料化学において極めて重要な役割を担ってい 増原陽人
Organic Chemistry る。本講義では，分子集合体に欠かせない分子問力の特性， 准教授

機能について述べる。 片桐洋史

有機合成化学特論 実用的な有機合成化学について講義する。学部の有機化学 教授

Advanced Synthetic の講義で、は十分に触れることができない，有機金属化学， 伊 藤和明
Organic Chemistry 触媒化学，保護す見保護の化学，天然物の全合成などについ 教授

て学ぶ。 落合文 吾

准教授

増 原 i場人

准教授

片桐洋史

反応変換工学特論 様々な反応における反応速度論を扱う。具体的には，複合 教授
Chemical Conversion 反応，イオン間反応，生物反応，光化学反応等である。反 曾田忠弘
Engineering 応速度と熱力学的パラメータの関係，流れの場内での反応 助教

速度等についても取り上げる。 樋口健志

移動現象論 粘性流体中における運動量，熱および物質の移動について 准教授
Transport Phenomena 体系的に論ずる。移動機構の相似性，移動方程式とその取 桑名一徳

扱い手法に関する基礎について講義する。

プロセス流体工学特論 化学フ。ロセスで、遭遇する流体の種類や特性について講じ， 准教授
Process Fluid Flow またそれらの工学的取扱い手法や応用例まで言及する。さ 門叶 秀樹

らに，近年着目されている新規機能性流体の特性を解説し，

実用例を講義する。
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授業科目名 授業科目の内容 担当教員

化学工学熱力学特論 熱力学における基本原理を体系的に論じ，化学プロセスの 准教授

Chemical Engineering 設計・運転において熱力学の果たしている役割について解 ーノトム＼←・ 昌広
Thermodynamics 説する。

粉体工学特論 本講義では，粉体工学における粉体基礎物性（密度，粒子 教授

Powder Technology 径，粒子形状，強度，充填性，流動性など）の詳細につい 木 俣光正

て解説し，それに関連する粉体力学的性質との関連性を説 助教

明する。さらに，粒子生成プロセスと生成粒子の特性に関 小竹直哉

する講義を行う。

分離工学特論 物質の分離・精製を目的とする工業装置の設計や操作手法 准教授

Advanc巴dSeparation について物質移動の観点から解説する。特に棺平衡を利用 松田圭悟
Process しての分離プロセスを対象に物質移動の支配現象や移動機

構について説明する。

界面物理化学特論 ナノ～ミクロンオーダーのコロイドやスラリー中の粒子の 教授

Advanced lnterfacial 分散・凝集挙動とその界面で起こる現象について講義する。 木俣光正
Engineering さらに，マイクロ空間を利用したナノ粒子合成や竜子部 准教授

品・医薬品・食品・化粧品への応用事例を学び，ナノ粒子 野々村美宗

を支配する因子や界面で起こる特別な現象を理解する。 （バイオ化学工学専攻）

物質化学工学特別演習A 物質化学工学の専門分野，すなわち機能分子化学，環境エ 専攻 教員

（理科系） ネルギー化学および化学システム工学に関する専門知識を

Special Exercises in もとに，それらの工学的応用についての文献を輪読演習す
Chemistry and Chemical る。
Engineerin只

物質化学工学特別演習A 物質化学工学の専門分野，すなわち機能分子化学，環境エ 専攻教員

（工業系） ネルギー化学および化学システム工学に関する専門知識を

Special Exercises in もとに，それらの工学的応用についての文献を輪読演習す
Chemistry and Chemical る。
Engineering 

物質化学工学特別実験A 物質化学工学の専門分野，すなわち機能分子化学，環境エ 専 攻教員

（理科系） ネルギー化学および化学システム工学に関する専門知識お

Special Experiments in よび実験技術をもとに，学生一人一人が創意工夫をし，そ
Chemistry and Chemical れらの工学的応用の研。究課題についての実験研究を行う。
Engineering 

物質化学工学特別実験A 物質化学工学の専門分野，すなわち機能分子化学，環境エ 専攻教員

（工業系） ネルギー化学および化学システム工学に関する専門知識お

Special Experiments in よび実験技術をもとに，学生一人一人が創意工夫をし，そ
Chemistry and Chemical れらの工学的応用の研究課題についての実験研究を行う。
Engineering 

科学英語特論 今まで英語というととにかく覚えること，暗記することに 非常勤講師

Advanced Science English 終始していたはず。この講義では，英語を覚えるのではな

く「使うJことを重視する。英語を使って，自分が伝えた

いことを表現（話す，書く）するためにはどうすればいい

かを一緒に考え，練習する。

学外実習 企業などにおいて，自らの専攻や将来の経験に関連した就

（インターンシップ） 業体験を行う。大学教育とは異なる，高い職業意識と自立

Internship 心・責任感のある社会人となるための育成を目的とした実

習である。業界や業種等に関する事前の調査，実習，事後

の実習報告などにより職業意識の向上を図る。
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授業科目名 授業科目の内容 担当教員

理工学教育研修（理科系） 担当教官の指導を受けながら，学部の製図・実験・実習・ 専攻教員
Education Training in 演習などの実務教育研修を行う。教えることは学ぶことで
Scienc巴 ある。理科教育の在り方・指導の在り方を実地に学ぶ。

理工学教育研修（工業系） 担当教官の指導を受けながら，学部の製図・実験・実習・ 専 攻教員
Engineering Education 演習などの実務教育研修を行う。教えることは学ぶことで
Training ある。工学教育の在り方・指導の在り方を実地に学ぶ。

研究開発実戦演習 企業現場において，当該企業の協力を得ながら，企業分析・

（長期派遣型） 産業分析を行い，課題発見と改善提案を行う。また，企業
Practice for Research and 研究者と共同で開発研究活動を行う。
Development 
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バイオ化学工学専攻

教育目標とカリキュラム
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バイオ化学工学専攻の教官理念と教育目標

化学を基盤とする学問領域は，近代の物質の生産に欠かすことのできない重要な学問領
域である。有機化学，無機化学，分析化学，物理化学といった基礎学聞は，我々の生活の
いたるところで潜在的に垣間見ることができ，医薬，農薬，材料，衣料，測定機器，デバ
イスといった形で我々の生活に大きく貢献している。

一方，近年の生命科学の発展は目覚ましく，その成果はたんぱく質，遺伝子，細胞とい
った生命現象をつかさどる生体物質の応用という形で，新しい学問領域を構築してきた。
この学問領域は，バイオ工学と呼ばれ，多くの産業分野に応用されると共に，現在，人類
が甚面するエネルギー，食糧，環境，医療などの問題を解決する切り札として，強い社会
的要求に応えると期待されている。

本専攻では，現在の我々の生活を支えている化学と，未来の生活を支えるであろうバイ
オ工学を融合させたバイオ化学工学に関する教育・研究を行う。本専攻における教育の目
指すところは，豊かな教養と高度専門知識を備えた人材，すなわち，時代とともに変化す
る社会の要請や新たな学際領域にチャレンジする好奇心あふれる研究者および専門技術者
の育成である。

本専攻の教育目標を達成するために次のような学習目標を掲げる。

A）生物化学に関する高度専門知識の習得
細胞科学，酵素工学，遺伝子工学，生理学，生体機能科学，合成化学，資源科学，界面科
学，プロセス工学に関する高度専門知識を身につける。

B）専門分野における研究企画能力の習得
独立した研究者および専門技術者としての信念に基づいた，研究の立案，遂行，及び結果
を解析し取りまとめる能力，並びにプレゼンテーション能力を身につける。

C）豊かな創造性と独創性の酒養
バイオ化学工学研究者および専門技術者として，学問全般に至る 111高広い視野と社会正義の
実現を願う確固たる倫理観を養うとともに，豊かな創造性と独創性を酒養する。

学位論文審査基準
本専攻では，学位論文に係る以下の lから 4までのすべての審査基準を満たしていると

判断されたものを合格とする。
1. 山形大学大学院理工学研究科（工学系）ディプロマ・ポリシーにしたがい，学位論文

として適切な形式を踏まえていること。
2. バイオ化学工学に関わる新規現象や課題に取り組み，健全な社会生活に貢献できる意

義が明確であること。
3. 博士前期課程在学中に行われる中開発表会及び公聴会において，研究計画と研究経過

およびそのプレゼンテーションが適切と認められること。ならびに発表後の質疑応答
において研究に対する理解と取組が十分であると認められること。

4. 論文の構成について，審査委員（主査，副査）により下記の全ての項目が適切である
と認められること。
(1）論文の題名が適切であること。
(2）研究背景が論理的に記述され，研究目的が明確であること。
(3）目的に沿った研究方法であること。
(4）結果および考察の導き方が妥当であること。
(5）目的に沿った結論が出されていること。
(6）文献が適切に用いられていること。
(7）図表・資料が適切に表示されていること。
(8）要旨については所定の形式を踏まえていること。
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バイオ化学工学専攻 授業科目及び単位数表

単 開講期及び週時間数
教職

授業科目名
位数 2 8年度 2 9年度

科目
担当教員 備考

前期後期前期後期

細胞工学特論 2 2 理 阿部，黒谷 英語可

感覚生理学特論 2 2 理 恒成

生体機能分子化学特論 2 2 理 佐藤（力） 英語可

生物機能工学特論＊ 2 2 2 理 真壁，矢野

生体物質化学特論＊ 2 2 2 理 佐藤（慎），木島

精密有機合成化学特論＊ 2 2 2 理 波多野 英語可

生物有機化学特論 2 2 理 今野 英語可

有機資源変換化学特論 2 2 理 多賀谷 英語可

有機物質化学特論 非常勤講師

生体高分子構造解析特論 2 2 理 神保

コロイド分散・界面化学特論 2 2 理 野々村，木俣 英語可

バイオプロセス工学特論 2 2 理 高畑

環境システム工学特論 非常勤講師

無機生体材料特論 2 2 理 川井

無機物質化学特論 非常勤講師

バイオ化学工学特別演習A* 4 理 専攻教員

バイオ化学工学特別実験A* 6 2 2 4 4 理 専攻教員

科学英語特論＊ 2 2 2 非常勤講師

学外実習＊ 2 

理工学教育研修＊ 2 理

研究開発実践演習（長期派遣型）＊ 4 専攻教員

（注） 1. ＊印は，毎年開講とする。

2. ＊印以外は，原則として隔年開講とする。

3. 「教職科目」欄の「理」は教員免許教科「理科j の教科に関する科目を示す。

4.備考欄の「英語可j は，留学生の理解を助けるため，英語を併用した授業が可能な講義科目を示す。
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バイオ化学工学専攻 授業科目の内容

授業科目名 授業科目の内容 担当教員

細胞工学特論 生体の生命活動には，極めて多くの生物現象が関わってい 教授
Cell Engineering る。本特論では，細胞の代謝や病変，動物の発生・生殖な 阿部宏之

どをテーマに，生命の最小単位である細胞の構造と機能を 准教授
学とともに，締胞の機能解析に不可欠な先端計測技術や解 黒谷玲子
析手法について理解を深める。本特論では，細胞工学や発
生工学の先端技術によってどのような研究成果が得られ，

社会に貢献しているかについても講義する。

感覚生理学特論 －生体は常に外界からさまざまな情報を取得・処理して行 准教授
Sensory Signal Transduction 動している。その際に重要な働きを成している感覚機能に 恒 成 隆

ついて学習し，各感覚の特性，感覚器官の機能，感覚細胞
の情報変換機構について理解することを目標とする。
・ヒトや動物の感覚における機能や原理，感覚研究につい

て学ぶことによって，我々がどのように外界からの情報を
取得しているのかを理解する。

生体機能分子化学特論 生体を構成する核酸，タンパク質，多糖，脂質，生物ラジ 准教授
Chemistrγof Biofunctional カルなどの機能性分子に着目した材料設計の基礎と応用 佐藤力哉
Molecules について学び社会とのかかわりを考え理解することを目

標とする。生命現象を制御できる機能性高分子材料の構造

と機能について多面的に考察を行い，最新の分子設計手法
を理解する。

生物機能工学特論 生物機能工学では，生物が有する機能や特性を明らかに 准教授

Biofunctional Engineering し，傷害，疾患の予防や治療に貢献する技術，また，生物 真壁幸樹
が有する優れた機能を利用し，有用物質生産，農業生産や

助教
環境浄化に関する技術を取り扱う。

本講義では，生物機能工学の基礎となる遺伝子工学やタン 矢野成和

パク質工学を概説するとともに，実例を示しながら最新の
技術についても解説する。

生体物質化学特論 生体成分や生理活性物質の種類・機能・合成方法について 教授

Chemistry of Biologically 学ぶ。佐藤は，糖質化学を中心に基礎から医薬品への応用 佐藤慎吾
Active Compounds までを解説する。木島は，酵素やタンパク質について，酵 准教授

素機能の改変，有機合成化学への利用を中心に解説する。 木島龍朗

精密有機合成化学特論 種々の有機化学反応の合成反応を学ぶことによって，反応 准教授
Advanced Organic Synthesis I 条件や反応機構，さらに，反応に用いる試薬に関する知識 波多野豊平

を習得する。習得した合成反応の知識を生かし，実際の修
士論文研究に応用することを目標とする。

生物有機化学特論 天然有機化合物のみならず有機分子を構築する上で必須 准教授
Bioorganic Chemistry の立体化学制御法，有機分子構築法を理解し，自らの研究 今野博行

に適応できる能力を培うことを目的とする。最近，合成さ

れた天然物やその誘導体をケミカノレプロープとして用い，

その生理活性の発現メカニズムを研究するケミカルパイ

オロジーが脚光を浴びている。意IJ薬研究とあわせて最近の

進歩を紹介する。

有機資源変換化学特論 化学資源やバイオマス資源など各種有機資源の変換・利用 教授
Chemistry of Organic 反応を取り上げ，その際に温和な条件で機能性を発現する 多賀谷英幸
Reactions and Materials ことが期待できる有機 無機二次元分子複合体の創製と

その評価法およびナノメディシンなどへの応用をテーマ
とする。

バイオマス資源などの有機資源変換反応および酵素モデ

ル化合物としての有機 無機ナノハイブリッドについて

理解する事を到達目標とする。

nu 
q
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授業科目名 授業科目の内容 担当教員

有機物質化学特論 食品内に生じる熱と物質移動の基本的な現象について説 非常勤講師
Applied Organic Chemistrγ 明し，食品産業で重要な食品の冷凍，殺菌，品質の変化

（蛋白変性， i殿粉の糊化，旨味成分の変化等）について
概説する。次いで、，電子レンジ加熱等の各種加熱操作に
ついて概説する。

生体高分子構造解析特論 生体両分子は自らの形態変化や分子凝集を伴って機能を 助教
Structural Analysis of 発現させている。本講義では，光 ・X線・中性子線およ 神保雄次
Biopolymers び NMR等を用いた生体高分子の構造解析法を紹介し，得

られた構造情報と機能との相関を体系的に論じる。応用
例として，生体高分子のゲ、ル化現象に対する最近の研究
例を紹介する。

コロイド分散・界面化学 ナノ～ミクロンオーダーのコロイドやスラリーの分散挙 准教授

特論 動とその界面で起こる現象について講義する。特にコロ 野々村美宗
Colloid Dispersion and イドやスラリー中の粒子に着目した分散・疑集のメカニ 教授
Interface Science ズムをDLVO理論をもとに解説するとともに，界面活性剤 木 俣 光正

や両親媒性分子を用いた界面物性の制御方法について講 （物質化学工学専攻）

義を行う。さらに，マイクロ空開を利用したナノ粒子合

成や医薬品・食品・化粧品への応用事例を学び，ナノ粒

子を支配する因子や界面で起こる特別な現象を理解す

る。

バイオプロセス工学特論 生物を利用した工業 ロセスや環境保全プロセスシ 助教
Advanced Bioprocess ステムを対象に，生物反応の定量的な把握に主眼を置き， 高畑 保之
Engineering バイオリアクターならびにバイオセパレーションデパイ

スの設計について学ぶ。

環境システム工学特論 エネルギ一生産，消費や工業用水，排水の取り扱いにお 非常勤講師
Advanced Environmental いて，環境を保全することが重要である。環境保全の立
System Engineering 場からこれらのエネルギー，水の扱い方，システム等を

解説する。

無機生体材料特論 生体硬組織の構造および 准教授
Inorganic Biomat巴rials 替・修復を可能にする材料の設計指針およびその評価方 川 井 貴裕

法について解説する。さらに，無機生体材料に関する最
新の情報を講義する。

無機物質化学特論 エネルギー，資源および環境問題について解説し，今後 非常勤講師
Applied Inorganic 重要な課題と考えられる電気化学エネルギ一変換におけ
Chemistry る材料設計に関する最新情報を講義する。さらに，新技

術開発と技術者論理に関する講義を行う。
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授業科目名 授業科目の内容 担当教員

バイオ化学工学特別演習A 修士論文の研究に向けてバイオ化学工学の専門分野にお 専攻教員
Special Exercises in ける各種の研究課題について演習を行い，指導教員との輪
Biochemistry and Chemical 講演習によって，高度な知識と論理的思考能力，コミュニ
Engine巴ring ケーション能力等を養う。

授業の概要

修士論文のための実験や計画に向けて，専門分野の基礎的

な文献を輪講演習することにより，外国語の能力を養うと

ともに，必要な情報を収集する能力を訓練する。

バイオ化学工学特別実験A
バイオ化学工学専門分野の研究における知識と技術を系 専攻教員
統的に修得し，研究課題についての実験を行うことで，研

Special Experiments in 究を計画的に実行できる能力を養成する。
Biochemistry and Chemical 
Engineering 授業の概要

バイオ化学工学関連各専門分野における各種研究課題に

ついて実験を行う。
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応用生命シス宇ム工学専攻

教育目標とカリキニLうム
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学位論文審査基準

1. 山形大学大学院理工学研究科（工学系）ディプロマ・ポリシーに従い，学位論文とし

て適切な形式を踏まえていること。

2. 修士学位論文は，新規性または独創性があって応用生命システム工学に関連する分野

における新しい知見をもたらすか，または当該分野における研究遂行に必要な基礎知

識・理解力・問題解決能力等を証明する，独自の考察を含んだ論文で、あること。

3. 博士前期課程在学中に行われる中開発表会において，研究計画と研究経過およびその

プレゼンテーションが適切と認められること。ならびに発表後の質疑応答において研

究に対する理解と取組が十分であると認められること。

4. 論文の構成について

( 1 ）論文の題目が適切であること。

( 2）研究の背景が記述され，研究目的が明確であること。

( 3）研究方法が記述されており，目的に沿った方法であること。

(4）結果が図表等を用いて適切に示されていること。

( 5 ）考察が結果に基づいて適切に導き出されていること。

( 6）目的に対応して結論が適切に導き出されていること。

( 7) 引用文献が適切に用いられていること。

5. 提出された学位論文は審査委員（主査，面！J査）によって審査されること。

6. 審査基準 1から 5までのすべてを満たしたものを合格とする。
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応用生命システム工学専攻 授業科呂及び単位数表

単 開講期及び週時間数
教職

授業科目名 イ立 2 8年度 2 9年度
科目

担当教員 備考
数 前期後期前期後期

生体材料学 2 2 (2) 工 山本（修） 英語可

バイオインフォマティクス 2 2 (2) 木ノ内

生体システム特論 2 2 (2) J馬 英語可

生理機能の計測と解析 2 2 (2) 新関 英語可

光ナノ計測 2 2 (2) 工 堀田 英語可

細胞運動論 2 2 (2) 羽鳥

医用画像工学論＊ 2 2 工 湯浅 英語可

データ解析論＊ 2 2 工 湯浅 英語可

ロバスト制御理論 2 2 (2) 工 村松

集積回路工学＊ 2 2 工 横山（道）

高周波集積回路システム＊ 2 2 工 横山（道）

マイクロプロセッサ応用工学特論 2 2 (2) 工 金子 英語可

ロボット工学特論 2 2 (2) 工 井上（健） 英語可

光計測工学＊ 2 2 工 渡部（裕）

応用生命システム工学特別演習A 4 1 1 1 1 工 専攻教員

応用生命システム工学特別実験A 6 2 2 4 4 工 専攻教員

応用生命システム工学特論 2 2 (2) 工 非常勤講師

文献調査 2 2 (2) 工 専攻教員

学外実習（インターンシップ） 2 

研究開発実践演習（長期派遣型） 4 

（注） 1. ＊印は，隅年開講とする。

2. ＊印以外は，原則として毎年開講とし （ ）内の数字は 29年度の開講予定週時間数を示す。

3. 「教職科目J楠の「工」は，教員免許教科「工業Jの教科に関する科目を示す。

4. 備考欄の「英語可」は，留学生の理解を助けるため，英語を併用した授業が可能な講義科目を示
す。
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応用生命システム工学専攻 授業科目の内容

授業科目名 授業科目の内容 担当教員

生体材料学 先進医療の発展に伴い，様々な人工材料が生体に適用され 教授
Biomaterials ている。これらの生体材料の開発動向，種類および生体適 山 本 ｛雲

用笛所などを論じ，生体材料を開発する上での理論的指針

について講義する。

バイオインフォマティクス 情報工学と生命科学の融合分野であるバイオインフォマ 准教授
Bioinformatics ティクスについて講義する。ゲノム，プロテオーム等の膨 木ノ内 誠

大なデータから生命情報・遺伝情報を解明するための方法

を論ずる。

生体システム特論 生体組織・締胞が外部刺激（例えば応力，電気など）に対 准教授
Biological System する反応の Mechanismについて組織・細胞レベル的な検 病 忠岡lj
Engineering 討，並びにこれらの細胞組織工学手法に基づく組織再生へ

のInspirationに関する教育・研究。

生理機能の計測と解析 ヒトの生理機能を情報システム的観点から理解すること 教授
Analysis of Physiological を目的として，生体信号計測手法とその解析法及びデータ 新関久一
Functions の解釈について講義する。特に骨格筋のエネルギ一代謝の

無侵襲計測，呼吸循環調節系のシステム同定などについて

最近の話題を交えながら解説する。

光ナノ計測 光学顕微鏡は様々な研究分野において微細構造を非破 准教授
Optical Nanoscopy 壊・非接触に観測する手法として広く利用されている。 堀田純一

本講義では，光学顕微鏡の基礎からナノ計測に利用されて

いる単一分子分光法，超解像蛍光顕微鏡まで応用例を紹介

しながら解説する。

細胞運動論 生命活動を支える細胞運動の基盤となるタンパク質運動 准教授
Introduction to Cell に関して論ずる。特にモータータンパク質と細胞骨格との 羽鳥晋由
Motility 相互作用を主題とし，無秩序な分子運動から非対称の運動

が発生する仕組みや化学力学エネノレギ一変換機構につい

て解説する。

医用画像工学論 現在臨床で用いられている X線CTやMRIなどの医用 教授
Medical Imaging Technology 断層画像化技術について，データ取得およびデータ処理の 湯浅哲也

観点から講義する。

データ解析論 計測データと計測過程を表す物理モデルから，所望の情報 教授
Data Analysis を抽出する方法について，線型代数，統計学，情報理論的 湯浅哲品

側面から考える。

ロバスト制御理論 制御対象のモデル化誤差はモデ、ルに基づいて設計した制 准教授
Robust Control 御系の安定性に影響を及ぼすが，近年，モデノレ化誤差に対 村松鋭一

してロバストな制御系の設計理論が発展してきた。本講義

ではロバスト制御，特に日無限大制御を中心に，基礎的な

理論と応用法について講義する。

集積回路工学 半導体集積回路に使用される M 0 S ( Metal Oxide 准教授
Integrated Circuits Design Semiconductor) トランジスタの構造，電気的特性の解析 横山 道央
Engineering などを pn接合理論， トランジスタのゲート関値電圧の解

析などから起論している。なお，実際のMOS集積回路に

ついても，製造プロセス・基本回路から応用回路まで講義

する。

両周波集積回路システム 近年急速に普及した携帯電話等ギガヘノレツ帯移動体通信 准教授
Radio-Frequency に用いる半導体集積回路システムについて，基礎から応用 横山道央
Integrated Circuits System までを概説する。
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授業科目名 授業科目の内容 担当教員

マイクロプロセッサ応用工 マイクロプロセッサ関連技術の進展とその応用例につい 准教授

学特論 て，ハード，ソフト両面から論じ，マイクロプロセッサを 金子 勉

Applied Microprocessor 応用して外部機器の制御を行う場合に理解が必要となる

各種インターフェース及びソフトウエアについての概要

と，最近の様々な応用機器類について論じる。

ロボット工学特論 本講義では，ロボットアームと移動ロボットを中心lこ，解 教授

Advanced Robotics 説と研究事例紹介を行う。前半は，ロボットアームの動力 井上 健司

学，位置制御，力制御について講義する。後半は，車輪式

移動ロボット，多脚ロボット，ヒューマノイドロボット等

の機構や制御法に関する研究事例を紹介する。

光計測工学 生体機能センシング等の科学計測に様々な光測定技術が 准教授

Optical Sensing and 利用されているが，それらの基礎知識と理論を論ずる。内 渡部裕輝
Metro logy 容としては，共焦点顕微鏡，光干渉計測等の原理と応用例，

それらを基にした生体光イメージングの原理と応用を紹

介する。

応用生命システム工学特別 専門分野についての基礎的文献および応用文献をもとに 専攻 教員

演習A した演習を行う。

Colloquium 

応用生命システム工学特別 専門分野の基本を修得し，研究課題についての実験研究を 専攻教員

実験A 行う。

Research Programs for 
Master Thesis 

応用生命システム工学特論 情報のいろいろな分野の第一線で活躍する専門家から最 非常勤講師

Advanced Bio-System 先端の技術や科学の講義を受け，質疑応答し，報告書を提
Engineering 出して添削を受ける。

文献調査 受講者それぞれが，修士論文にのみ没頭して視野が狭くな 専攻教 員

Literature Surv巴y るのを防ぐために，修士論文と重複しないようにテーマを

選び，関係論文を 10ないし 20報を読破して，総合的に

解説する。

学外実習 企業などにおいて，自らの専攻や将来の経験に関連した就

（インターンシップ） 業体験を行う。大学教育とは異なる，高い職業意識と自立

Internship 心・責任感のある社会人となるための育成を目的とした実

習である。業界や業種等に関する事前の調査，実習，事後

の実習報告などにより職業意識の向上を図る。

研究開発実践演習 企業現場において，当該企業の協力を得ながら，企業分

（長期派遣型） 析・産業分析を行い，課題発見と改善提案を行う。また，

Practice for Res巳archand 企業研究者と共同で開発研究活動を行う。
Development 
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情報科学専攻

教官目標と力リキュうム
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情報科学専攻の学習圃教育目標

情報科学は人間の知的な営みに関わる総合的な科学である。それは先端科学技術分野に

おける創造活動の基盤として，様々なシステムを構築・運用する技術を支え，社会を動か

す原動力となっている。情報科学の役割と影響力は今後益々大きくなり，多様な要求や社

会環境の変化に柔軟に対応する活力と新しいものを産み出す技術力が強く求められている。

この状況・要請に対応できるよう教育プログラムを整備し先端的な学術研究を行う中で

技術開発を先導できる人材や幅広い分野で高度情報・ネットワーク社会に貢献できる人材

の育成を目指す。

これを明確化して，専攻の学習・教育目標を次のようにかかげる。

(A）情報科学に関する深い知識と応用力：

知識情報科学，情報メディア科学の技術分野に関わる深い知識を修得し，情報科学の

先端的分野に自症に応用できる能力を養う。

(B）関連技術分野に関する幅広い知識：

情報科学を基盤とするシステムの機能実現に関わるシステム工学や電子工学などの関

連技術分野に関する幅広い知識を養う。

(C）技術的問題の調査分析力：

必要とする技術を識別・調査し体系化された知識として修得する能力や，情報科学の

技術分野に関わるモデル・システムを分析・概念、化する能力を養う。

(D）課題設定・問題解決能力：

新しい対応が求められる情報科学の課題を設定・定式化し仮説を検証する能力や，問

題解決に革新的な方法を適用し創造性を発揮できる能力を養う。

(E）社会・人間関係スキル：

論理的な思考力・記述力，発表・討議能力，コミュニケーション能力，リーダーシッ

プ能力，チームワーク力，行動力を養う。

学位論文審査基準

1. 山形大学大学院理工学研究科（工学系）ディプロマ・ポリシーに従い，学位論文とし

て適切な形式を踏まえていること。

2. 修士学位論文は，新規性または独創性があって情報科学に関連する分野における新し

い知見をもたらすか，または当該分野における研究遂行に必要な基礎知識・理解力・

問題解決能力等を証明する，独自の考察を含んだ論文であること。

3. 論文の構成について

( 1 ）論文の題目が適切であること。

( 2）研究の背景が記述され，研究目的が明確であること。

( 3 ）研究方法が記述されており，目的に沿った方法であること。

(4）結果が図表等を用いて適切に示されていること。

( 5 ）考察が結果に基づいて適切に導き出されていること。

( 6）目的に対応して結論が適切に導き出されていること。

( 7 ）引用文献が適切に用いられていること。

4. 提出された学位論文は，上記 1から 3の基準をすべてに満たしていると審査委員（主

査，副査）に判定されること。なお， 2年目当初に中間審査，論文提出前に予備審査を

行う。
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情報科学専攻 授業科目及び単位数表

単 開講期及び週時間数
教職

授業科自名 位 2 8年度 2 9年度
科目

担当教員 備考
数 前期後期前期後期

応用音声言語処理＊ 2 (2) 小坂

計測情報論＊ 2 2 工 平中

複雑系概論＊ 2 2 工 田中

情報処理特論＊ 2 (2) 』情 田村（安）

コンピュータネットワーク特論＊ 2 (2) 情 小山（明）

応用センサ工学＊ 2 2 ヱ 柳田

有限・境界要素法＊ 2 (2) 工 神谷

ヒューマンインタフェースと人間中心設計＊ 2 2 工 野本

画像処理工学概論＊ 2 2 4情 深見

視覚情報処理概論＊ 2 2 工 山内

計算量理論概論＊ 2 (2) 』情 内j畢

統計的機械学習概論＊ 2 (2) 』情 安田

心理物理学概論＊ 2 2 』情 永井

インタラクション工学概論＊ 2 (2) 工 井上

神経情報処理＊ 2 (2) ’情 久保田

数値シミュレーション概論＊ 2 2 工 粛藤

情報科学特別演習A （情報系） 4 1 1 1 1 ’情 専攻教員

情報科学特別演習A （工学系） 4 1 1 工 専攻教員

情報科学特別実験A （情報系） 6 2 2 4 4 ’情 専攻教員

情報科学特別実験A （工学系） 6 2 2 4 4 専攻教員

情報科学特論（情報系） 2 2 (2) 情 専攻教員

情報科学特論（工学系） 2 2 (2) 工 専攻教員

情報処理技術特論 2 2 (2) ’情 専攻教員

文献調査（情報系） 2 2 (2) ’情 専攻教員

文献調査（工学系） 2 2 (2) 工 専攻教員

学タト実習（インターンシップ） 2 

研究開発実践演習（長期派遣型） 4 

（注） 1. ＊印は，隔年間講とする。

2. ＊印以外は，原則として毎年開講とし，（ ）内の数字は 29年度の開講予定適時間数を示す。

3. 「教職科目J欄の「情Jは教員免許教科「情報J，「工Jは「工業」の教科に関する科目を示す。

4. 備考欄の「英語可j は，留学生の理解を助けるため，英語を併用した授業が可能な講義科目を示

す。
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情報科学専攻授業科目の内容

授業科目名 授業科目の内容 担当教員

応用音声言語処理 音声言語による機械とのコミュニケーションのための各種 教授
Applied Spoken Language 技術について論じる。連続音声認識システム，音声対話シ 小坂哲夫
Processing ステム，分散音声認識システム等について，その応用と今

後の展開を解説する。

計測情報論 意味のある情報を如何に取り出すかについて，各情報計測 教授
Instrumentation Informatics 分野の典型的な例を基に考究し，モデル計測，アクティブ 平中幸雄

計測，時間軸精度変換，多次元計測などの方法論，インタ

ーネットの特性測定などをテーマに議論したい。

複雑系概論 自然界に多く見られる複雑系のメカニズムに広く触れ，物 准教授
Introduction to Complex の形の生成過程を論ずるとともに，カオスやフラクタノレ等 田中 敦
System の複雑系の概念の意味を考えながら，その応用について論

ずる。

情報処理特論 情報，特にセンサ情報の収集・処理を行うシステムに関し 教授
Sensor Informatics て講義する。初めにセンシンクゃシステムのそデ、ノレとその特 田村安孝

性を記述する数学的手法を導く。次に，収集されたデータ

から対象の情報を抽出する種々の方法を逆問題解法の立場

から論じ，実際のシステムの数理的解釈を与える。

コンピュータネットワーク 階層化プロトコルの概念や各層で、用いられている各種プロ 教授

特論 トコルの詳細について解説する。さらにアドホックネット 小山明夫
Computer Networks ワークやセンサーネットワークの経路制御やメディアアク

セス制御に関する研究事例の紹介を行う。

応用センサ工学 計測システムに用いられる超音波，磁気， X線，赤外線な 准教授

App Ii巴dsensing technology どのセンサおよび送信器の最新の技術を調査し，現在求め 柳田裕陸

られている特性や分解能などのニーズ、について理解する。

これらのセンサの原理とその応用について代表的なものに

ついて学習し，計測システム全体の機能実現のためのセン

サの役割など、について理解するO 必要に応じてセンサ後段

の回路や信号処理についての理解も深める。

有限・境界要素法 数理モデ、ノレ化された理工学分野の諸問題を支配する偏微分 教授

Finite and Boundary 方程式を数値的に解析する手段として，領域型解法である 神 谷 淳
Elem巳ntMethod 差分法，有限要素法を概観し，最近有力な手段としての境

界型解法である境界要素法について理論と実際的な応用と

を論じ，最終的に得られる大型連立一次方程式の並列数値

解法まで言及する。

ヒューマンインタフェース ユーザーが理解しやすく使いやすい情報システムを設計す 教授

と人間中心設計 ることは，高度な産業システムから日常の民生機器まであ 野本弘 平
Human Interface and らゆる製品にとって重要な課題である。本講では，ヒュー
Human-Centered Design マンインタフェースの学術的理論，産業界で、使われている

ユーザビリティ等の実践的評価方法，およびユーザーとシ

ステムとの関係を解析するための理論と技法について学習

する。

画像処理工学概論 さまざまな画像から所望の情報を抽出するための画像処理 准教授
Introduction to 及び解析手法について講義する。具体的には，屑波数解析 深見忠典
Image Processing 等の基本的な処理から，クラスタリング手法や学習アノレゴ、

リズム等のパターン認識と機械学習の技術を応用した処理

まで幅広い内容を取り扱う。
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授業科目名 授業科目の内容 担当教員

視覚情報処理概論 f見るjことは眼に入射した光を網膜上に結像させること 教授

Visual Perception ではなく，その結像された光に対して視覚系がどのように 山内泰樹

処理を行い，最終的に中枢系が「認知Jするか，といった

情報処理過程全体が「見る」ことである。本講では生理学，

心理物理学など光情報がどのように伝達・処理されるかと

いった観点のみならずコンピュータグラフィックスなど

も含めたさまざまな領域から視覚系の情報処理について

学習する。

計算量理論概論 計算機で解決が求められる様々な問題について，その問題 准教授

Computational Complexity が計算機にとって本霊的に「難ししリのか「簡単」なのか 内 j宰 啓

を，計算時間やメモリ領域といった評価尺度に基づいて明

らかにすることを目指す計算量理論と呼ばれる分野に関

して講義する。計晶算時間やメモリ領域に係る計算機の基礎

的な概念やその数学的性質について，具体的な例を用いて

解説する。

統計的機械学習概論 統計的機械学習は確率的・統計的モデリングを基礎とした 准教授

Introduction to Statistical 機械学習技術であり，観測データから背景に潜む確率的な 安田宗樹
Machine Leaming メカニズムを見つけるための技術である。本講義では統計

的機械学習の中で使われる数理と計算技術を理解し，現代

型データサイエンスの基礎理解を目指す。

心理物理学概論 人間の知覚や認知は状況や個人によるゆらぎが非常に大 准教授

Introduction to きいが，それをなるべく安定して客観的に測定するための 永井岳大
Psychophysics 実験手法が心理物理学的実験法である。本講義では，人間

の知覚認知特性の基礎，その測定方法，必要とされる統計

解析法などについて学ぶ。

インタラクション工学概論 人と人とのインタラクション（相互作用）がどのように構 助教

Introduction to Interaction 成されているか，また人と情報システムとのインタラクシ 井 上雅史
Engineering ョンが，知的情報システムとしてどのように実現可能かに

ついて概観する。会話やウェブ上のテキストといった言語

情報，身振りや行動記録といった非言語情報など，インタ

ラクションに関わる様々なデータを分析・利用する手法

を，基礎概念，アルゴリズム，ツーノレや評価法などの観点

から学ぶ。

神経情報処理 神経系の情報処理について学ぶことを通して，複雑な現象 准教授
Neural Information の本質を数理的に捉える能力を身につける。脳の生物学的 久保田 繁
Processing な知見を概説した後，様々な脳の数理モデルとその解析法

について説明する。計算論的神経科学の最新の知見に加え

て，神経活動に関する非線形力学系の分岐理論についても

講義する。

数値シミュレーション概論 近年，数値、ンュミレーション技術は電磁界解析や構造解析 准教授

Introduction to Numerical の分野だけでなく，画像処理の分野にも広く使われてい 粛 藤 歩
Simulation る。本講義では，コンビュータ・グラフィックスの分野で

注目されている陰関数曲面法を解説し，同法を用いた実際

的な応用も論じる。
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授業科目名 授業科目の内容 担当教員

情報科学特別演習A 専門分野についての基礎的文献を輪講演習することによ 専 攻教員

（情報系） って，外留語の能力を養うと同時に，多量の博報の中から
Colloquium 必要なものを収集する能力を訓練する。

情報科学特別演習A 専門分野についての基礎的文献を輪講演習することによ 専攻教員

（工学系） って，外国語の能力を養うと同時に，多量の情報の中から

Colloquium 必要なものを収集する能力を訓練する。

情報科学特別実験A 専門分野の研究における基本的かっ高度な手段となる実 専攻教員

（情報系） 験装置，計測機器，情報処理等についての知識と技術を系

Research Programs for 統的に修得し，研究課題についての実験を行うことで，研

Master Thesis 究を計画的に実行できる能力を養成する。

情報科学特別実験A 専門分野の研究における基本的かっ高度な手段となる実 専攻教員

（工学系） 験装置，計測機器，情報処理等についての知識と技術を系

Research Programs for 統的に修得し，研究課題についての実験を行うことで，研

Master Thesis 究を計画的に実行できる能力を養成する。

情報科学特論（情報系） 情報のいろいろな分野の第一線で活躍する専門家から最 非常勤講師

Advanced Informatics 先端の技術や科学の講義を受け，質疑応答し，報告書を提

出して添削を受ける。

情報科学特論（工学系） 情報のいろいろな分野の第一線で活躍する専門家から最 非常勤講師

Advanced Informatics 先端の技術や科学の講義を受け，質疑応答し，報告書を提

出して添削を受ける。

情報処理技術特論 情報処理技術者など情報科学分野の専門性の両い資格試 専攻教員

Information-Technology 験に合格した場合に，審査のうえ単位認定を行う。
Engineering 

文献調査（情報系） 受講者それぞれが，視野を広げ，修士論文のテーマを絞り 専攻教員
Literature Survey 込むために関係文献を 5ないし 10報読破する。総合的に

解説する発表用資料を作成し，プレゼンテーションと質疑

応答を行う。

文献調査（工学系） 受講者それぞれが，視野を広げ，修士論文のテーマを絞り 専攻教員
Lit巴ratureSurvey 込むために関係文献を 5ないし 10報読破する。総合的に

解説する発表用資料を作成し，プレゼンテーションと質疑

応答を行う。

学外実習 企業などにおいて，自らの専攻や将来の経験に関連した就 専攻教員

（インターンシップ） 業体験を行う。大学教育とは異なる，高い職業意識と自立
Internship 心・責任感のある社会人となるための育成を目的とした実

習である。業界や業種等に関する事前の調査，実習，事後

の実習報告などにより職業意識の向上を図る。

研究開発実践演習 企業現場において，当該企業の協力を得ながら，企業分

（長期派遣型） 析・産業分析を行い，課題発見と改善提案を行う。また，
Practice for Research and 企業研究者と共同で、開発研究活動を行う。
Development 
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電気電子工学専攻

教官目標とカリキュラム
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電気竃子工学専攻の学留隠教育目標

1 .教育研究の理念と目標

電気電子工学は，現世の高度情報化社会の実現に貢献してきた基盤技術であり，将来情報社

会の更なる高度化・グローパル化が加速され，また少子化・高齢化福祉社会が進む中で，電気

電子工学の果す役割は益々重要となってくる。

このような社会状況において，電気電子工学専攻では，産業界や社会のリーダーとなり得る

技術者・研究者を育成するとともに，教育と研究を通して， 日本および世界の平和と人々の幸

福に貢献することを強く認識し，次の理念と目標に基づき教育と研究を行う。

( 1) 21世紀の高度電子化・情報化社会，高齢化福祉社会に適合し人間にやさしく自然と調和す

る科学技術への貢献。

( 2 ）心豊かで総合的な判断力に富み 高度な電子技術社会・情報社会に貢献できる自立した高

度技術者ならびに研究者の育成。

( 3 ）独創的な新技術の開発と新産業の創出。

2. 学位論文の審査および最終試験

履修基準の授業科目を習得する見込みがつき，研究指導を受けた学生は，修土論文を作成し，

審査申請することができる。本専攻では研究指導として以下の 2項目を満たすことも含まれる。

( 1 ）研究中開発表会において研究計画と研究経過の発表を行い，関連事項に関する質疑応答の

結果，研究に対する理解と取り組みが充分と認められること。

( 2 ）関連する学会において研究成果を発表している，あるいは学術論文が受理されていること。

または，｛1tT年の 3月末日（9月修了の場合は 9月末日）までに発表あるいは受理される

予定であること。

提出された論文は審査基準（注1）に基づき審査される。

最終試験は論文提出者が各専攻開催の公聴会において学位論文の内容を発表する際に，関連す

る事項に対して論文審査委員が口頭または筆答で試聞を行う形式で実施する。最終試験の合格の

要件は専門領域に関わる幅広い知識，論理的な思考力と表現力を用いて研究成果を明快，簡潔に

発表および討議していると認められることとする。

注 1. 学位論文審査基準

( 1 ) .山形大学大学院理工学研究科（工学系）ディプロマ・ポリシーに従い，学位論文として適

切な形式を踏まえていること。

( 2）.修士学位論文は，新規性または独創性があって電気電子工学に関連する分野における新し

い知見をもたらすか，または当該分野における研究遂行にl必要な基礎知識・理解力・問題解

決能力等を証明する，独自の考察を含んだ論文であること。

( 3）.論文の構成について

① 論文の題目が適切であること。

②研究の背景が記述され，研究目的が明確であること。

③研究方法が記述されており，目的に沿った方法であること。

④ 結果が図表等を用いて適切に示されていること。

⑤ 考察が結果に基づいて適切に導き出されていること。

⑥ 目的に対応して結論が適切に導き出されていること。
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⑦ 引用文献が適切に用いられていること。

( 4）.提出された学位論文は審査委員（主査，副査）によって審査されること。

( 5）.審査基準(1）からは）までのすべてを満たしたものを合格とする。

3. 開講科目の概要

講義科目と輪講や修士論文を含む演習・実習科目で構成され，講義科目は，電気電子コア科

目と電気電子応用科目から構成される。

電気電子に関する基礎的な解析を扱う電気電子コア科目は前期に開講され，回路系，電磁気

系，物性系からバランスよく選択してそれぞれ2単位以上履修することを推奨する。

多様な基礎専門分野の統合を扱う電気電子応用科目は後期に開講され，各自のキャリアデザ

インに合わせて自由に選択して履修する。

演習・実習科目のうち，輪講演習を行う「電気電子工学特別演習 AJおよび修士論文の作成

を行う「電気電子工学特別実験AJは必修である。

4. 教育・研究分野

大学院における教育・研究への社会的要請に応えるため，次の各分野の教育・研究を行って

いる。

｛応用電気工学部門］ ［電子量子工学部門］

［教育・研究分野］
骨情報通信システム・通信環境学
骨ミリ波・サブミリ波電磁波現象
骨電力・エネルギー
骨パルスパワー工学
申静電気応用
骨機能エレクトロニクス・システム
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［教育・研究分野］
串半導体・センシング・集積回路
骨超伝導エレクトロニクス
骨光エレクトロニクス
骨新機能デ、バイス・ナノデ、パイス

骨先端磁気工学
骨ミリ波テラヘノレツイメージング



電気電子工学専攻 授業科目及び単位数表

際議期及び週時間数

単 教
2 8年度 2 9年度 必 職

分野 授 業 科 目 名 位
科

担当教員 備考
前 後 前 後 {it 

数 期 期 期 期 目

知能集積田路 2 2 工 原田
回

電 路 結合系解析論 2 2 2 工 足立 英語可
Fメゴ¥ 系

パルスパワー工学 2 2 ：工 南谷 英語可電

講
子

電 高電界現象論 2 2 工 杉本（俊） 英語可
コ
ア 磁 高周波超伝導工学 2 2 工 脊藤 英語可
科

Fメゴ¥ 

義
自 系 電気力学 2 2 I 八塚 英語可

半導体デバイス工学 2 2 工 贋瀬（文） 英語可

科
解析 物 超伝導工学 2 2 I 中島 英語可
） ’性

系 半導体デハ守イス7＂ロセス 2 2 工 松下 英語可

真空表面工学 2 2 ：工 成田
目

佐藤（学）光エレクトロニクス 2 2 ］二 英語可
電

半導体光工学 高橋（豊） 英語可糸メ口プ¥ 2 2 工

電
超伝導デノミイス 2 2 工； 山田子

応 ディジタル通信工学 2 2 工 近藤 英語可
用
科 光波工学 2 2 工 高野 英語可
目

破気デ、パイス工学 稲葉 英語可2 2 二E
（ 

市J玄IL センサ工学 2 2 工品 奥山（澄） 英語可
メ）口玉、

半導体ナノ材料工学 工
有馬ボシール

英語可2 2 
アハンマド

電気電子工学特別演習A 4 1 1 。工 専攻教員

電気電子工学特別実験A 6 2 2 4 4 。工 専攻教員

演習・実習科目 電気電子工学特論 2 工 非常勤講師

学外実習（インターンシップ） 2 

研究開発実践演習（長期派遣型） 4 

1 . （注）「教職科目J欄の「工」は，教員免許「工業j の教科に関する科目を示す。

2.備考欄の f英語可Jは留学生の理解を助けるため，英語を併用した授業が可能な講義科目を示す。
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電気電子工学専攻授業科目の内容

授業科目名 授業科目の内容 担当教員

知能集積回路 本講義の構成としては，前半では，現在の生活になくてはな 助教

Intelligent らない LSI集積回路を実現するうえで必要な MOSFETの動作 原田知親
Integrated Circuits 特性と，それを使った集積回路の回路技術（回路動作，低消

費電力化設計など）を講義する。後半では，集積回路を用い

たシステムについて，現在使われている分野から適用例を示

しながらその構成や原理などを講義する。そして，本講義を

通じて，回路設計の考え方や，講義内容と身近な応用システ

ムとの接点と考え方について学ぶ。

結合系解析論 ハミルトンの原理等のエネルギー原理を中心とした解析力 教授

Analytical Dynamics of 学の理論を駆使し，棲雑だが線型系とみなせる電気機械結合 足 立和成
Complex Systems 系の動作の把握を簡潔かっ統一的に行う手法を教授する。最

初に基礎的な理論を解説した後，各種電気機械変換器の解析

にそれを適用する。また，応用として有限要素解析について

も言及する。

パルスパワー工学 パルスパワー工学は瞬間的に世界の消費電力に相当するよ 准教授

Pulsed Power Engineering うな巨大な電力を発生させる技術であり，従来の電力技術で 南 谷靖史

はできなかった新しい科学技術を可能にする。ここではパル

スパワーを発生させるためのエネルギー蓄積，スイッチン

グ，伝送技術と計測技術，環境，バイオ等の最新応用につい

て述べる。

両電界現象論 高電界下で、の電気力学的現象について基礎的な事項を解説 准教授
Phenomena in High する。前半は，電磁気学の基本原理（ガウスの法則，ポアソ 杉 本俊之
Electric Field ンの式，ラプラスの式など）を使った電界解析の手法につい

て学び，空間電荷が存在するときとしないときの直交，円筒，

球座標系での電界分布を言十算できるようにする。後半は，高

電圧の発生，電荷の発生と除去，帯電など，高電界下におけ

る基本的な事項について解説する。

高周波超伝導工学 実応用で、役立つ高周波の基礎について講義し，基礎的な高周 准教授
High Frequency Sup巴1・ j皮回路コンポーネントについて具体例をあげて説明する。ま 葬藤 敦
Conductor Engineering た，超伝導の基礎的性質と代表的な理論について概説する。

その後，超伝導デバイスへ発展した経緯とその特徴，及び設

計のノウハウについて講義を行う。

電気力学 電界系において，電気的に発生した力による力学的運動（並 准教授
Electromechanical 進運動）を，小型マイクロフォンやスピーカーなどを例とし， 八塚京子
Dynamics マクスウェルの式から出発して電気的力の表現式を導出し，

運動方程式及び回路の方程式を求める。さらに静電気対策の

簡単な試算や変位電流とノイズの関係、も講義する。

半導体デバイス工学 半導体デバイスである pn接合のキャリア輪送機構の理解 教授
Semiconductor Devices のもとに，バイポーラトランジスタおよびMOSFETの高速化 買 i頼文 彦

限界とこれを打破するための先進テクノロジーについて講

義する。

超伝導工学 超伝導工学の基礎として，低温技術，超伝導基礎理論（ 2流 教授
Super℃on ducting 体モデ、ル，熱力学， GL方程式）などについて講義する。 中 島健介
Engineering また，超伝導技術を応用した高周波デバイスについて解説す

る。
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授業科目名 授業科目の内容 担当教員

半導体デバイスフ。ロセス 半導体デバイスの製造フoロセスの基礎をイラストを用いて 教授

Processing of 講義する。『電子回路』で得た回路設計の基礎と『半導体工 松下浩 一
Semiconductor Devices 学』で得た個別素子やフ。ロセスの基礎を融合し，より高度な

半導体集積回路技術の習得を目的とする。

真空表面工学 多くの電子デ、パイスは真空環境下で作製されているため， 助教

Vacuum Science f真空Jについての理解がデ、パイスを作製する上で必要不可 成田 克
and Engineering 欠である。本講義では真空装置の設計を行う上で必要な事項

（気体の性質，気体分子一回体表面等）を解説する。

光エレクトロニクス 光の基本的性質から，光の発生・制御・検出までを講義する。 教授

Optical Electronics 光の基本的性質を表すパラメータ及び自然光とレーザー光 佐藤 戸て主ナl与

の特徴，及び光と物質の相互作用に基づいたレーザー装置の

構造，発掠原理などについて述べる。さらに，光学結晶を用

いた光変調技術や高感度検出法を説明し，応用例として光計

測技術などを紹介する。

半導体光工学 代表的な発光素子である半導体レーザーと発光ダイオード 准教授

Semiconductor Optical について，その材料となる半導体の基本的な性質，素子構造， 高 橋 豊
Devices 動作機構について講義する。特に高速化に向けて重要となる

素子内でのキャリア輸送について詳しく解説する。

超伝導デ、パイス 超伝導体のトンネノレ現象やジョセフソン接合の基礎につい 助教

Superconducting Device て講義する。また，その現象を応用したテラヘルツ検出器， 山田博信

X線検出器，ミキサーなどについて講義する。

ディジタノレ通信工学 ディジタル通信ネットワークの要素技術について解説する。 教授

Digital Communication 網構成，プロトコル，伝送技術，信号処理，標準等について 近藤和弘

述べる。また，最近は従来の有線公衆網以外による音声等の

通信も盛んだが，これについても述べ，またスベクトノレ拡散

等の無線通信用要素技術や将来の展望についても触れる。

光波工学 光の性質を利用した信号処理機能技術に関して講義する。光 准教授

Photonics Engineering の発生・増幅と子渉の知識を基に，光波のコントロール方法 高野勝美

を習得するとともに，光ファイパ通信など光波制御を応用し

た先端的な技術を紹介する。

磁気デ、パイス工学 磁性体の基礎的な性質（交換相互作用，キュリーワイス則， 教授

Magnetic Devic巳s 磁気異方性など），その計測方法について講義する。その後， 稲葉 信幸

磁気ディスクを中心に磁気メモリへの応用例を解説する。

センサ工学 機械の自動化や外界の様子を知るために，様々な物理セン 准教授

Sensing Devices サ・化学センサが利用されている。これらのセンサのうちか 奥山 澄雄

ら電子デバイスを中心に，その原理，製作，手lj用方法等につ

いて講義する。

半導体ナノ材料工学 半導体をナノスケールで構造制御すると，量子効果など微細 助教

Semiconductor 構造特有の物性が発現する。本授業では，代表的なナノ半導 有馬ボシーノレ
nano materials 体の物性と応用デ、パイス，今後の展望について講義する。 アハンマド
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機械システム工学専攻

教育目標と力リキュラム
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機械系エンジニアへの社会の期待

2 1世紀は，新しい知識・情報・技術が政治・経済・文化をはじめ社会のあらゆる領域で

の活動の基盤として飛躍的に重要性を増す，いわゆる「知識基盤社会」の時代であると言わ

れている。これからの「知識基盤社会Jにおいては，機械系エンジニア（技術者・研究者）

には人間活動のあらゆる分野で科学技術的な側面からの強力な推進役として幅広い貢献が求

められている。また，「モノっくり Jという観点から科学技術の発展に常に貢献し，社会や環

境に与えるその波及効果と責任を常に念頭において製品開発を進めなくてはならない。した

がって，機械系エンジニアには，機械工学の基礎力を身につけるだけではなく，グローパル

な視点から機械をシステムとして統合する柔軟で幅広い素養をもち，かっ，進展の著しい科

学技術の担い手として独創性・創造性を発揮することが社会から強く要請される。

機械システム工学専攻の教育の理念と臣標

このような機械系エンジニアに対する社会の要請を踏まえて，本専攻では，機械工学の基

礎に加え，生産技術，電子技術，情報・知能化システムなどの広範囲で高度な知識の上に，

最先端技術を取り入れることができ，かっ，科学技術が社会や自然に与える波及効果や社会

に対して技術者・研究者が負う責任を認識しながら，国際的な視点から社会と産業の発展に

貢献しうる高度の専門性を有する豊かな感性と創造性をもっ技術者ならびに研究者を育成す

る。幅広い分野で活躍する本専攻の教員団の講義，演習及び研究指導による広い視野に立っ

た精深な学識の習得と，博士前期課程の勉学の集大成である修士学位論文の作成とを通して，

本専攻の大きな教育目標である「豊かな人間性を持ち，社会が要求する機械関連の問題を解

決するデザイン能力に長けたグローパルな技術者・研究者の育成Jを目指すものである。

そのために，次の具体的な教育目標を掲げる。

( 1 ）機械関連の基礎から最先端分野において問題発見・解決能力をもった人材の育成

機械材料・強度・振動，熱・流体システム，環境・エネノレギー，ロボティクスおよび

機械設計などの分野において，問題発見・解決能力を培うと共に，自然・人間・社会・

環境と調和した新しい機械システムを創造できる柔軟な思考と果敢な実行力をもっ研・

究者・技術者を育成する。

( 2）社会の要求をモノっくりに反映できるエンジニアリングデザイン能力の養成

工学的な面，経営的な面，経済・環境的な面，心理的・倫理的な面などからの社会の

要求を総合的にモノっくりやシステムっくりに反映できるエンジニアリングデザイン

の能力を養成する。

( 3）実社会をリードするグローパルな人材の育成

科学技術の発展と多様化に対応できる柔軟な思考力・構想力と国際的な情報収集，情

報発信能力を養い，実社会をリードするグローパルな人材を育成する。
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履修基準（ 8頁：「 1-6 履修基準J参照）

①白専攻講義科目：機械システム工学専攻の講義科目から 10単位（専門基盤科目から必

ず 6単位以上）を修得すること。

②選択講義科目：白専攻講義科目，他専攻・各専攻共通の講義科目，及び他大学院履修科

自の中から 10単位以上を修得すること。この場合，自専攻以外の講義科目から必ず4

単位以上を修得すること。

③機械システム工学特別演習A (4単位）と機械システム工学特別実験A (6単位）を｛室

得すること。

－修了に必要な最低修得単位数は，上記①②③の計 30単位である。

学位論文審査基準

学位論文の審査にあたっては， 日ごろの研究指導，学位論文審査や公聴会などをとおして，主

に以下の審査項目について，審査委員（主査，副査）による以下の評価を行う。

1. 学位論文審査の評価基準

( a ）論文の題目や目次の適切性：問題を意識し，目標や目的を設定していること。

( b ）研究内容の妥当性：研究内容は，新規性，進歩性，有用性，独創性のいずれかを持ってい

ること。

( C ）情報収集能力：十分な文献や研究動向の調査を行い，自分の研究の意義や重要度と，他研

究との関連性や相違を理解できること。

( d ）問題分析能力：問題の分析に基づいた実験方法・解析手法や数学モデ、ルの設定など，アプ

ローチ方法は適切であること。

( e ）研究遂行能力：実験計算機シミュレーションや理論展開が適切に遂行できること。また，

実験・解析結果から新たな知見を見出すことができること。

(f）論文作成能力：

1）論文の体裁：表紙，要旨，目次，章立て，結論，参考文献などが整うこと。

2）論理性・構成：論理が明！析に展開され，構成が体系立てられていること。

3）表現・体裁：文献引用 図 表などの記述が適切に表示されていること。

上記の評価基準から，修士学位論文を以下の4段階で評価する。

A ：優れた論文である。

B ：おおむね良好な論文である。

C ：修士論文としての水準に達している。

D ：修士論文としての水準に達していない。

2. 最終試験の評価基準

公聴会において研究内容のプレゼンテーションと口述試問を行い，以下の基準により評価する。

( a ）研究の内容について十分に理解しやすくプレゼンテーションできること。

( b ）研究の将来的な展望について論述できること。

( C ）関連する研究分野に関する基礎的な知識を有すること。

( d ）修士論文の内容についての質問に正確に答えられること。

上記の基準から，最終試験を以下の4段階で評備する。

A ：優れた研究が行われ独力でさらなる研究の発展が期待できるO

B ：おおむね良好な研究が行われたと認められる。

C ：一定程度の研究が行われたと認められる。

D ：適切な研‘究が行われたとは，いいがたい。

学位論文審査及び最終試験のいずれかまたは両者がDであれば，不合格とする。
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機械システム工学専攻 授業科目及び単位数表
専門基盤科目

単 開講期及び週時間数
教職

授業科目名 位 2 8年度 2 9年度
科目

担当教員 備考
数 前期後期前期後期

材料力学特論 2 2 (2) 工 村津，久米 英語可

振動工学特論 2 2 (2) 工 Langthjem，井坂 英語可

流体力学特論 2 2 (2) 工 李鹿 英語可

工業熱力学特論 2 2 (2) 工 赤松 英語可

制御工学特論 2 2 (2) 工 水戸部，多田隈 英語可

機械運動論 2 2 (2) 工 南後 英語可

専門科目

強度設計論＊ 2 2 工 近藤，官 英語可

生体構造力学＊ 2 2 工 小沢田 英語可

数値弾塑性力学＊ 2 (2) 工 黒田 英語可

材料強度学特論＊ 2 (2) 工 古川 英語可

材料システム学特論＊ 2 2 工 上原 英語可

伝熱工学特論＊ 2 2 工 赤松 英語可

エネルギー環境工学特論＊ 2 2 工 鹿野 英語可

計算流体力学特論＊ 2 2 工 中西 英語可

燃焼工学＊ 2 (2) 工 奥山（正） 英語可

流体機械特論＊ 2 2 工 篠田 英語可

混相流特論＊ 2 (2) 工 幕田 英語可

機械設計論＊ 2 (2) 工 飯塚 英語可

ロボティクス特論＊ 2 2 工 妻木 英語可

システム工学特論＊ 2 (2) 工 秋山 英語可

CAD/CAM特論＊ 2 工 大町 英語可

計測制御特論＊ 2 2 工． 峯田・西山 英語可

機械システム工学特別演習A 4 工 専攻教員

機械システム工学特別実験A 6 2 2 4 4 工 専攻教員

機械システム工学特別講義 I 工 非常勤講師

機械システム工学特別講義E 工 非常勤講師

学外実習（インターンシップ） 2 

工学教育研修 2 工

研究開発実践演習（長期派遣型） 4 

（注） 1. ＊印は，隔年開講とする。

2. ＊印以外は，原則として毎年開講とし，（ ）内の数字は 29年度の開講予定適時間数を示す。
3. 「教職科目j欄の「工jは，教員免許教科「工業j の教科に関する科目を示す。

4. 備考欄の「英語可j は，摺学生の理解を助けるため，英語を併用した授業が可能な講義科目を示す。
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機械システム工学専攻授業科目の内容

専門基盤科目

担当教員

准教授

村 j宰 岡lj

久米裕二

授業科目名

材料力学特論
Advanced Mechanics of 
Materials 

振動工学特論
Topics in Engineering 
Vibration 

co 
pし

wm
 

au n
 

vd 
D
 

A
U
 

論
川

特

F

学
吋

力
制

体
い
川

流
血

工業熱力学特論
Advanc巴dThermodynamics 

制御工学特論
Advanced Control 
Engineering 

機械運動論
Mechanism and Machine 
Theory 

授業科目の内容

材料の変形挙動を正しく理解するため，力学的な基礎理論

について講義するとともに，材料科学的な立場から材料の

もつ力学的特性を解説する。力学理論としては，材料力学

から連続体力学への展開 弾性力学・塑性力学の基礎，お

よびそれらの表現に必要な数学的基礎（テンソル解析，微

積分）を講義し，材料特性としては，結晶構造，転位，粒

界，すべり等，結品性固体の変形メカニズムが理解できる

ように講義を行う。

構造物の振動特性を解析するためには，その動特性を把握

し，数学的にモデル化をしなければならない。学部の授業

で学んだ一自由度から多自由度への問題解析をもとに連続

体の振動解析へと発展させる。連続体の振動解析には，ハ

ミルトンの原理を基にした系の運動方程式を求めることが

必要である。構造要素としての弦，梁そして平板などの連

続体に関する境界値問題の基礎方程式の導出法を説明し，

圏有値問題とその近似解法について述べる。

乱流の基礎，流れ研究の最新進展並びに最先端の計開・解

析技術について，次のような講義を行う。（1）乱流基礎理論

（基礎方程式，乱流の遷移，苦L流の統計理論，乱流の輪送

現象，せん断乱流，乱流の組織構造など） (2）渦の動力学

(3）流れ計測技術 (4）流れ可視化情報処理

熱機関の理論熱効率を考えたカルノーの論文をもとに熱力

学の基礎を学ぶ。さらに，内燃機関の作動原理についてガ

ソリンエンジンを中心に理解していく。具体的には，エン

ジンの仕事，平均有効圧力， トルクと出力，動力計，空燃

比と燃空比，燃料消費率，エンジン効率，体積効率，排出

ガス，騒音防止技術などのエンジンの基本から， Otto

cycle, Diesel cycle, Dual cycle, Miller cycleなど熱力学

の基本サイクルの理解，さらにはターボと EGR，ハイブリ

ッドエンジン，燃料電池エンジンなど最近の技術の紹介で

ある。

機械システムの制御で用いられる線形および非線形制御理

論の基礎と設計ー法について講義する。状態フィードパック

による極配置法， リアプノフの方法による安定性解析，ロ

ボットを含む非線形動的システムの制御手法などを扱う。

機械で出力される運動は構成部品を岡lj体と見なしたときの

それらの相対運動の伝達により得られるものとして，各種

機械の設計を行うことになる。本講義では機械設計に必要

な献体の力学の基礎を学ぶとともに複数の剛体が連結する

ことで得られるリンク機構およびロボットの運動学を学習

する。

准教授
Langthjem, 

M.A. 

助教

井坂秀治

教授

李 鹿 輝

教授

赤松正人

教授

水戸部和久

准教授
多国隈理一郎

准教授

南後淳
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専門科目
授業科目名 授業科目の内容 担当教員

強度設計論 種々の負荷を受ける機械材料の非弾性変形，ぜい性破壊 教授

Mechanics of Materials for 及び疲労破壊に対する強度設計ができるように，連続体 近藤康 雄
Mechanical Design の力学，破壊力学及び材料科学の面から体系的に講義す 助教

る。機械材料としては金属材料と複合材料を取り上げ， ，邑-'--, 理

強化メカニズ、ムについて言及しながら論ずる。

生体構造力学 生体の細胞，組織，臓器，｛間体各レベノレの構造とその力 教授
Biostructural恥1echanics 学及び生理について論じる。また，これらについての低 小沢田 正

周波から超音波までの振動を利用した機械的な機能情報

の抽出，計測，評価についても講義する。

数値弾塑性力学 非線形性を有する材料の変形解析についての講義を行 教授
Computational Elasto”Plasticity う。近年の目覚ましいコンピュータの発達によって，極 黒田充紀

めて非線形性の大きい圏体の変形挙動を詳細に解析する

ことが可能になりつつある。本講義では，弾塑性を代表

とする材料非線形性の数学的モデリングとその数値解析

（有限要素法他）への適用方法を中心に学ぶ。具体的な

理論として，古典的流れ理論及び各種降伏関数，コーナ

一理論，空隙損傷理論，結品塑性論等を対象とする。

材料強度学特論 合金等の構造用材料に関して 組織と変形・破壊現象に 教授
Advanc巴dStrength and 関して，微視的並びに巨視的側面から総合的に論じる。 古川英 光
Frac旬reof Materials 温度や雰囲気，変形速度などの使用環境による変形構造

や強度特性の変化と強化法について工学的に重要なトピ

ックスを交えて解説する。また，ぜい性破壊の問題を扱

う上で必要となるき裂の力学の基礎について論じるとと

もに，き裂の力学の実際上の応用例について，工学的に

重要なトピックスを交えて解説する。

材料システム学特論 機械・構造物を構成する材料の物理的・力学的特性を， 教授

Advanced Materials System 熱力学的な観点から講義する。特に，結晶構造の安定性， 上原拓 也

転位や結晶粒界といった原子スケールの欠陥，およびミ

クロスケールの微視組織について，材命料内部のエネルギ

一状態に基づいて解説するとともに，マクロ特性との関

連について論じる。また，計算機シミュレーションを利

用した材料組織や特性の予測・評価法に関するトピック

も取り上げ，熱力学的基礎式の導出と計算事例を紹介す

る。

伝熱工学特論 対流発生条件から Gr数の物理的意味を説明し，自然対流 教授
Advanced Heat Transfer 伝熱問題を解説する。また，管内強制対流熱伝達問題の 赤松正 人

理論解析と実験整理式との関係、を解説する。そのほか，

沸騰熱伝達特性について解説する。

エネノレギ一環境工学特論 エネノレギー資源の社会基盤を捉え，環境との関わりの中 准教授
Environments on Energy で，その役割とインパクトを掘り起こす，地球の誕生と 鹿野一郎

熱史，地球と宇宙との熱授受からはじめて，無効エネノレ

ギーの有効化に至る方法を論ずる。

P
O
 

F
h
u
 



授業科目名 授業科目の内容 担当教員

計算流体力学特論 計算流体力学の基礎と最新の進展について講義する。 准教授

Advanced Computational Fluid ①熱流体力学現象を支配する質量，運動量，エネルギー 中 西為雄
Dynamics 保存の法則を計算機シミュレーションに適した形に纏め

上げる。②支配方程式に対する解析手法の基礎を講述す

る。偏微分方程式の分類と初期条件・境界条件，差分法

の基礎，プログラミング，計算結果の図形出力などの内

容を扱う。③格子生成技術，計算法の最新の進展，解析

システムの構築思想、を論じる。④解析結果から現象の本

質を抽出する発見的思考法を考える。

燃焼工学 反応系の熱力学に基づく有効エネノレギー評価，反応速度 准教授

Combustion 論，予混合火炎の理論など燃焼学の基本を論ずるととも 奥山 正明

に，レーザ計測を中心とする非定常現象の計測法など燃

焼計測に関する最新の話題について解説する。

流体機械特論 様々な流体機械の中でも，圧縮機・燃焼器・タービンな 准教授

Advanced Fluid Machinery どで構成され，発電用や航空機用などによく利用される 篠田昌久

ガスタービンを中心に採り上げて，原理，構造，性能，

用途，そして最近の研究開発動向などについて解説する。

混相流特論 混相流とは， 2種類以上の固体・液体・気体が混ざった 准教授

Advanced Multiphase 流れのことを指し，例えば，気泡を含む流れ（気液） 幕間寿典
Flows や土砂を含む流れ（回目液）等も一種の混棺流である。

本講義では主に気液二相流を中心として混相流の基礎理

論および応用について解説する。

機械設計論 機械設計の理念及び原理について講義し，機械設計を体 教授

Principles of恥1echanical 系的に概観する。特に，構造部材や機能材料の最適材料 飯塚 i専
Design 選定に関する論理的な考え方を具体的な事例に基づいて

講義し，構造設計と材料設計について体系的に論ずる。

ロボティクス特論 計算機により制御されるロボットマニピュレータのシス 教授

Advanced Robotics テム・解析・制御と関係するロボット基礎技術を講義す 妻木勇一

る。主として，ロボットの機構と運動学，静力学及び動

力学理論を取り上げ解説する。

システム工学特論 線形計画法，ネットワーク計画法，非線形計闘法，組合 准教授

Advanced Systems せ最適化について講義する。線形計画法では，単体法， 秋山 孝夫
Engineering 2段階法，罰金法等を，ネットワーク計画法では，最短

絡問題，輸送問題等を，非線形計画法では，クーンタッ

カ一条件，降下法等を，組合せ最適化では，整数計画問

題，資源配分問題等を扱う。

CAD/CAM特論 設計知識を積極的に用いる知的CAD/CAMシステム 准教授

Advanced CAD/ CAM を主題として，機械設計・製作を支援する計算機援用技 大町竜哉

術， 2次元及び3次元図形のモデリングと図形処理，画

像処理，設計‘エキスパートシステム，設計知識の表現法

と問題解決システムについて講義する。

計測制御特論 高度な計測制御システムの構築には，信号の入力および 教授

Advanced Ins凶trur 出力素子における物理量と電気信号の変換の原理と特性 峯 田 貴
Control System の的確な理解が重要で、ある。 MEMS （マイクロ素子） 准教授

からの視点を中心に，様々なセンサ，アクチュエータ， 西 山宏昭

およびこれらを応用した，ロボット，自動車，匿療機器

等の計測制御システムについて講義する。
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授業科目名 授業科目の内容 担当教員

機械システム工学特別演習 A 修士論文を作成するために，参考書や参考論文を輪講演 専攻教員

Advanced Exercise of 習し，論理的思考能力，コミュニケーション能力等を養
Mechanical Systems フ。
Engineering A 

機械システム工学特別実験A 修士論文を作成するために，実験や数値シミュレーショ 専攻教員
Advanced Experiment of ンを主に指導教員の指導の下で行う。
Mechanical Systems 

Engineering A 

機械システム工学特別講義： 国内外で活躍しているすぐれた研究者や技術者を講師 非常勤講師
Special Lec旬r巴 on に迎え，最先端の研究や技術の講義を受ける。
Mechanical Systems 

Engineering I 

機械システム工学特別講義 E 国内外で活躍しているすぐれた研究者や技術者を講師 非常勤講師
Special Lecture on に迎え，最先端の研究や技術の講義を受ける。
Mechanical Systems 

Engineering II 

学外実習 企業などにおいて，自らの専攻や将来の経験に関連した

（インターンシップ） 就業体験を行う。大学教育とは異なる，高い職業意識と
Internship 自立心・責任感のある社会人となるための育成を目的と

した実習である。業界や業種等に関する事前の調査，実

習，事後の実習報告などにより職業意識の向上を図る。

工学教育研修 担当教員の指導を受けながら，学部の製図・実験・実習・ 専攻教 員
Engineering Education 演習などの実務教育研修を行う。教えることは学ぶこと
Training である。工学教育の在り方・指導の在り方を実地に学ぶ。

研究開発実践演習 企業現場において，当該企業の協力を得ながら，企業分

（長期派遣型） 析・産業分析を行い，課題発見と改善提案を行う。また，
Practice for Resear・chand 企業研究者と共同で開発研究活動を行う。
Development 
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ものづくり技術経営学専攻（闘OT)
教育目標と力リキュラム
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ものづくり技術経営学専攻の学習回教育自標

0 ミッションとビジョン

・専攻のミッション
国内外の経済・社会環境の変化とグローパル化の進展によって，厳しい経営を強し 1られてい

る企業も多い。他方でグローパル化によって販路や高機は世界中に広がっている。市場，政策，
顧客噌好，産業構造などの変化に柔軟かっ迅速に対応し，これまでの技術価値や地域資源を「顧
客価値」へと転換することで利益創出を行う「改革j が，いま正に求められている。

このような環境において，ビジネスで高い収益性をあげるためには，イノベーションを定常
的に生み出す文化・体制を組織内に構築しなければならない。さらに企業や地域社会を支える
企業経営者や従業員らのグローパル能力の形成と，グローパル展開に備えたインフラ整備の推
進が欠かせない。これらを担う人材の育成と支援システムの構築を通じて日本企業の発展を支
え，地域・地方の経済・社会の活性化と繁栄に貢献することを本専攻のミッションとする。

・専攻のビジョン
理論習得と実践力の養成に主眼を置き，「自らが考えて，手足を動かし，学ぶ」教育を実施す

る。また高度な分析力と先見性をもってプランを作成し，商品化・事業化を通じて新たな価値
創造ができ，実際にこれらを主体的かっ中心的に担える実践力と行動力を身につけさせる。

博士後期課程では，これらの知識と能力を基盤として， 自立的に国際レベノレで、の学術研究が
展開でき，かっ指導力と教育力のある人材育成を目指す。
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1
2
3
4
5
 0 修了要件

実践的な応用力を重視する観点から，一定の単位を修得（30単位 とうほく MITRAIコース
は 40単位）したうえで，以下の要件のいずれかを満たしたものを修了と認定する。

その場合は，根

－修士論文の専攻による合格判定

ただし，以下に示す著しく優れた成果をもって修了と認定する場合がある。
拠を示す資料を提出する必要がある。

申請者の主導で新たな商品を開発し，修了までに商用化
申請者の主導で新規事業開発，もしくは事業革新（ピ、ジネスモデル構築等を含む）が進
められ，新たな事業収益を獲得
申請者の主導で競争型公募による産業支援型助成金（但し 1000万円以上）獲得
申請者の主導で事業展開が確実に期待できる有用な特許を出願し，特許権登録

1 
2 

3 
4 

学位論文審査基準
1. 山形大学大学院理工学研究科（工学系）ディプロマ・ポリシーに従い，学位論文として適切な

形式を踏まえていること。

2.修士学位論文は，新規性または独創性があってものづくり技術経営学に関連する分野における
新しい知見をもたらすか，または当該分野における研究遂行に必要な基礎知識・理解力・問題
解決能力等を証明する，独自の考察を含んだ論文であること。

3. 論文の構成について
( 1 ）論文の題目が適切であること。
( 2 ）研究の背景が記述され，研究目的が明確であること。
( 3 ）研究方法が記述されており，目的に沿った方法で、あること。
( 4）結果が陣表等を用いて適切に示されていること。
( 5 ）考察が結果に基づいて適切に導き出されていること。
( 6 ）目的に対応して結論が適切に導き出されていること。
( 7) 引用文献が適切に用いられていること。

4. 提出された学位論文は審査委員（主査，副査）によって審査されること。

5. 審査基準 1から 4までのすべてを満たしたものを合格とする。
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ものづくり技術経営学専攻（MOT専攻） 授業科目及び単位数表

開講期及び週時間数

位数単
2 8年度 2 9年度

必修・選択の別

授業科目名 担当教員 備考

前期後期 前期後期 価値岩lj成
とうほく

MITRA! 

価値・事業創造特論 2 2 (2) 野田，非常勤講師

技術経営学概論A 2 2 (2) 。 。児玉，志村，野田，柊

技術経営学概論B 2 2 (2) 。 。児佐藤玉，小（農野），， 柊他教，員

技術マネジメント特論A （国際経営系） 2 2 (2) 小野

技術マネジメント特論B （設計系） 2 2 (2) 横山

技術マネジメン卜特論C （品質系） 2 2 (2) 杉本（俊）

技術マネジメント特論D （情報系） 2 2 (2) 児玉，非常勤講師 英語可

原価計算論 2 2 (2) 柊

マーケティング・戦略論 I ＊ 1 (1) 志村
遠隔授業の可能性

あり

マーケティング・戦略論E ＊ 1 (1) 志村
遠隔授業の可能性

あり

組織・人的資源管理特論 (1) 小野，志村

地域活性特論 2 2 小野，柊
公開講座の可能性

あり

食品創製特論 ＊ 2 2 野間 英語可

地域資源開発特論 2 2 (2) 野間

地域資源国際事業化特論A (1) 野田，非常勤講師 英語可

地域資源問際事業化特論B (1) 野田，非常勤講師 英語可

知的財産マネジメント 2 2 (2) 
小野，佐藤（農）
非常勤講師

グローバル戦略マネジメント 2 2 (2) 児玉，非常勤講師 英語両I

国際取引マネジメント論 2 2 (2) 
小野，コーエンズ
非常勤講師。 ［専｛削攻値創教成員］ 履修登録は

研究論文特別演習 6 5 5 
！専とう攻ほ教く員MITRA!] 

大学院修了。 年次に行う

研究開発実践演習（長期派遣型） 4 全専攻共通

技術マネジメント特論E（技術経営系） 1 克玉，柊，専攻教員
読替科目

英語可

技術マネジメント特論F（技術経営系） 1 志村，専攻教員 読替科目

技術マネジメント特論G（技術経営系） 2 
児玉，柊，松田圭悟， 読苓科呂

専攻教員 英語－，r
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開講期及び週時間数

2 8年度 2 9年度
必修・選択の日IJ

授業科目名 位数単 担当教員 備考

前期 後期 前期 後期
とうl王く

価値制成
MITRA! 

技術マネジメント特論H（伎i+r経営系） 1 専攻教員 読務科目

技術マネジメン卜特論 I（技術経営系） 2 小野，専攻教員 読谷科目

技術マネジメン卜特論J（技術経営系） 1 専攻教員 読務科目

技術マネジメン卜特論K（技術経営系） 1 専攻教員 読替科目

（注）

1. MOT専攻は，各学期 15週の開講を標準どする。

2. ＠印：必修科目 無印：選択科目

3. ＊印は、隔年開講とする。

4. ( ）内の数字は 29年度の開講予定週時間数を示す。

［とうほく M ITRA Iコース］

開講期及び遡時間数

位数単

1年次 2年次 必修・選択の)llj

授業科呂名 2 8年度 2 9年度 担当教員 備考

前期 後期 前期 後期 価値告lj成
とうほく

MITRA! 

ビジネス日本語 I 2 4 (4) 。仁科，非常勤講師 Iまたはwのどちらかを
必す単位倍再

ビジネス日本語E 2 4 (4) 。仁科

ビジネス日本語E 2 (4) 。仁科

ビジネス日本語N 2 4 (4) 。仁科，非常勤講師
,,cつ山

日本ビジネス 2 2 (2) 。野田， f也教員

インターンシップ
(4) 。野田，他教員

田山岳＋国主？一切妄i , 作

（とうほく M ITRAI) 2 1j 
（留学生のみ）

キャリア開発 2 2 2 (2) (2) 。野田，非常勤講師

（注）

1. ＠印：必修科目 O印：選択科目

2. ( ）内の数字は 29年度の開講予定週時間数を示す。
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ものづくり技術経営学専攻 授業科目の内容

授業科目名 授業科目の内容 担当教員

価値・事業創造特論 顧客価値・商品緬値等価値創造について講義する O システ 教授

Creation of Product マティックな具体的方法論（市場調査，アイデア創造，最 野 田博行

Valuation 適商品決ー定）について事例研究（グ、／レーフOで、実際にテーマ 非常勤講師

を決め商品を企画）を行いながら活用できる形に論じる。

加えてQFD  （品質機能展開）に基本的事項についても解

説する。

技術経営学概論A ものづくり技術経営学の基本となる考え方を知る。技術経 教授

Basic Management of 営，マネジメント，ものづくりの本質，地域経済，グロー 克 玉直 樹

Technology A パル化，アカウンティング，知財，生産革新，研究開発， 志村 勉

イノベーション，論理思考，産業政策，組織，人材等につ 准教授

いて前期A，後期Bにわけで学ぶ。 A, Bどちらから始め 野田博行

ても良いが， A, Bの両方を受講することが必修である。 キ冬 紫乃

技術経営学概論B ものづくり技術経営学の基本となる考え方を知る。技術経 教授

Basic Management of 営，マネジメント，ものづくりの本質，地域経済，グロー 児 玉直 樹

Technology B パノレ化，アカウンティング，知財，生産革新，研究開発， 小 野浩幸

イノベーション，論理思考，産業政策，組織，人材ー等につ 准教授

いて前期A，後期Bにわけで学ぶ。 A, Bどちらから始め 柊 紫乃

ても良いが， A, Bの両方を受講することが必修である。 佐 藤 丘主主主

他教員

技術マネジメント特論A 日本の製造業が抱えるグローパノレ経済における課題とそ 教授

（国際経営系） の解決に向けた戦略展望についての基礎的理解を深める。 小 野浩幸

Management of 各種資料や地域企業の海外展開先進実例分析をもとに，パ

Technology A リューチェーン全体を怖敵した日本企業の国際競争力と

(International Management) グローパリゼーションの現代的意義について論じる。ま

た，地域企業等の公表データによる事例分析を通して理解

の深化と分析力の酒養を図る。

技術マネジメント特論B 近年のデジタルシステムの設計開発には必須となってき 准教授

（設計系） ている，アナログ高周波的設計手法と組込みシステムにつ 横山道央

Management of いて，海外勢に追従されない優位性を保つべき重要な技術

Technology B である事を認識しつつ，その基礎から実習までを通して学
(Plan and design) 習する。まず，高周波特有の設計・計測手法とシステムの

高諾度基板実装における高周波設計について，高周波基板

設計・計測評価実習を交えながら概観する。また，組込み

システムを搭載した簡単な実習キットによる演習を通し

て，組込みシステム設計・開発の基礎を学び，開発の現場

ではどのような手法で開発・設計され活用されているかを

探る。

技術マネジメント特論C 品質管理技術の中で品質工学（タグチメソッド）を取り上 准教授

（品質系） げ，その考え方を講義と実習で学ぶ。具体的には，損失関 杉本俊之

Management of 数を用いて品質を金銭に換算して評価する手法，パラメー

Technology C タ設計によって機能のばらつきを小さくする（品質を向上

(Quality control) させる）方法について学ぶ。また，現場における品質測定

の手法についても議論する。
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授業科目名 授業科目の内容 担当教員

技術マネジメント特論D 情報科学に関する基本的な知識に加えて，情報収集，戦略 教授
（情報系） 的な情報発信の手法，統計の読みかたなど，情報に関する 児玉直樹

Manag巴mentof Technology D 幅広いマネジメントスキル習得を目指す。 非常勤講師
(Information) 

原価計算論 原価計算は企業の合理的な経済活動に必要不可欠で、ある。 准教授
Cost Management マネジメント・コントロールとしての原価管理の意義を理 柊 紫乃

解した上で，経営情報システムのサブシステムとしての原

価計算のしくみを学び，なぜそのような計算が必要かにつ

いての理解と，基礎的な計算方法の習得を目指す。

マーケテイング・戦略論 I マーケティング，それによるマーケティング戦略，それを 教授

Marketing and Business 持続的収益に繋げる事業戦略について学ぶ。マーケティン 志村 勉
Strategy I グ・戦略論 Iでは，まず，事業や商品に対し自社の強みを

生かせる標的顧客を定め，その顧客に向けた価値を創る手

法を解説する。高品の機能と顧客が受け取るベネフィット

との違いを理解し，商品力の原点である，顧客から見た明

確な魅力を創り出す，あるいは屠きあげる魅力的な商品の

企画法を習得する。

マーケティング・戦略論E マーケティング，それによるマーケティング戦略，それを 教授

Marketing and Business 持続的収誌に繋げる事業戦略について学ぶ。マーケティン 志村 勉
Strategy II グ・戦略論Eでは，マーケテイングを踏まえたうえで，

持続的収益を獲得するための，競争優位性と参入障壁の作

り方を解説する。自社は，何に焦点を絞って集中し，競争

優位性を高めていくべきかを理解し，顧客から選ばれる理

由をっくり，競争に勝ち続け，高収益をもたらすシナリオ

づくりの手法を学ぶ。

履修条件：マーケティング戦略論 Iを履修したもの

組織・人的資源管理特論 組織デザインとマネジメント，ならびに人的資源開発の観 教授

Organizational Theory and 点から，リーダーシップのあり方とコミュニケーション， 小野浩幸

Human Resource MB  O (Management by Objectives）と自立型人材の育成， 志村 勉
Management および組織活力を向上させる施策について，ケースメソッ

ドを活用して学ぶ。

地域活性特論 地域産業活性化のロジック，地域産業の分析手法，地域企 教授
Regional Industry 業の分析手法を基礎とし，活性化策，支援組織，支援手法 小野浩幸
Promotion Policy のあり方について学ぶ。そして，地域内外の需要と経営資 准教授

源、に着目し，地域に活力をもたらす方法論，そのための仕 柊 紫乃
組み作りを体系的に学ぶ。

食品創製特論 地域食材等を活用した加工食品の開発において，味，香り， 准教授
Food Creation 機能性成分の貯蔵・加工工程における変化について，科学 野田博行

的根拠に基づき講義する。また，味覚センサー測定による
味の違いの数値化を実践し，加工食品製造における注意点
について論じる。

地域資源開発特論 農林水産物，工芸品，鉱工業製品等の地域資源を活用した 准教授
Development of Local 地域活性化について事例を交えて講義する。また，地域資 野田博行
Resources j原を活用した体験型グリーンツーリズム等観光とのコラ

ボレーションについて事例を交えて講義する。
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授業科目名 授業科目の内容 担当教員

地域資源閏際事業化特論A 地域資源国際事業化特論 Aでは，地域資源の活用手法，及 准教授
International Business び国際的な展開に必要な基礎的な知識の習得を目指す。 野田博行
For Local Resource A 地域・観光のイノベーションを見据え，地域の抱える課題 非常勤講師

の原因をつきとめる分析力，そして工学的• MOT的な手法

で課題を解決する思考力を習得する。 A, Bどちらから始

めても良いが， A, Bの両方を受講することが望ましい。

地域資源問際事業化特論B 地域資源国際事業化特論 Bでは，地域資源や国際事業化の 准教授
International Business 発展的展開について理論と実践の両面から学習する。地域 野 田博行
For Local Resource B 活性を目指す観光地域等を対象とし，フィールドワークを 非常勤講師

取り入れながら地域資源を活用するための実践力の向上
を目指す。 A, Bどちらから始めても良いが， A, Bの両

方を受講することが望ましい。

知的財産マネジメント 技術経営における知的財産マネジメントについて，産業財 教授
Management of 産権の制度・判例を中心とした基礎知識と， MTマトリック 小 野浩幸
Intellectual Property スによる技術戦略分析など，理論と実践双方をl幅広く身に 准教授

つけることを目指す。 佐藤 量主亘主!_ 

非常勤講師

グローノ〈ノレ戦略マネジメント グローパル展開するに際し，バリューチェーン上の経営資 教授
Global Strategy 糠を世界的視野で最適配分することだとし、う基礎的な考 児玉直樹
Management え方を理解する。戦略展開に関して，電子部品や IC T関 非常勤講師

連製造業における過去の実例，現在進行形の新事業推進の
実例を取り上げる。ク、、ローパル展開におけるリスクマネジ

メント例も取りあげる。英語によるコミュニケーションを
含む。

国際取引マネジメント論 国際取引において最も典型的な売買契約に関する基礎的 教授
Management for な法知識を修得した上で，契約書の作成方法について具体 小 野浩幸
International Exchange 的に学ぶ。これらを踏まえ，実際のビジネス交渉を想定し コーエンズ

た事案におけるロールプレイイングに取り組むことによ 久美子

り，英文契約書の解釈，修得した知識の運用といった国際 非常勤講師

取引の実務感覚を培うことを目的とする。

研究論文特別演習 ［価値創成コース］
Special Exercise for 新商品の開発や新たなビジネスの創成等の学生一人一人
Research and Thesis が持ち込んで、きた研究課題について教員と学生との間で

キャッチボーノレを行いながら探求を行い，研究論文の完成

を目指す。 専攻教員
｛とうほく M ITRA Iコース］

学生が持つ個別の研究テーマに則して専門教員が指導・教

背を行うとともに，論文の書き方について専攻教員が指導

を行う。また日本語の指導が必要な学生に対しては語学専

門教員を配置し，研究論文の完成を目指す。
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授業科目：名 授業科目の内容 担当教員

技術マネジメント特論E 価値創成に欠かすことのできない日本型製造企業におけ 教授

（技術経営系） るマネジメントに関する知識と技術を学ぶ。ボリビア国費 見玉直樹
Management of Technology E 留学生は必修とする。（読み替え科目） 准教授
(MOT) 柊 紫乃

技術マネジメント特論F 価値創成に欠かすことのできないグローパル技術マネジ
教授

（技術経営系） メントに関する知識と技術を学ぶ。（読み替え科目）

Management of Technology F 忘村 勉

(MOT) 専攻教員

技術マネジメント特論G 価値創成に不可欠な技術マネジメント及びイノベーショ 教授

（技術経営系） ンに関する知識・技術・ノウハウを学ぶ。ボリビア国費留 児玉直樹
Management of Technology G 学生は必修とする。（読み替え科目） i佐教授
(MOT) 柊 紫乃

松田圭悟

技術マネジメント特論H 価値創成に不可欠な技術マネジメント及びイノベーショ

（技術経営系） ンに関する知識・技術・ノウハウを学ぶ。（読み替え科目）
専攻教員

Management of Technology H 

(MOT) 

技術マネジメント特論 I 価値創成に不可欠な技術マネジメント及びイノベーショ
教授

（技術経営系） ンに関する知識・技術・ノウハウを学ぶ。（読み替え科目）

Management of Technology I 
小野浩幸

(MOT) 
専攻教員

技術マネジメント特論J 価値創成に不可欠な技術マネジメント及びイノベーショ

（技術経営系） ンに関する知識・技術・ノウハウを学ぶ。（読み替え科目）
専攻教員

Management of Technology J 
(MOT) 

技術マネジメント特論K 価値貧lj成に不可欠な技術マネジメント及びイノベーショ

（技術経営系） ンに関する知識・技術・ノウハウを学ぶ。（読み替え科目）
専攻教員

Management of Technology K 

(MOT) 

研究開発実践演習 企業現場において，当該企業の協力を得ながら，企業分

（長期派遣型） 析・産業分析を行い，課題発見と改善提案を行う。また，

Practice for Research and 企業研究者と共同で開発研究活動を行う。
Development 
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授業科目名 授業科目の内容 担当教員

ビジネス日本語 I 「キャリアjに関する基礎知識を学び，自己のキャリアプ 准教授

Business Japanese I ランを考える。また，ビジネス場面における敬語・待遇表 仁 科浩美

現，及び，ビジネスライティングの基礎的内容の習得を目 非常勤講師

指す。

ビジネス日本語E 現代日本社会を作りあげてきた日本の歴史について学ぶ 准教授
Bus in巴ssJapanese II とともに， 日本社会で働くために必要な社会制度，慣習， 仁科 浩美

社会問題について主体的に学習する。また， e-learning

教材等を用い， 日本の企業人の職業意識も学ぶ。

ビジネス日本語皿 日本での就職に関する知識を得るとともに，自己を語る表 准教授
Business Japanese班 現や要約のスキル等を「話す」「書く」の活動を通して学 仁 科浩美

び，実践力の養成を目指す。

ビジネス日本語町 ビジネス B本語能力テストの J1相当のレベルを目指し， 准教授

Business Japanese N 様々な対人関係やビジネス場面を意識した日本語表現・ス 仁 科浩美

トラテジーとその運用能力を養成する。 非常勤講師

日本ビジネス グローパル経済が急拡大するなかでの，これからの日本企 准教授
Japan Business 業の夜り方や経営戦略を学ぶとともに，ものづくりに対す 野 田博行

る考え方や， 日本型経営の特徴について学ぶ。 他教員

インターンシップ 企業における就業体験を通し，自分の専門分野，あるいは， i佐教授
（とうほく M ITRAI) マネジメントに関する課題を発見し，解決策や改善案を検 野田博行

Internship 討する。検討結果はレポートにまとめるとともに，企業と 他教員

大学の関係者を前にしたプレゼンテーションにより提示

するものとする。

キャリア開発 大学院修了後を見据えて就職活動を行うことを支援する。 准教授
Career Development 自己分析を行った上で具体的な企業研究を行い，効果的な 野 田博行

ES・自己 PR・履歴書の書き方を学ぶ。また面接や SPI 非常勤講師

の対策も行う。ビジネスマナーについても個別性に応じて

指導する。
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各専攻共通開講科目
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各専攻共通授業科目
1 1 -1 授業科目及び単位数

単 開講期及び週時間数
教職

授業科目名 イ数立 2 8年度 2 9年度
科目

担当教員 備考

前期後期前期後期

数学特論 I 2 2 (2) 工 小島

数学特論H 2 工

数学特論E 2 2 (2) ヱ 早田

物理工学特論 I 2 2 (2) 工 加藤

物理工学特論H 2 2 (2) 工 安達

物理工学特論E 2 2 (2) 工 小池

数理工学特論 I 2 2 (2) 工 大槻

数理工学特論E 2 ’情

ものづくり・ひとづくり技術経営特論 2 工

（注） 1. 2 9年度の「開講期及び週時間数j は，原則として 28年度に倣うものとする。

2. ( ）内の数字は 28年度の開講予定週時間数を示す。

3. 「教職科目（コース）」欄の「情」は教員免許教科「情報J，「；EJは「工業」のそれぞ、れの教科に関す
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各専攻共通授業科毘の内容

授業科目名 授業科目の内容 担当教員

数学特論 I 数理物理学に現れる対称性とその応用について学ぶ。統計 教授

Advanced Mathematics I 力学の模型である 2次元イジング模型は相転移現象を記 小島武夫

述する模型であり，工学者にも良く知られる，最も基本的

かっ重要な可解模型で、ある。このイジング模型を厳密に解

くことをとおして，離散フーリエ解析，転送行列，クリフ

ォード代数などの数学的道具を理解する。具体的には，ク

リフォード代数という対称性を用いることで，巨大なサイ

ズの行列の対角化を厳密に行う。無限自由度の模型を無限

の対称性により解く方法の雛形となる理論を学ぶことで，

現代数学とその具体的応用についての理解を深める。

数学特論E 格子上球充填問題と関連するボロノイ理論を解説する。正 准教授

Advanced Mathematics III 定値対称行列全体のなす対称錐のなかのリシュコフ多角 早 田孝博

形の頂点を利用して最適格子を特徴付けるボロノイの定

理を学ぶ。これはコンヒ。ュータによる探索のためのボロノ

イアノレゴリズムの根拠となる。

物理工学特論 I 電気双極子，磁気双極子をもっ園体の電気的・磁気的性質， 教授

Advanced Physics I タト場に対する応答，双梅子の協力現象と相転移，強誘電体・ 加藤宏朗

強磁性体に代表される双極子の長距離秩序状態について

述べる。特に電子のスヒ。ンについては，その起源，合成，

秩序等詳しく解説する。

物理工学特論狂 「量子力学jの基本的な概念を説明し，量子力学特有の演 准教授

Advanced Physics II 算，シュレディンガ一方程式とその解法，演算子や行列表 安達義也

現などを紹介し簡単な事象について計算する。磁気モーメ

ントの根源である角運動量（軌道およびスピン）について

説明する。

物理工学特論皿 現代の物理工学において対象となる基礎的な固体の磁気 准教授

Advanced Physics III 現象について論ずる。さらに多彩な物理的振舞いを示す磁 小池邦博

性体の性質とそれを応用した最近の磁性材料の展開につ

いて解説する。

数理工学特論 I 相互に関連のある多種類のデータから特徴を把握するた 准教授
Advanced Mathematical めの手法，いわゆる多変量解析法について，重回帰分析・ 大槻恭士
Theory I 主成分分析などの基本的な手法を解説する。

数理工学特論E 生体の神経や脳の情報処理機構について述べ，これらの情
Advanced Mathematical 報処理機構の原理を抽出するための脳の理論モデルにつ
Theory II いて体系的に講義する。さらに，学習，記憶，連想などの

諸機能の神経回路モデルによる実現とそれらを用いた工

学的応用及び問題点などについて論じる。
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1 .履修方法

1 - 1指導教員グループ

学生には，入学の際，授業科目の履修，学位論文の作成等の指導のために，博士後期課程担当

教員の中から主指導教員が定められる。主指導教員は，学生の研究計画に基づき，専門分野が偏

らないように配慮し， 3名以上の指導教員グルーフ。を組織する。

1-2 授業科目等

授業科目は，講義科目，特別演習B，研究計画，特別計画研究，特別教育研修及び特別実験B

である。（ものづくり技術経営学専攻（M OT専攻）は「地域技術ビジョン演習BJ）である。

(1)講義科目

研究を遂行し発展させるための専門的知識と能力を，高度かっ総合的に酒養するために，関

連する専門分野の講義科目に偏ることなく履修する。

(2）特別演習B

専門分野関係の研究グノレーフ。内で，最新の文献の輪講などを， 1年間を通じて行う演習科目

である。合格，不合格の判定は，主指導教員が行う。

(3）研究計画（プロポーザル）・・・…（提出様式 1) 

授業科目の修得が進んだ段階で，専門分野の社会的ニーズに関して予備的実験や計算を行

い，関連する国内，国外の研究状況についての調査・検討を踏まえて，それを将来性のある独

創的な研究課題として提案する科目である。研究の目的，手段，期待される成果などを口頭で

発表し，指導教員グループoの審査を受ける。合格，不合格の判定は，主指導教員が行う。

(4）特別計画研究…・・（提出様式2)

工学に対する視野を広め，問題提起・解決能力を養うために，産業の現場，各種研究施設又

は他専門分野の研究室において，専門以外の領域の開発や生産などの実習及び情報収集に携わ

る実習科目である。

学生は，実習からの課題と調査・検討結果を報告書にまとめ，発表する。成績の評価は，主

指導教員が依頼した受入責任者が行う。

(5）特別教育研修・・・…（提出様式3及び4)

知識及び技術の教授法を研修すると問時に，共同作業における指導力を養うための実習科目

であり，次の三つの中から選択する。

① 学部学生や博士前期課程（修士課程）学生の実験又は演習の指導

② 学部学生や博士前期課程（修士課程）学生の学術講演会，シンポジウム等における原稿作

成と発表技術の指導

③ 企業等の生産・開発担当者に対する研究・技術指導

ただし，①の実験又は演習は 1学期分程度とする。②及び③の指導も向程度の時間数とする。

合格，不合格の判定は，主指導教員が行う。
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(6）特別実験B （ものづくり技術経営学専攻（MOT専攻）は「地域技術ビジョン演習BJ) 

学位論文に関して所属専攻で行う実験である。数値シミュレーション，理論的思考実験など

も含まれる。ものづくり技術経営学専攻（MOT専攻）の「地域技術ビジョン演習B」は，学

位論文に関して行う調査，研究，実験科目である。成績の評価は，主指導教員が行う。

(7）外国語論文

外国語（特に英語）に関する力を十分に身に付け，国際社会で活躍できる人材を養成するた

めの科目である。学生は，積極的に外国語論文の執筆・投稿又は間際会議における口頭発表を

行うことが望ましい。

(8）論文計画

学位論文を執筆しようとする者は，研究の目的，手法の独創性と成果の有用性並びに論文構

成と内容公開の計画について，論文計画として，指導教員グノレーフoを含んで、構成される論文計

画審査委員の審査を受けなければならない。

＊ 「特別計画研究」及び「特別教育研修j について，入学以前に企業等で積んだ経験の読替

を希望する場合には，科目履修認定申請書（様式5）により申請すること。ただし，科目履

修認定申請書を提出した場合であっても， f特別計画研究審査報告書（様式2)J及び「特別

教育研修終了報告書（様式4）」の提出は必要である。

1 -3 履修届

(1) 学生は，学期始めに履修科目について主指導教員と相談の上，授業科目を決定すること。

(2）履修科目一覧に履修授業科目を記入し主指導教員の承認を得た上で，所定の期間内に教育

支援担当に提出すること。なお記入する際は，事前に各授業担当教員に受講の許可を得ること。

(3）履修申告をした授業科目以外の科目は履修できないことがあるので，十分注意すること。ま

た，履修する科目が実習，演習及び実験科目だ、けで、あっても申告すること。

1-4 成績の審査及び単位の基準

博士前期課程の場合に準ずる。

1-5 履修基準

(1）修了に必要な最低修得単位数は，特別計画研究2単位，特別実験B4単位（ものづくり技術

経営学専攻（MOT専攻）は「地域技術ビジョン演習BJ 4単位）），講義科目 6単位の合計1

2単位である。

(2）特別演習B，研究計画及び特別教育研修は，単位なしの必修科目である。
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博士後期課程履修基準表 （Itイオ工学・電子情報工学・機械システム工学）

授業科目区分

講 義 科 目

特別演習 B 

研 ヴプaしr: 計 画

特別計画研究

特別教育研修

特別実験 B

博士後期課程履修基準表（物質化学工学）

授業科目区分

i茸 義 科 目

特別演習 B 

研 究 計 画

特別計画研究

特別教育研修

特別実験日

単位数

6単位以上

＊ 

＊ 

2 単位

＊ 

4 単位

単位数

6単位以上※

＊ 

＊ 

2 単位

＊ 

4 単位

＊印の科目は，単位なし

（必修科目）である。

＊印の科目は，単位なし

（必修科目）である。

※ 講義科目（専門基礎科目，専門応用科目）の修得においては，専門基礎科目

の中から専門とする分野（有機化学，無機化学，電気化学，分析化学，化学工

学のいずれか）の科目を 2単位以上と専門以外の分野の科目 2単位以上修得し，

専門応用科目からは専門とする分野の科目を 2単位以上修得すること。

博士後期課程履修基準表（ものづくり技術経営学）

授業科目区分 単位数

!I 義 科 目 6単位以上

特別演習 B ＊ 

研 究 画 ＊ 

特別計画研究 2 単位

特別教育研修 ＊ 

地域技術ビジョン演習B 4 単位

1-6 博士論文の審査及び最終試験

＊印の科目は，単位なし

（必修科目）である。

履修基準の授業科目を修得する見込みがつき，必要な研究指導を受けた学生は，論文計画の審

査に合格した後に，博士論文を作成し，審査申請することができる。

提出された論文は，研究科委員会が選出する論文審査委員により審査される。

博士後期課程の学位論文審査基準は以下のとおりである。

大学院理工学研究科博士後期課程学位論文審査基準

( a ) 研究テーマに新規性・独自性があること。

( b ) 自ら研究を計画・遂行するための専門的知識を基に，研究背景・目的が正しく述べられ

ていること。

( C ) 学位論文の構成が適切で，体裁が整っていること。
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( d ) 学位論文の記述が論理的で，設定した研究テーマに沿った明確な結論が述べられてい

ること。

最終試験は，論文提出者が，各専攻開擢の公聴会において，学位論文の内容を発表する際に，

関連する事項に対して論文審査委員が口頭又は筆答で試簡を行う形で実施される。

1 -7 修了要件

(1）博士後期課程の修了の要件は，大学院に 3年以上在学し，履修基準表の 12単位以上を修得

し，かつ，必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査及び最終試験に合格することである。

(2）在学期間に関しては，特に優れた研究業績を上げた者は，博士前期課程（修士課程），博士後

期課程を通算して， 3年以上在学すれば足りるものとする。

なお，修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認められて入学した者の在学期間に関

しては，特に優れた研究業績を上げた者については 1年以上在学すれば足りるものとする。

ただし，「 1年j とあるのは「博士後期課程の標準修業年限3年から修士課程又は博士前期課程

における在学期間を減じた期間」と読み替えるものとする。

1 -8 学位の授与

理工学研究科博士後期課程を修了した者は，博士（工学若しくは学術）の学位が授与される（後

掲「山形大学学位規則J別表参照）。

1-9 社会人受入れのための教育方法の特例措置について

本研究科（工学系）では，社会人受入れに当たり，教育上特に必要と認められる場合には，大

学院設置基準第 14条に定める教育方法の特例措置を適用し，次の方法で履修できるものとする。

(1）通常の時間帯（8時 50分から 15時 55分）以外に，夜間の時間帯（16時から 21時 10分）に

授業及び研究指導を受けることができるものとする。

(2）土曜・日曜日も授業及び研究指導を受けることができるものとする。

(3）必要に応じて夏季・冬季休業期間中も授業及び研究指導を受けることができるものとする。

(4）特例の時間帯，時期による授業及び研究指導を受けることを希望する者は，当該年度当初に

教育方法の特例適用申請書を提出し，主指導教員の承認を得た上，授業担当教員の許可を得る

ものとする。
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博士後期課程の履修モヂル

1年次 2年次 3年次

2葺 i茸 義 科 目

(6単位以上）
義

特別計画研究

実 (2単位，必修）

特別教育研修
（単位なし，必修）

習

外国語論文

演 特別演習 B

習 （単位なし，必修）

特別実験 B

実 (4単位，必修）

験

．世・ー・田・－・－・－・－・－・－・－・ ・ー・ー・ー・－・－・－・－・－・ー・ー・ー・－ . －・ー・ー・ー・ー・ ・ー・ー・－ . -・ －・ー・ー

論文執筆・投稿・学会発表・研究 討論会

研

研究計画 国［ブ。ロホ。－・fル］

究 （単位なし，必修） 学位論文作成

学位論文審査

学位論文公聴会

最終試験
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｛犠式 1] 

年月日

研究計画審査報告書

研究課題

平成 年度入学理工学研究科博士後期課程

専攻

学生番号 氏名

審査年月日 年 月 日

主指導教員 ＠ 

副指導教員 ＠ 

評価 副指導教員 ＠ 

（合格，不合格の評語で表す。） 副指導教員 ＠ 

日
U

0
0
 



［様式2]

特別計画研究審査報告書

研究課題

平成 年度入学理工学研究科博士後期課程

専攻

学生番号 氏名

評価

( 0 8以前の学生：優，良，可の評語で表す）

発表年月日

主指導教員

受入責任者

( 0 9以降の学生： S, A, B, Cの標語で表す）
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［様式3]

年月日

特別教育研修申請書

理工学研究科長殿

標記のことについて，下記の方法での履修を申請します。

学 生 番 号 専 攻 名 氏 名

＊各自が選択するものにOをつけること。

① 学部学生又は博士前期課程学生の実験又は演習の指導

科 目 名 開講年次 開講曜日 開講時間帯

曜日 ～ 校時

② 学部学生又は静士前期課程学生の学術講演会，シンポジウム等における原稿作成と

発表技術の指導

③ 企業等の生産・開発担当者等に対する研究・技術指導

主指導教員

＠ 
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［様式4]

年月日

特別教育研修修了報告書

理工学研究科長殿

標記のことについて，下記のとおり修了したことを報告します。

学 生 番 号 専 攻 名 氏 名

場 所 期 間 時 間

年 月 日 ～ 年 月 日 ～ 

（研修内容〉

主指導教員

評価

（合格，不合格の評語で表す。） ＠
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［様式5]

年月日

科目履修認定申請書

理 工 学 研 究 科 長 殿

標記のことについて，下記のとおり申請します。

学 生 番 号 専 攻 名 氏 名

（申請事項〉

対象科目名 対象とな る職 務経 験

＊対応する具体的な研究・開発歴も記入すること。

主指導教員

＠ 
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2. 学位論文審査の手引

履修基準の授業科目を修得する見込みがつき，必要な研究指導を受けた学生は，論文計画の審

査に合格した後に，博士学位論文を作成し，所定の手続を経て審査申請することができる。提出

された論文は，理工学研究科学位審査細則に従って審査される。学位論文審査の流れは， 2-4

の図に示すとおりである。

2-1 論文計画の提出

「論文計画審査申請書J「論文計画内容」「内容公開J（各々所定の様式）を作成し，主指導教員

に提出する。

論文計画の審査は指導教員グループ。が当たり，後期に学位論文を提出する場合（ 3月修了）は，

前年の 10月末日までに審査を実施する。また，前期に学位論文を提出する場合（ 9月修了）は，

4月末日までに審査を実施する。

2-2 論文題目の提出

論文計画審査に合格した後，所定の模式に記入し，指導教員の承認を得て教育支援担当に提出

する。

提出期限（休日の場合は，その前日又は前々日とする。）

① 後期提出（ 3月修了）の場合： 1 0月末日

② 前期提出（ 9月修了）の場合： 4月末日

2-3 学位論文の審査申請

「学位論文審査申請書Jに学位論文等を添えて，指導教員グループの承認を得た後，教育支援

担当に提出する。学位論文は， 2-5に示す「博士学位論文作成要領Jをもとに作成する。

(1) 学位論文の審査申請書類等，及び提出部数

① 学位論文審査申請書（所定の様式）・・・……一－一…一一…ー・…・・・…・・……一一 1部

② 学位論文（このほか審査に必要な部数を作成する）…・・・…全文の電子データ

③ 論文目録 （所定の様式） …・…・・・・…………・・・・・…一一…ー・……・・・・・…・…...5部

④ 論文内容要旨（和文及び英文） （所定の様式） ・・……・・・・…….......・H ・各5部

⑤ 履歴書 （所定の様式） ・……・・・・・・・・・・……・…・・・・・・・一一・……・・・・・・……・・・・…..1部

⑥ 共著者の同意書 （所定の様式） ー・・…・・一一……・・・・・・……・…・…・・……各4部

⑦ 論文目録に記載した論文の別刷又は投稿中の論文原稿の写し

及びその掲載決定通知の写し・・……・…ー・……・・・…・・・…・・・・……・・・・・……各 1部

（掲載決定していない場合は，投稿原稿の受付を証明するもの）

(2）提出期限（休日の場合は，その前日又は前々日とする。）

① 後期提出（ 3月修了）の場合： 1 2月 20日

② 前期提出（ 9月修了）の場合： 7月 1日

85 



2-4 博士学位論文審査から学位授与までの流れ盛博士学位論文審査に関わる

手続の流れ

修了予定者ト→ 論文計画審査

〉｜ 学位論文受理

↓ 
論文審査・最終試験

学位授与の議決

｜修了者｜←｜学T「

博士学位論文審査から学位授与までの流れ

修了予定者

論文審査委員

⑥論文審査

④ A ⑤ ⑦ 
』十4 ρ寸4三A 寸旦I二" 

位 位 位
モEきffi込l. さ両1間2、 ヨH冊b. 

文公 文公 文最
審聴 審聴 審終
査会 査会 査試
委日 依日 －験
員程 頼程 結
候案 ・公 果
補提 刀三 報

者出 止仁と:J 

委 員 之3ミ』

瞳

回

回

国

同

指導教員グループ

③
学
位
論
文
審
査
申
請

圃
E
E
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園
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園
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園
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・
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↑

審
一

画
一

計
一

文
一

一論一
①
一

↓＋  
後期授与予定の場合 11月
前期授与予定の場合 5月

研究科長（研究科委員会）

①～②論文計画審査

1月 3月
7月 9月

③学位授与の可否

③～(J)論文審査
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2-5 博士学位論文作成要領

1 学位論文

(1)学位論文は，和文又は英文とする。

(2）目次をつけページを記入する。ページの位置は，下部中央とする。

(3）用紙は， A4判白色紙を使用し，縦位置で横書きとする。

(4）学位論文の表紙には，論文題目，専攻名，氏名を記載する。また，学位論文が英文の場合には，

論文題目の下に（ ）書きで和訳を付記する。

(5）学位論文は，パソコン，ワープロ等活字で作成することとし，手書きの場合は黒ボーノレベンを

用いて措書で清書する。英文はすべてパソコン，タイプ，ワープロ等の活字とする。

(6）学位論文の形式・頁数は特に指定しないが，図，表，写真も含めて，内容が理解し易いような

適切な形式とする。

(7）参考文献は，著書（全員），題名，学術雑誌名（書物名），出版社，巻，号，頁（始頁終頁）

及び発表年（西暦）を明記すること。

2 学位論文内容要旨

(1）用紙は， A4判白色紙を使用し，縦位置で横書きとすること。

(2）所定の様式により，和文の要旨と英文の要旨の両方を作成する。

(3）和文の要旨は， lOpt,2,000字程度（ 2頁以内），英文の要旨は， 12pt，シンクツレスペース， 300

語程度とする。

2-6 博士学位論文審査申請に係る提出様式

次ページから記しである各種申請書類は，工学部ホームページから様式をダウンロードできます。

・ダウンロード方法

1. 山形大学のホームページから「工学部」をクリック

2. 右下部分の「在学生の皆様へJの一番上にある「学生サポートセンターJをクリック

3. 中部分にある「各種申請様式のご案内」の「学位論文審査申請について（博士後期課程）J

をクリック

ウ

too 



年 月日

主 指 導 教 員 殿

年度入学 大学院博士後期課程

専攻 分野

学生番号

氏名

論文計画審査申請書

山形大学大学院理工学研究科学位審査細則第 12条第 1項の規定により，下記のとおり申請

します。

記

論文題目（仮題目） （英文の場合は，その和訳を（ ）を付して併記すること。）

（注）［分野名］ バイオ工学専攻は，バイオ化学分野，応用生命分野から選んで、記載してください。

物質化学工学専攻，電子情報工学専攻，機械システム工学専攻，ものづくり技術経

営学専攻は分野を空欄にしてください。

（註）の部分は，削除して使用してください。

0
0
 

0
0
 

' 



論文計画内容

年度入学 専攻 分野

学生番号 氏名

（論文題目（仮題目））

（内容〉

（注）［分野名］ バイオ工学専攻は，バイオ化学分野，応用生命分野から選んで記載してください。

物質化学工学専攻，電子情報工学専攻，機械システム工学専攻，ものづくり技術経

営学専攻は分野を空欄にしてください。

（注）の部分は，削除して使用してくださいの
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年 月日

内 容 公 開

専攻 分野

学 生番号

氏名

〔論文］

⑪ a山間四川町awa，ムムムムムムムムムムムムムムムム（論文名）（投稿準備中）

⑪雌趨，米沢二郎，東北三郎，ムムムムムムムムムムムムムムムム（論文名），

×××××××××（誌名）（投稿中）．

⑪峰雄，米沢二郎，東北三郎，ムムムムムムムムムムムムムムムム（論文名），

×××××××××（誌名）（印刷中）．

(4）羽1・oYamagata, Jiro Yonezawa，ムムムムムムムムムムムムムムムム（論文名），

×××××××××（誌名）, Vol.56, No.3, PP.234司 238, (2007.10). 

(5）山霊主監，米沢二郎，東北三郎，ムムムムムムムムムムムムムムムム（論文名），

×××××××××（誌名），第30巻，第2号， PP.345回 349, (2006.2) . 

（注）①全著者名（本人氏名に下線を引く），論文名，発表機関（学術雑誌名，巻，号，ページ：

始頁 終頁），（発表年月）を記入してください。

②学位論文審査のための条件を満たす論文は，その番号をOで囲んでください。なお，

Oをつけた論文については，共著者がいる場合，学位論文審査申請時に同意書を提出

する必要があります。

③新しいものから古いものへ遡って年代順に記入してください。

④印刷中の場合は（印刷中），投稿中の場合は（投稿中），準備中の場合は（投稿

準備中）と記入してください。

［学会発表］

⑪ Taro Yamaga弘山on四 wa，ムムムムムムムムムムムムムムム（クイトル），

××××××（会議名） ,Yonezawa, Japan,PP.456-457,(2007.6). 

（注） ①全著者名（本人氏名に下線を引く），タイトル，会議名，開催地，ページ：始頁 終貰，

（開催年月）を記入してください。

②学位論文審査のための条件を満たす発表は，その番号をOで囲んでください。

③新しいものから古いものへ遡って年代順に記入してください。

（注）［分野名｝バイオ工学専攻は，バイオ化学分野，応用生命分野から選んで記載してください。

物質化学工学専攻，電子情報工学専攻，機械システム工学専攻，ものづくり技術経

営学専攻は分野を空織にしてください。

記載例及び（注）の部分は削除して使用してください。

主指導教員
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年月日

山形大学大学院理工学研究科長殿

年度入学大学院博士後期課程

専攻 分野

学生番号

氏名 nuピ
「
「
「

論文題目提出書

山形大学大学院理工学研究科学位審査細則第 17条第2項の規定により，下記のとおり提出

します。

記

論 文題 目（英文の場合は，その和訳を（）を付して併記すること。）

指導教員グループ承認印

（注）［分野名］ バイオ工学専攻は，バイオ化学分野，応用生命分野から選んで記載してください。

物質化学工学専攻，竜子情報工学専攻，機械システム工学専攻，ものづくり技術経

営学専攻は分野を空欄にしてください。

※（注）の部分は削除して使用してください。
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山形大学大学院理工学研究科長殿

年月日

年度入学大学院博士後期課程

学生番号

氏名

専攻 分野

学位論文審査申請書

山形大学学位規程第 18条第 1項の規定により，博士（理学，工学，学術）の学位を受けたい

ので，下記の書類を添えて申請します。

首己

1. 学 イ立 さ日止間込 文 全文の電子データ

2. 論 文 目 録 5部

3.論文内容要旨 5部

4.躍 歴 書 1部

5.共 著 者 の 同 意 書 4部

6.論文別刷 各 1部

指導教員グループ。承認印

（注）学位の種類に係る専攻分野は，該当する名称（理学，工学，学術のいずれか）を選択して
くださし、。

（注）［分野名］ バイオ工学専攻は，バイオ化学分野，応用生命分野から選んで記載してください。
物質化学工学専攻，電子情報工学専攻，機械システム工学専攻，ものづくり技術経
営学専攻は分野を空欄にしてください。

※（注）の部分は削除して使用してください。
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年月日

論文目録

専攻 分野

学 生番 号

氏名 印

1. 学位論文題目（英文の場合は，その和訳を（ ）を付して併記すること。）

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

〔Q Q _Q _Q Q _Q Q O O O O O 0) 

2. 論 文

⑪Taro Yamaga臥 JiroYonezawa，ムムムムムムムムムムムムムムム（論文名），

干××××××（誌名）, Vol.56, No.3, PP.234・238, (2007.10). 

( (2））山亙本.mi，米沢二郎，東北三郎，ムβムムムムムムムムムムムムム（論文名），

××××××（誌名），第 30巻，第2号， PP.345開 349, (2006.2). 

（注）①全著者名（本人氏名に下線を引（），論文名，発表機関（学術雑誌名，巻，号，

ページ：始貰 終貰），（発表年月）を記入してください。

②学位論文審査のための条件を満たす論文は，その番号をOで囲んでください。なお，

Oをつけた論文については，共著者がいる場合，同意書を提出する必要があります。

③新しいものから古いものへと遡って年代順に記入してください。

④掲載決定通知書のあるものは，その写しを添付し，（印刷中）又は（掲載決定）と

記入してください。

3. 国際会議

((lJ)Taro Yama田 ta, Jiro Yonezawa，ムムムムムムムムムムムムムムム（タイトル），

）××××××（会議名） ,Yonezawa, Japan,PP.456・457,(2007.8) . 

（注）①全著者名（本人氏名に下線を引く），タイトノレ，会議名，開催地，ページ：始貰 終頁，

（開催年月）を記入してください。

②新しいものから古いものへと遡って年代順に記入してください。

③学位論文審査のための条件を満たす発表は，その番号をOで囲んでください。

④該当なしの場合は「なしJと記入してください。

4. 特許関係

(1）ムムムムムム（発明の名称），山霊1';!lli，米沢二郎， 2006年 6月，特許第 0000000号

（注）①発明の名称，出願者，出願年月，主主録番号を記入してください。

②学位論文審査のための条件を満たす場合は，その番号をOで囲んでください。

③該当なしの場合は「なしJと記入してください。

（注）［分野名｝ バイオ工学専攻は，バイオ化学分野，応用生命分野から選んで記載してくだ

さい。物質化学工学専攻，電子情報工学専攻，機械システム工学専攻，もの

づくり技術経営学専攻芯分野を空欄にしてください。

記載例及び（注）の部分は，削除して使用してください。

主指導教員
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論文内容要旨（和文）

年度入学大学院博士後期課程

論文題目

専攻

氏名

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

(0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0) 

分野

印

000000000000000000000000000000000000000000000000 

0000000000 

（注）① タイプ，ワープロ等を用いてください。 lOpt2,000字程度（ 2頁以内）とします。

② 論文題目が英文の場合は，題目の下に和訳を（ ）を付して併記してください。

（注）図表は用いないで、ください。

（注） ｛分野名］バイオ工学専攻は，バイオ化学分野，応用生命分野から選んで記載してください。

物質化学工学専攻，電子情報工学専攻，機械システム工学専攻，ものづくり技術経営

学専攻は分野を空欄にしてください。

ま載例及び（注）の部分は，削除して使用してください。
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氏名
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論文内容要旨（英文）

年度入学大学院博士後期課程

専攻 分野

氏名 向
出

論 文 題目 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

00000000000000000000000000000000000000000 

00000000000000000000 

（注）① タイプ，ワープロ等を用いてください。 12ptシングノレスペース300語程度とします。

②論文題目も英文としてください。

（注）図表は用いないでください。

（注）［分野名］ バイオ工学専攻は，バイオ化学分野，応用生命分野から選んで、記載してください。

物質化学工学専攻，電子情報工学専攻，機械システム工学専攻，ものづくり技術経

営学専攻は分野を空欄にしてください。

記載伊扱び（注）の部分は，削捺して使用してください。
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履 歴

書

ふりがな 男
年 月 日生． 

氏名
女

（満 歳）

本 籍 現 T 

都道 イ主 00県00市00町0丁目O番O号
府県 所 電話（

学涯（高等学校卒業以降）・職歴・研究歴・賞罰等について，各項目別にまとめて記入すること。

項 目 年 j月 事 項

戸ブ主lー' 歴 0 0立00高等学校卒業

0 0大学00学部00学科入学

同上 卒業

0 0大学大学院00研究科博士前期課程00専攻入学

同上 修了

00大学大学院00研究科博士後期課程00専攻入学

向上 修了見込み

職 歴

研究塵 研究期間，研究事項及び研究機関を明記すること。

賞 罰

所属学会

上記のとおり相違ありません。

年 月日

氏 名 ＠ 

（注）① 「年月日」は，申請日（論文提出日）とします。

② 「氏名Jは戸籍のとおり記載し，通称・雅号等は一切用いないでください（他の書類

についても同様とします。）。

③ 「本籍Jは，都道府県名のみ記入してください（外国人は国籍を記入します。）。

④ 「現住所Jは，住民票に記載されている住所（公称地名・地番）を記入し，連絡上必

要がある場合は，団地名，宿舎名，番号等も記入してください。

⑤ 「学歴」欄は，原則として高等学校卒業以降順を追って記入してください。

⑥ 「職歴j欄は，常勤の職について，その勤務先，職名を順を追って記入してください。

ただし，非常勤の職であっても，特に教育・研究に関するものについては記入すること

が望ましい。また，現職については，当該職について記入した箇所に「現在に至る。 J

と明記してください。
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同 意 書（Formof Consent) 

0000年00月00日（Year: Month：一一一Day：一一一）

山形大学大学院理工学研究科長殿

To: Dean of Yamagata University Graduate School of Science and Engineering 

氏名（Name) 000  0 印 orSignature 

所属（Affiliation): 

現住所（CurrentAddress) 

私は，私と共著（共同研究）の下記の論文を 0 0 0 0 が貴研究科に対して博士学位審査の

ために提出することに同意します。

I consent to the submission of the following paper(s), coauthored by 0 0 0 0 
and myself to your University as part of the requirements for his/her Doctoral degree. 

なお，私は当該論文を自身の学位申請のためには使用いたしません。

I also agree not to use the same paper(s) for any academic degree of my own. 

記

(1） 論 文 名 （Title): 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
発表機関（Publisher）：学術雑誌名 (Journal），巻（Vol.），号（No.），ページ（pp) （始頁

終頁（first last page)), （発表年月（dateof publication)) . 

(2） 論文名（Title): 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
発 表機関（Publisher）：学術雑誌名 (Journal），巻（Vol.），号（No.），ページ（pp) （始頁

一終頁（first last page)), （発表年月（dateof publication)) . 

（注）本同意書は，論文目録に記した関連論文の共著者（研究共同者）が記入・署名し，それによって当該
論文を申請者が博士学位審査のために使用し，併せて共著者本人の学位申請のためには使用しない
ことを誓約する書類です。
This Form of Consent is to b巴 completedby the coauthor (co researcher) of the above listed paper (s). 
By signing it, th巴 coauthorconsents to the Doctoral degree applicant’s use of th巴 paper(s) for his/her 
Doctoral degree, and agrees not to use the same pap巴r(s)for the coauthor’s own academic degr日e.

（注）① 共著者のうち，博士の学位を有する者については，同意承諾書の文中「私は当該論文を自身のい
かなる学位申請のためにも使用いたしません。 j 旨の文章は削除したものとします。

If the coauthor h日E 日lreadyobtained his/her Doctor呂ldegree, the statement，“I also agree not 
to use th巴 samepaper for any academic degree of my own.” will be treat巴das nul 1. 

② 「年月日Jは，申請日（論文提出日）以前で、なければなりません。
The date of this Form of Consent must b巴 onor before th巴 dateof submission of the applicant’s 
doctoral dissertation. 

③ 共著者（研究共同者）が外国に在住している場合，共著者からあらかじめ同意書を取り寄せてお
くのは博士学位論文審査申請者の責任です。

If the coauthor resides overseas, it is the Doctoral degree applicant s responsibility to obtain 
this Form of Consent from th巴 coauthor(s) in日dvance.

＠ 共著者（研究共同者）が外間人の場合で印鑑を有していない場合は，署名でも可とします。
If the coauthor is日 nonJapanese citizen, h巴／shemay provide his/her signature in plac巴 of日 name
seal. 

記載例及び（注）の部分は，削除して使用してください。

Please delete all examples and notes before usin只 this form. 
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物質化学工学専攻カリキュうム
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物質化学工学専攻 授業科目及び単位数
平三十 分 単 開講期及び週時間数
日 野 授業科目名 位 2 8年度 2 9年度 30年度 担当教員 備考
うI玄世 名 数 前期 後期 前期 後期 前期 後期

有倒昨 機能材料化学特論 2 2 落合

右倒昨 有機構造解析特論 2 2 片桐

無詰i昨 固体量子物性特論 2 2 鵜沼

f骨材昨
機能性セラミックス材

2 2 松嶋専 料特論
門
基 電気昨 電子移動化学特論 2 2 仁科
礎
科 矧！昨 計測化学特論 2 2 伊藤（智）
目

触媒化学特論 曾田出在学 2 2 

｛昨工学 速度フ。ロセス特論 2 2 宍戸

｛院主学 分離フOロセス工学特論 2 2 松田（圭）

（院主学 機械的操作特論 2 2 小竹

有規昨 超分子有機化学特論 2 2 伊藤（和）

補証昨 ナノ結晶・ナノ粒子特論 2 2 増原

無昔話昨 構造制御工学特論 2 2 神戸

五感封昨 太陽電池工学特論 2 2 吉田

専
電苅昨 機能界面設計工学特論 2 2 立花P号

応
分析！昨 分離計測化学特論 2 2 遠藤（昌）

用
科 （巨芋詳 粉体物性工学特論 2 2 木俣
目

｛出E学 伝熱促進工学特論 2 2 門叶

f昨工学 安全工学特論 2 2 桑名

：自総桝 材料システム学特論 2 2 高橋（辰）

有開計三↓ 有機光物理学特論 2 2 横山（大）

物質化学工学研究計画 。
物質化学工学特別計画研究 2 

物質化学工学特別教育研修 。
物質化学工学特別演習B 。
物質化学工学特別実験B 4 

（注） 1. 2 9年度及び30年度の「開講期及び週時間数」は， 2 8年度に倣うものとする。
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物質化学工学専攻 授業科目の内容

授業科目名 授業科目の内容 担当教員

機能材料化学特論 種々の機能性存機材料の概説L 機能の発現機構について 教授
Chemistry of Functional 講義する。特に，分子構造と機能制御の関係について論じ， 落合文吾
Materials 新規な有機材料の分子デザインおよびその合成戦略につ

いて解説する。

有機構造解析特論 有機構造解析は基礎有機化学の分野のみならず，超分子化 准教授
Advanced Structure 学，薬学，材料化学などの分野で重要であり，近年の顕著 片桐洋史
Determination of な分析技術進歩に伴い単一小分子からより大きな系へと
Organic Compounds 対象が移っている。特に，分子認識，自己組織化，触媒，

バルク構造，動的挙動の解析等において最新の分析技術を

取り入れた研究の推進が求められている。本科目は，各種

電子分光やX線解析， NMRおよび質量分析等の大型機器

のよる分析・解析技術を学び，各自の研究に役立つ知識と

技術の習得を目的としている。また，最新の研究における

具体的な構造解析例を詳細に分析することによって先端

分析技術の有機化学への応用について深く学び，現時点に

おける各分析装置の守備範囲と適用限界について正しく

理解する。

固体量子物性特論 量子化学の包括的理解，並びにそこから発展する国体の電 教授
Solid State Quantum 気的・熱的・光学的物性の理論的取扱いの習熟を図るとと 鵜沼英郎
Chemistry もに，各種固体デバイス用材料を対象としたケーススタデ

ィを1Tう。

機能性セラミックス材料 本講義では，実社会において現に利用されている，あるい 准教授

特論 は将来的に活躍が期待される機能性セラミックス材料を 松 嶋雄太

Functional ceramic 取り上げ，その材料の機能，合成法，メカニズム，および
materials 課題と将来展望についての講義を行う。授業では主に電子

セラミックスやハイブリッド材料を取り上げる予定であ

る。具体的には，透明電極などの半導体酸化物材料やコン

デンサ材料，二次イオン電池の正極材料や酸素センサーな

どで用いられるイオン伝導体，蛍光体や顔料などの光学材

料など，光学・電気分野において実際に応用されている電

子セラミックス，および無機材料の剛直性と有機物のしな

やかさを併せ持ち，将来的な活躍が期待される無機”有機

ハイブリッド材料である。

電子移動化学特論 電子移動反応は，メッキや電解，電池等の電気化学反応ば 教授
Chemistry of Electron かりでなく，分光分析等の分析化学や各種センサー，光を 仁科 辰夫
Transfer Reaction 利用した半導体等による画像等の情報記録，エレクトロク

ロミズム，生体内電子移動反応，有機伝導体など，電子工

学／生化学／匿療／電気化学／分析化学／物理化学／エ

ネノレギー工学等の各種分野にまたがった境界領域におけ

る重要な反応である。本講義は，電子移動反誌のメカニズ

ムやキネティクスについて古典論及び量子化学的な取り

扱いを交えて議論し，かっ最近のトピックス等の応用に関

係した話題について講義する。
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授業科目名

計測化学特論
Advanced Instrumentation 
Chemist,y 

触媒化学特論
Heterogeneous Catalysts 

速度フ。ロセス特論

Rate Processes 

分離プロセス工学特論

Separation Processes 

機械的操作特論
Mechanical Operation 

超分子有機化学特論
Supramolecular Organic 
Ch巴mistrγ 

ナノ結晶・ナノ粒子特論
Application of nanocrystals 
and nanoparticles 
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授業科目の内容 ｜ 担当教員

物質の化学的な情報を取得するときに分析機器は，化合物 i准教授

の詳細な情報を得るため使用されている。工学部分野では｜伊藤智博

生産管理や品質管理で使用され，製造ラインの歩留まりの

向上にも利用される。本講義では，分析機器の歴史・利用

目的や分析機器を構成しているハードウェアおよびソフ

トウェア， AD変換などの計測技術について解説する。さら

に，工場などで使われているライフサイクノレ管理、ンステム

における分析機器や分析化学の位置づけ，ラインモニタリ

ング技術も解説する。小型・軽量化が進むセンサーやその

周辺の電子回路， AD変換器，マイコン制御についても解説

し， IoT(Internet of Things）や IoE(Internet of 

Everything）を目指した周辺技術など最近のトピックも紹

介する。

酵素や微生物を担体上に固定した回定化生体触媒，金属酸｜教授

化物微粒子及びこれを担持した光触媒等について調製法， ｜曾田忠弘

物性及び物質変換，エネルギ一変換への応用について講義

する。

材料の構造と機能は密接に相関することが知られている。｜准教授

プロセスパラメータのコントローノレで，微細な構造を発現｜宍戸昌広

させ，さらにそれを制御するためには，熱力学的な平衡論

とともに速度論的なフ。ロセス解析が有効である。ここでは

複数の速度プロセスが複雑に絡み合って生じる現象を解

析寸るための手法を紹介する。

産業分野において様々な製品が生産され，それぞれにおし、｜准教授

て分離プロセスが大きな役割を果たしている。この分離の i松田圭悟

現象をモデル化し，その式化モデルから分離技術を解釈す

る事が重要である。ここでは単位操作を中心に分離ブ。ロセ

スの現象論や方法論について解説する。

相変化を伴わない化学工学的操作を機械的操作としづ。機｜助教

械的操作では，粉粒体の挙動が中心となるので，粉粒体の｜小竹直哉

基礎物性（流動性，充填性など）やその力学（粒子運動，

粉体層の力学）を知ることが重要となる。本講義では，機

械的な諸操作，機械，装置の構造，原理，特性を説明し，

粉粒体の諸物性と関連づけて説明する。

近年，急速に発展を遂げてきた超分子化学について，その 1教授

概念，発展の方法などについて述べる。特に有機分子に関｜伊藤和明

する分子認識，触媒作用，輸送，分子デバイス，自己組織

化等に関する最近の研究を中心に講義する。

ナノ材料を基盤にしたナノテクノロジーは，幅広い分野に｜准教授

わたる総合的な科学技術分野である。本講義ではナノ材料｜増原陽人

の中でも特にナノ結品・ナノ粒子に焦点を当て，これら粒

子の特性を活かしてどのようなデバイスに実装され，今後

どのような分野に使われていくのか？論文を中心として

講義する。

高温超伝導体についての講義を行う。高温超伝導体材料の｜教授

微細構造と物性，超伝導の関わり合いについて，理論を交｜神戸士郎

えながら論じる。さらに，磁気センサ用酸化物超伝導体や

超伝導線材への応用に関しでも述べる。

-104 -



授業科目名 授業科目の内容 担当教員

太陽電池工学特論 超低価格化，超両効率化，軽量フレキシブル化などが期待 教授

Solar Cells される最新の太陽光発電技術について紹介すると共に，そ 吉田 可
の材料設計，デバイス原理などの基礎について講義する。

機能界面設計工学特論 電池やコンデンサなど、のエネノレギーデノ〈イスを中心とし 准教授
Functional Interface て，それらの機能を効率よく発現させるための界面設計の 立 花和宏
Design for Engineering 概念の理解とその方法論を解説する。

分離計測化学特論 物質の同定あるいは定量を行うには，物費に酉有の情報を 准教授
Analytical Chemistry for 抽出・解析し，分離及び計測法を設計する必要がある。本 遠 藤昌敏
Sensing and Separation 講義では，物質情報の取得に対するアプローチとしての物

理的手法及び化学的手法について議論し，高感度計測，高
機能分離計測，簡易計測のシステム構築について論ずる。

粉体物性工学特論 粉体は，工業的にも日常にもよく使われる材料であり，｛匝 教授
Powder Prope1ties 体でありながら集合体として物理的または化学的に特異 木俣光正
Engineering な物性を示すことが知られている。本講義は，個々の粉体

から集合体に至るまで，これら粉体の特異な物性の発現原
理や，物性の測定方法について論ずる。

伝熱促進工学特論 熱移動速度の制御法としての伝熱促進技術の基礎を講義 准教授
Heat Transfer Enhancement すると共に，境界層の干渉を利用した伝熱促進技術および 門叶 秀樹

潜熱蓄熱材，超臨界流体，ナノ粒子分散流体などの新たな
熱媒流体を利用した伝熱促進技術に関する最近の話題に

ついても講義する。

安全工学特論 プラントなどでの潜在的な危険有害性を顕在化させない， 准教授
Safety engineering 安全なシステムを構築するためには，リスクを的確に評価 桑 名一徳

し，適切なリスク低減対策を実施することが重要で、ある。

そこで，ハザード・リスクの考え方や，リスクアセスメン
トの方法など，安全管理の基本を説明する。またりスク評
価には欠かせない知識である火災や爆発現象の科学的理
解について，反応性流体力学の知識や，最新の研究結果も
含めて解説する。

材料システム学特論 品分子・炭素・セラミックス・金属を，材料科学の観点か 教授
Materials System らとらえる。まず，原子構造，結合様式，結晶構造につい 高橋 辰宏
Engineering て系統的に整理する。これらの微視的な特徴と巨視的な特 （時材料システム研究科）

性である物性，機能性との相関関係について物質化学の観
点からシステム的に考える。さらに各々の材料の成形加工

方法の特徴についても物質化学の観点から体系的にとら
え概説する。

有機光物理学特論 有機材料およびそれを用いた光デバイスの光機能を制御 准教授
Advanced Organic するためには，有機材料特存の光学物性を正しく理解し， 横 山大輔
Photophysics その特性に応じて材料設計・デバイス設計を行うことが重 （有機材料システム研究科）

要になる。本講義では，有機材料の光学特性およびその物
理的・化学的基礎について解説しつつ，その多彩な特徴を

利用した有機半導体デバイス応用技術について紹介する。
有機化合物の分子構造と集合状態が国体としての物理

的特性とどのように関連しているかについて学び、つつ，各

論ではないそれらの一般的な特徴を捉え，材料設計および
デバイス設計の指針を得るための考え方を習得する。ま
た，その考え方が，有機 ELおよび有機薄膜太陽電池等の
有機半導体光デ、パイスにどのように活かされているか，具

体例を交えつつ概説する。これらの内容を通じて，有機材
料の単分子としての特性と多くの有機分子からなる国体
膜の物性との間の関係性（類似性と相違性）について理解
を深め，デ、パイス応用に活かすことを目指す。
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バイオ工学専攻 授業科目及び単位数

単 開講期及び週時間数

授業科目名 イ立 2 8年度 2 9年度 3 0年度 担当教員 備考
数 前期 後期 前期 後期 前期 後期

生体生理工学特論 2 2 新関

生体機能修復学特論 2 2 山本

ロバスト制御特論 2 2 村松

統計情報特論 2 2 湯浅

ロボットシステム特論 2 2 井上

先端情報通信Ls Iシステム特論 2 2 横山（道）

再生医工学特論 2 2 J馬

発生生殖工学特論 2 2 阿部

生体模倣科学特論 2 2 佐藤（力）

天然物合成化学特論 2 2 佐藤（慎）

生物資源利用化学特論 2 2 多賀谷

生体機能関連科学特論 2 2 木島

ソフト界面科学特論 2 2 野々村

生命情報学特論 2 2 木ノ内

有機合成化学特論 2 2 波多野

生命有機化学特論 2 2 今野

生体物理科学特論 2 2 渡部

生体分子モーター特論 2 2 羽鳥

光ナノ計測特論 2 2 堀田

生物無機化学特論 2 2 ) 11井

遺伝子工学特論 2 2 黒谷

蛋白質工学特論 2 2 真壁

バイオ工学研究計画 。
バイオ工学特別計画研究 2 

バイオ工学特別教育研修 。
バイオ工学特別演習B 。
バイオ工学特別実験B 4 

（注） 2 9年度及び30年度の「開講期及び週時間数」は， 2 8年度に倣うものとする。
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バイオ工学専攻 授業科目の内若手

授業科目名 授業科目の内容 担当教員

生体生理工学特論 呼吸，循環，運動制御系などの個々の生体制御系の生理機 教授
Biophysiological 能を学び，計測法も含めてシステム論的観点、から考察す 新関久一
Engineering る。また，最新の文献購読を通して生体生理分野に関連し

た研究動向を探るとともに，生物の論理に基づいた工学的

技術応用の試みについて調査する。

生体機能修復学特論 人間の機能回復を図る上で，様々な人工材料が臨床現場で 教授
Bio岨 functional 用いられている。特に，人間の骨格をなす生体骨の役割， 山 本 修
Improvement Science 骨疾患に対する生体材料の適用などの臨床医療に基づい

た事例を詳述し，生体機能を修復するための理論，方法及

び応用方法を解説する。

ロバスト制御特論 ロバスト制御，特にその代表的なものである日無限大制御 准教授
Robust Control を中心lこ，基礎理論と応用法について解説する。まずはロ 村松鋭ー

バスト制御の基本的な考え方から始まり，理論で用いられ

る数学的基礎を講義する。その後，動的システムのモデリ

ングにおいて生じるモデル化誤差の数式表現を示し，モデ

ル化誤差を考慮した制御系の安定条件を導く。そして，安

定条件を満たすコントローラの設計方法，設計に用いられ

る数値計算法，実システムへの応用を講義する。

統計情報特論 情報を統計学的な観点からながめ，最適な推定あるいは決 教授
Statistical 定を行うための理論に焦点をあてて論ずる。実際の応用例 湯 浅哲也
Informatics として，画像処理におけるパターン認識・領域分割を取り

上げ，統計学が情報工学の場面でどのように利用されてい

るかを具体的に紹介し，自らその応用例の発想、を促す。

ロボットシステム特論 本講義では，システム工学の立場から，ロボットの構造や 教授
Advanced Robotic 制御について論じる。複雑なシステムである生物は，ロボ 井上健司
Systems ットの良いお手本をいえる。そこで，ロボットアーム，ヒ

ューマノイドロボット，脚ロボットなど，人や生物を規範

としたロボットを中心に解説する。

先端情報通信Ls Iシス 先端情報通信技術 (IT）を用いたユビキタスネットワー 准教授

テム特論 クシステムにおいて，構成する送受信システムの小型化・ 横山道央
Advanc巴dLSI System of 高性能化・低消費電力化が求められる。実際に用いられる
Information Technology デジタノレ通信方式に特化した超小型・高性能Ls Iの最適

設計法について，必要となる半導体デ、パイス理論・ LS I 

回路構成主主びに超小型3次元実装技術について講義する。

再生医工学特論 再生医工学に必要な基礎と専門知識について講義を行う。 准教授
Tissue Engineering まず，多細胞生物の生体機能の最小単位で、ある細胞の性質 よ馬 忠岡lj

を理解し，これを工学的に応用していくためにはどのよう

な方法論が必要かを学習する。さらにこの領域でよく利用

される工学的な技法，例えば3次元細胞培養支持体，細胞

培養バイオリアクター，細胞成長の方向性とその誘導など

について最新の研究動向を紹介する。

発生生殖工学特論 発生・生殖現象における呼吸代謝を中心とする細胞機能制 教授
Development and 御機構を詳述し，その解析及び計測技術と医療・産業への 阿部宏 之
R巴productiveEngineering 応用について解説する。
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授業科目名 授業科目の内容 担当教員

生体模倣科学特論 生体系における反応を模倣する生体模倣科（Biomimetic 准教授
Biomimetic Science Chemistry）にいて酵素を中心にして概観すると共に，光 佐藤力哉

合成のモデル化，人工光合成の試みについて論じる。

天然物合成化学特論 天然有機化合物の生合成経路について解説するととも 教授

Synthesis ofNatural に，生合成を範とする最先端の有用天然有機化合物の合 佐 藤慎 吾
Products 成法を紹介する。

生物資源利用化学特論 生体及び生物から誘導される資源について概説し，その 教授

Industrial Usage of 有用化合物への変換反応及びエネルギー資源としての利 多賀谷英幸
Biomass and Fossil 用について体系的に講義する。また，未利用炭素資源の
Resources 高度利用の観点から，物質変換反応を効率的及び選択的

に行うためのプロセス・機能性材料等について論じる。

生体機能関連化学特論 酵素，核酸，タンパク質など複雑な生体機能関連化合物 准教授
Chemistry of Bioscience の構造解析法，合成法やその生理活性について解説する。 木島龍朗
And Biotechnology 

ソフト界面科学特論 水と油の界面では，生物活動において重要な様々な現象 准教授
Soft Interface Science が起こっている。最近では，分析技術が発達，新しい物 聖子々村美宗

理モデルも提案されたため，界面現象の理解は飛躍的に

進んだ。本講義では，界面における界面活性剤や高分子，

囲体粒子のふるまいを理解するための考え方とその応用

について解説する。

生命情報学特論 分子生物学の発展により，生命に関するデータが蓄積され 准教授

Bioinformatics つつある。生命情報学（バイオインフオマティクス）は， 木ノ内 三成

生命科学と情報工学を組み合わせて，大規模なデータから

生命に関する情報を明らかにすることを目指す。ゲノム・

トランスクリプトーム・プロテオーム等の膨大なデータか

ら，生命情報・遺伝情報を解明するための方法を論ずる。

有機合成化学特論 種々の有機化学反応の合成反応を学ぶことによって，反 准教授
Fine Organic Synthesis 応条件や反応機構，さらに，反応を用いる試薬に関する 波多野豊平

知識を習得する。習得した合成反応の知識を生かし，実

際の博士論文研究に志用することを呂標とする。

生命有機化学特論 生命現象の解明を行うためには低分子有機化合物と生体 准教授
Organic Chemistry for Lif1巴 高分子の両面からの理解が重要である。特にその関わり 今野博行
Science 合いについての研究法を概説する。

低分子については天然有機化合物を題材に有機化合物

の分子構築法，立体化学制御法の基礎を解説する。また，

生体高分子の合成法について核酸，蛋白質，糖鎖につい

て化学的，生物的な合成法について概説する。
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授業科目名 授業科目の内容 担当教員

生体物理科学特論 生体内部の形態や機能，化学物質－の挙動等の不可視情報を 准教授

Physical Science for X線，超音波， ESR, NMR，コヒーレンス光やニアフ 渡 部 裕輝
Biological System ィールド光を用い， 2次元の分布として可視化（画像化）

する計測手法やそれらを基にした 3次元計測手法，また電

磁界を用いた生体細胞計測・生体細胞操作法について論ず

る。さらに，このようなセンシング技術を用い，生体シス

テムや生命活動の状況を高感度，高精度，高信頼に抽出す

る手法について考察する。

生体分子モーター特論 生体中および細胞中において運動や輸送そしてエネルギ 准教授
Biological molecular 一変換に関与するたんぱく質（分子モーター）の構造と機 羽鳥晋由
Motors 能について論じる。さらに，そのようなナノ分子の最新計

測方法について解説する。

光ナノ計測特論 光学顕微鏡は，生きた細胞内の微細構造，反応を可視化す 准教授

Advanced Optional ることができるため，バイオ工学研究を推進する上で最も 堀田純一
Nanoscopy 重要な基盤技術のーっとなっている。本講義では，各種光

学顕微鏡の測定原理，設計法，蛍光タンパク質を使ったパ

イオイメージング，最新の光学顕微鏡技術によるナノイメ

ージング，レーザーマニピュレーション法等について，最

新の文献情報を織り交ぜながら解説する。

生物無機化学特論 典型金属元素ならびに遷移金属元素と結合して存在する 准教授
Applied Bioinorganic 生体分子の生理機能と，医薬品に含まれる金属元素の生体 川 井 賞裕
Chemistry 分子に対する作用機序について，金属元素周辺の配位子置

換反応および電子移動反応の具体例を示しながら解説す

る。

遺伝子工学特論 細胞・組織工学および遺伝子工学技術の基礎知識から応用 准教授

Genetic Engineering 技術までを講義し，細胞・組織工学および遺伝子工学技術 黒 谷玲子

の医療分野での応用について解説する。

蛋白質工学特論 蛋白質工学は，生命を担う分子である蛋白質を遺伝子工学 准教授
Protein Engineering などの技術を用いて改変し，有用なものへ変換する技術で 真 壁幸 樹

ある。本講義では，生物機能工学の基礎となる遺伝子工学

や蛋白質工学を理解するとともに，それらを用いた最新技

術を理解することを目的とする。
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電子情報工学専攻カリキニLうム
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電子情報工学専攻 授業科目及び単位数

単 開講期及び週時間数

授業科目名 位 2 8年度 2 9年度 3 0年度 担当教員 備考
数 前期 後期 前期 後期 前期 後期

光波伝送工学特論 2 2 高野

テラヘルツエレクトロニクス 2 2 山田

気中イオン工学特論 2 2 東山

高電界応用工学特論 2 2 杉本（俊）

パルス電磁プラズ、マ工学特論 2 2 南谷

電気流体力学特論 2 2 八塚

強力超音波工学特論 2 2 足立

生体情報計測特論 2 2 佐藤（学）

ナノ半導体デバイス特論 2 2 震瀬（文）

電子材料プロセス工学特論 2 2 松下

圏体センサ工学特論 2 2 奥山（澄）

半導体光工学特論 2 2 高橋（豊）

量子機能デ、パイス工学特論 2 2 中島

超伝導高周波デ、パイス 2 2 膏藤（敦）

構造制御工学特論 2 2 石井・有馬

ナノ磁気デバイス工学特論 2 2 稲葉

真空薄膜工学特論 2 2 成田

磁性材料物理学 2 2 加藤

磁気物性特論 2 2 安達

ナノ磁性材料学特論 2 2 小池

数理物理学 2 2 小島

メディア信号処理特論 2 2 近藤

音声言語処理特論 2 2 小坂

知能情報特論 2 2 大槻

情報通信ネットワーク特論 2 2 小山（明）
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単 開講期及び週時間数

授業科目名
位数

2 7年度 2 8年度 2 9年度 担当教員 備考

前期後期 前期後期 前 期後期

数理情報特論 2 2 神谷

複雑系特論 2 2 田中

応用数理工学 2 2 久保田

計算量理論特論 2 2 内j翠

統計的機械学習特論 2 2 安田

センシンク、、システム特論 2 2 田村（安）

非破壊検査システム特論 2 2 柳田

計測情報特論 2 2 平中

知覚情報処理概論 2 2 山内

脳機能計測論 2 2 深見

心理物理学特論 2 2 永井

認知的・感性的ヒューマンインタフェ｝ス 2 2 野本

インタラクション工学特論 2 2 井上

高性能計算特論 2 2 粛藤（歩）

電子情報工学研究計画 。
電子情報工学特別計画研究 2 

電子情報工学特別教育研修 。
電子情報工学特別演習B 。
電子情報工学特別実験B 4 

（注） 2 8年度及び29年度の「開講期及び週時間数j は， 27年度に倣うものとする。
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電子情報工学専攻授業科目の内容

授業科目名 授業科目の内容 担当教員

光波伝送工学特論 両速な情報伝送や両い信号対雑音比の計測技術に応用がで 准教授
Lightwave Transmission きる電波および光の信号伝送技術に関して，電磁波伝搬の 高 野勝美
Engine巴ring 基礎から光波伝搬の発展的内容までを講義する。弱導i皮近

似が成り立つ領域から高屈折率比の全反射を利用する導波

理論と，屈折率周期構造がもたらすブラッグ反射を利用し

た導波理論について論じる。さらに，長距離光波伝搬にお

ける波形歪みについて論じる。

テラヘルツエレクトロニ テラヘルツ千帯電磁波は，趨両時間分解計測，品解像度電磁 助教

クス 波イメージング，高ピットレートパルス無線，超高速コン 山田 博 信
Terahertz Electronics ヒ。ューティングなどの魅力あるアプリケーションを有する

ために昨今大いに注目を集めている。講義では，テラヘノレ

ツ帯電磁波検出の原理に特に注目し，シリコンボロメータ

やジョセフソン接合などの検出器の他に，時間領域分光法

なども例に挙げつつ解説するO また，テラヘルツ帯電磁波

の応用についても解説する。

気中イオン工学特論 放電や電離放射線を用いて空気中にイオンを生成し，電界 教授

Electrostatics of Air Ion による力，空気の流れを利用してイオンを工学的に利用す 東 ill禎夫

る立場から，イオンの挙動解析を取り扱う。空間電荷によ

る電界解析，イオンによる静電気除去，イオン空間を通過

する微粒子の帯電機構，イオンの移動を検知する放射線検

出器などを取り上げる。

高電界応用工学特論 大気中の高電界下におけるプラズ、マ・放電現象の基礎を概 准教授
High Electric Field 略し，それらの放電の持つ機能の工学的応用について概略 杉 本俊之
Engineering する。また，電極構造を工夫することで機能を付加する方

法論について講ずる。

パルス電磁プラズ、マ工学 ナノ秒オー夕、＼またはナノ秒以下の非常に短い時間内に生 准教授

特論 成した世界の消費電力に相当するような巨大な電力パル 南谷靖史
Pulsed Electromagnetic スにより起こる電磁界減少と放電によるプラズマ現象の
Phenomenon and Plasma 基礎特性と，パルス特有の特性について述べる。また高電
Engineering 力パルスによる竜磁界現象とプラズ、マ現象は従来の技術

ではできなかった新しい応用を可能にする。この応用につ

いて述べる。特に高電力パルスの環境応用，バイオ応用に

ついては詳しく述べる。

電機流体力学特論 流体に加わる静電気力と流体の運動現象について，電気流 准教授
El巴ctrohydrodynamics 体力学の基礎から応用までを講義する。主として，準静的 八塚京子

及び動的系に対し，流体中の電荷の発生及び消滅，それら

の電荷に働く静電気力に起因する流体の運動を，電気流体

力学的基礎方程式を導入して論じる。

強力超音波工学特論 超音波のエレノレギーを工業的に応用するための技術に関 教授
High-Power Ultrasonics して論じる。先ず，各種の工業的応用例を分類しながら概 足立和成

観した後，そこで用いられる振動系の設計理論や現象の解

析手法などを，最新の研究成果を取り入れ解説する。

生体情報計測特論 生体などの多種散乱体からっ次元の情報抽出を行う計測技 教授
Measurement and 術に関して，波動や粒子線を用いる手法を中心にその原理 佐藤 戸ずと＇－与

Instrumentation of 
や特徴を論じ，他分野への波及効果や技術の進展について

Bio酬 information
考察する。
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授業科目名 授業科目の内容 担当教員

ナノ半導体デノくイス特論 Siテクノロジーの超微細化は留まるところを知らず，まさ 教授
Nano Semiconductor に原子スケールに突入しようとしている。半導体材料を原 居者瀬文彦
Devices 子レベルで、制御し積層することで，全く新しい機能をもっ

た電子デノ〈イスを創製することができる。本講義では，半

導体の原子レベル加工技術をモニタリング，それを活かし

た超格子デバイスについて講義する。

電子材料プロセス工学特論 シリコン単結晶基板上に電子デバイスを形成する際に必要 教授

Physics and Technology とされる不純物の拡散，イオン打ち込み，酸化，エッチン 松下浩
of Semiconductor グ， リソグラフィ，プロセス環境などのプロセス技術とそ
Processing の背後にある物理について講義する。

固体センサ工学特論 環境をセンシングし自らのおかれた状況を知るために用い 准教授

Solid開 StateSensor られる物理センサ・化学センサのうち半導体等の電子デパ 奥山澄雄
Engineering イスを用いた国体式のセンサの原理・作成方法・利用等に

ついて体系的に講義する。応用例として，化学センサのー

種である水素ガスセンサの作成方法・利用方法について理

論および実際の両面から論ずる。

半導体光工学特論 半導体バルク及び量子井戸，量子総線，量子点、等の微細構 准教授

Optical Engineering of 造と光の相互作用について講義を行う。特にこれらの物質 高橋 豊
Semiconductors 中の素励起と多体効果に焦点を当てて，これらが光非線形

効果にどのように寄与しているかを示し，その効果が最近

研究開発が進められている様々な光学素子にし、かに応用

されているかを解説する。

量子機能デ、パイス工学特論 粒子の波動性に基づく量子力学的挙動の顕在化と機能発 教授

Quantum Functional 現を利用した様々な量子機能デバイスの提案がなされつ 中島健介
Device Engineering つある。超信導量子機能デバイスを併にとり，テラヘノレツ

波の発生・検出といった最新の話題を交えて，量子機能デ

パイスの研究とその工学的応用の最先端を解説する。

超伝導高周波デバイス 本講義では超伝導材料を用いた高性能高周波デバイス応 准教授

High Frequency 用に必要となる超伝導の基礎的性質と代表的な理論につ 務藤 敦
Superconducting Device いて講義する。また，超伝導フィノレタ・アンテナ・接合に

関する研究例を挙げてその応用へのアプローチについて

講義する。

構造制御工学特論 磁気材料や超伝導材料の機能性はその微細構造と深く関わ 教授
Microstructural Design り合っている。磁性材料の微細構造と磁化機構，スピンの 石井 ｛彦
of Electromagnetic 動力学との関係，及び具体的な応用について論じる。また， 准教授
Material 

微細構造を実現するための材料作製，加工技術についても 有馬ボシール

述べる。また，エネルギー・エレクトロニクスデバイス アハンマド

等の基盤を担う半導体無機材料においてもその組成や

微細構造が特性と深く関係している。本講義では微細材

料合成とそれらの新たな機能や従来膜の特性を凌駕する

機能を発現させ，エネノレギーやエレクトロニクス分野にお

ける新規材料・革新的デバイスの開発と将来的な可能性に

ついて論じる。
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授業科目名 授業科目の内容 担当教員

ナノ磁気デバイス工学特論 磁気デバイスでは，大容量・小型化のニーズ、を背景にデ 教授

Nano Magnetic Devices パイスの微小化が急速に進んで、おり，数10 n mのサイズ 稲葉信幸

に達しようとしている。このような微細なデバイスで特性

を出すために，磁性薄膜や磁性微粒子の原子オーダーでの

制御が重要となってきている。ここでは，磁性薄膜の作成

方法，薄膜・微粒子の微細構造と磁気特性との関係，およ

びこれを用いた磁気デ、パイス（ハードディスク，磁気回体

メモリ NRAM）について講義する。

真空薄膜工学特論 近年の高性能電子デ、パイスは，真空環境下で多くの薄膜形 助教

Vacuum and Thin Film 成技術を用いて作製される。真空と薄膜形成技術は表面現 成田 ノ肯L」

Engineering 象との関わりが深く，ナノメートノレスケールのデバイスを

作製する上で表面科学の知識が不可欠で、ある。本講義で

は，表面物理の基礎について論じ，先端真空・薄膜形成技

術について解説する。

磁性材料物理学 磁性材料の物理的性質を理解するための基礎的事項につい 教授

Physics of Magnetic て学ぶ。磁性材料研究の歴史，磁性材料の分類，磁場の発 加藤宏朗
Materials 生法，磁化の測定法について述べ，特にハード磁性材料の

磁気特性を決定する結晶場相互作用と磁気異方性，局在磁

気モーメント，強磁場磁化過程について，希土類・遷移金

属化合物における実例を用いながら講義する。

磁気物性特論 国体中の電子状態を局在系と遍麿系のそれぞれについて， 准教授

Advanced Physics of どのような扱い方で求めるかを解説し，量子状態に基づき 安達義也
Magnetic Materials それぞれの物質が示す特徴的な磁気的性質について講義

する。

ナノ磁性材料学特論 現代の磁性材料はナノオーダーの構造制御によって高い 准教授

Advanced スピン機能を目指すのはもちろんのこと，新規な物性を 小池邦博
Nano-Magnetic 引き出すことが出来るようになってきた。ナノ磁性材料学
h在aterials 特論では，これらの多彩な物理的振舞いを示す磁性体の性

質とそれを応用した最近の磁性材料の展開について解説

すると共に，ナノ構造制御手法である薄膜フ。ロセスと微細

構造ならひ、に磁性の評価手法について論ずる。

数理物理学 数理物理学における完全可積分な模型，つまり解析的な厳 教授

Mathematical Physics 密解が導かれる模型について考察する。 Yang-Baxter方程 小島武夫

式の解により可解模型を定める。熱力学的極限における無

限自由度の模型を考え，無限次元の代数を直接扱うこと

で，数学的に強固な土台の上で問題を単純化するのであ

る。量子XX Zスピン鎖を例にとり，対称性としてアフィ

ン量子群を導入する。頂点作用素を導入し，それにより

Hamiltonianを記述する。頂点作用素の自由場表現を構成

し，そのトレースとして相関関数の厳密解の積分表示を導

出する。
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授業科目名 授業科目の内容 担当教員

メディア信号処理特論 This lecture will cover the basics, recent technology advances, 教授

Multimedia Signal as well as applications of multimedia signal processing 近藤和弘
Processing including speech, music, still images and video, We will cover 

coding for communications and storage, synthesis, recognition 
and understanding, as well as international standards. This 
lecture will be conducted in English upon mutual agreement 
with the student(s). 

音声言語処理特論 音声言語によるマン・マシン・インタフェースに関する各 教授

Spoken Language 種技術について論ずる。まず統計的音響モデ、ノレや統計的言 小坂哲夫
Processing 語モデ、ノレなど基礎的な技術について述べ，さらに連続音声

認識技術，音声対話処理技術等の概要を講義する。

知能情報特論 音声認知過程などを例にとり，確率的なモデルの構築とそ 准教授

Advanced Intelligent の検証によるメカニズ、ム解明手法について講義・演習を行 大槻恭士
Informatics う。また，統計モデリング手法の予測問題・判別問題への

応用について講義・演習を行う。

情報通信ネットワーク特論 OS  I参照モデル， TCP/I P参照モデ、／レを例にネット 教授
Inform ワークプロトコルの詳細について講義する。また， LAN, 小山明夫
Communication Networks インターネット，無線ネットワーク，アドホックネットワ

ークなどで最近研究されているプロトコル技術について

も紹介する。

数理情報特論 自然現象及び工学的現象を記述する微積分方程式系を，数 教授

Special Lecture on 値的に解く手法を論じる。特に，ゲージ不定性を保存した 神谷 淳
Mathematical Information マックスウェノレ方程式の離散化法として辺要素有限要素
Processing 法を紹介し，非同次楕円型境界値問題の離散化法として，

双対相反法，多重相反法を考察する。

複雑系特論 情報を統計物理学的手法により捉え笹し，物理・化学・生 准教授

Complex Systems 物系のみならず社会科学系で観察される様々な創発現象 問中 敦

や，自己組織化現象を定性的に説明することを試みる。ま

た，それを基にした集団協調学習の工学的応用を論ずる。

応用数理工学 現象の本質を数学的に記述した数理モデ、ルの解析法や，実 准教授

Applied Mathematical 社会で数理工学がどのように使われているかといった応 久f呆田 繁
Engineering 用例を学習することを通じて，複雑な現象の全体を数理的

に捉える能力を身につける。特に，力学系の分岐理論につ

いて詳述し，平衡点，固定点，周期振動といった特徴的な

解の性質と位相的分類について説明する。また，様々な非

線形最適化法とその適用事例についても説明する。

計算量理論特論 本講義では，チューリング機械や論理回路等，予め規定さ 准教授
Advanced Computational れた演算処理を組合せて情報処理を実現する様々な計算 内 j宰 啓
Complexity モデルについて講義する。特に，これらの計算モデルによ

って効率よく所望の計算が実現できる問題の性質や，各計

算モデ、ルの相対的な関わりについて，各計算モデ、ルの計算

能力の観点から論ずる。

統計的機械学習特論 本講義では，現代型データサイエンスの根幹技術の一つで、 准教授

Statistical Machine ある統計的機械学習の基礎と幅広い応用について論ずる。 安田 宗樹
Learning 統計的機械学習の中核的モデルで、ある確率的グラフィカ

ルモデル（ペイジアンネットワーク，マルコフネットワー

ク等）について深く理解し，その具体的な応用課題（コン

ヒoュータビジョン等）への適用を通して統計的機械学習と

現代の情報科学における課題とのつながりを学ぶ。
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授業科目名 授業科目の内容 担当教員

センシングシステム特論 コンビュータによる信号処理を中核としたセンシングシ 教授
Advanced Sensor ステムの設計手法について，①逆問題解法，②ハードウェ 田 村 安孝
Informatics アの設計，③ソフトウェアの構成の 3つの観点で、学ぶO

数学的・技術的な背景に関する講義の後，音響波や電磁波

を用いて撮像システムなどの具体例について文献調査と

演習を行う。

非破壊検査システム特論 非破壊検査は光や磁気もしくは音波などを利用して人間 准教授
Norトdestructive や構造物の欠陥等の検査を行う技術である。本講義科目で 柳田裕隆
Inspection System は，音響波を用いた非破壊検査の技術およびシステムの概

要を理解するとともに実用されている信号処理技術や画

像処理方法を把握する。

計測情報特論 さまざまな分野における計測に関し，情報論的議論を行 教授
Advanced Instrur う。情報担体と相互作用，理論的可能性と極限計測などの 平中幸雄
Infoαrm 基本的検討を行うとともに，不可視情報の可視化やインテ

リジェント計測，ネットワーク特性測定のように間接的手

段を多用せざるを得ない状況などについても論ずる。

知覚情報処理概論 本講義では，人間の知覚における’情報処理フ。ロセスに関 教授
Information Processing し，入力である生理的メカニズムからその特性，最終的な 山内泰樹
of Human Perception 認知へと至る脳内での処理メカニズムまでJi頃を追って取

り扱い，日頃我々が無意識に利用している知覚情報を理解

することを目的に，その基礎について講義を行う。

脳機能計測論 人間工学や臨床診断で広く用いられている脳機能計測機 准教授
Measurement of Brain 器をいくつか取り上げ，それらの計測原理のみならず，取 深見店、典
Functions 得データの信号・画像解析手法，解析結果の解釈に至るま

でを講義する。また，基礎および、応用研究の最新動向につ

いても紹介する。

心理物理学特論 ヒトの知覚認知特性を理解するために用いられる実験手 准教授
Advanced Psychophysics 法の一つが心理物理学的実験法（以下，心理物理実験）で 永井岳大

ある。本講義では，心理物理学の理論的背景，実験手続き

などの方法論，データの解析に必要とされる統計解析法，

そして，実験から得られる知見やその応用例なと心理物

理学を様々な観点から論ずる。

認知的・感性的ヒューマン 人は認知プロセスや感性的法則に無意識に従いながら，道 教授

インタフェース 其や機械を感じ，メンタノレモデルとして解釈し，判断して 野本弘平
Cognitiv巴andIも生NSEI 行動している。これらの認知と感性，および経験を経て形
Human Interface 成される暗黙知などを科学的に明らかにするとともにヒ

ューマンインタフェースへの応用について学ぶ。

インタラクション工学特論 インタラクション工学の動向について学ぶ。特にマルチモ 助教
Interaction Engineering ーダノレ対話の解析技術に焦点を当て，非言語情報のセンシ 井上雅史

ング・分析・モデル化のための手法を理解するとともに，

それらを改善するための方法をともに検討する。

高性能計算特論 近年，要素分割を必要としない新たな数値解法（メッ、ンュ 准教授
Special Lecture on High レス法）が数多く提案され，電磁界解析，構造解析，超伝 粛藤 歩
Perf01mance Computing 導工学等の分野で素晴らしい成果が得られている。本講義

では，境界型メッシュレス法及び領域型メッシュレス法と

してそれぞれ境界節点法及び、Element-FreeGal erk in法を

解説する。
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機械システム工学専攻 授業科目及び単位数

単 開講期及び週時間数

授業科目名
位数

2 8年度 2 9年度 3 0年度 担当教員 備考

前期後期 前期後 期 前期後期

大変形非弾性力学 2 2 黒田 充紀

スマートマテリアルの構造・変形・機能 2 2 村j肇 間リ

知的流体情報学 2 2 李鹿 輝

流体科学特論 2 2 篠田 昌久

機能情報計測制御特論 2 2 秋山孝夫

熱と物質移動のシミュレーション技法 2 2 中西 為雄

燃焼科学特論 2 2 奥山 正明

振動制御工学 2 2 小沢田 正

フラクチャ・コントロール 2 2 飯塚 1専
Numerical m巴thodsfor Analysis 
of Dynamic Stability Problems 2 2 Langthjem 

計算材料科学特論 2 2 上原拓 也

微細加工と熱流体工学 2 2 鹿野一郎

ロボット応用工学特論 2 2 水戸部和久

空間リンク機構設計特論 2 2 南後 J字

知的CADシステム論 2 2 大町竜 哉

知能ロボティクス特論 2 2 妻木勇一

先端ソフト＆ウェット材料特論 2 2 古川｜ 英光

マイクロナノ機械工学 2 2 峯田 貴

エコデザイン論 2 2 近藤康雄

磁気熱流体工学 2 2 赤松正人

工業材料加工技術特論 2 2 r主i主ー， 嘩

光集積センシング特論 2 2 西山宏 昭

機械システム工学研究計画 。
機械システム工学特別計画研究 2 

機械システム工学特別教育研修 。
機械システム工学特別演習B 。
機械システム工学特別実験B 4 

（注） 2 9年度及び 30年度の「開講期及び週時間数Jは 2 8年度に倣うものとする。
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機械システム工学専攻 授業科目の内容
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スマートマテリアルの

構造・変形・機能
Structure, Deformation 
and Function of Smart 
Materials 

知的流体情報学
Smart Fluids 
Informatics 

流体科学特論
Advanced Fluid 
Science 

機能情報計測制御特論
Functional and 
Biomechanical 
Information Engineering 

熱と物質移動の

シミュレーション技法
Numerical Methods of 
Heat and Mass Transfer 

授業科目の内容 ｜ 担当教員

非弾性（塑性，粘塑性）的に大きな変形を呈する物質の力 i教授

学的挙動のモデノレ化について論じる。具体的な材料として｜黒田充紀

は，単結晶金属，多結晶金属 アモルファスポリマーを対

象とする。テンソノレ代数を用いた厳密なモデル化を示し，

さらにそれらの数値シミュレーション技法への導入方法

を講義する。

形状記憶合金，圧電素子といった機能性材料は，材料が持 i准教授

つ微視的な構造により，その変形・機能を大きく変化させ｜村津 岡lj

る。本講義では，国体材料のなかでも特にユニークな性震

を持つ機能性材料に焦点を絞り，これら材料の微視構造と

巨視的に生じる変形・機能特性の相互関係に関して詳細に

述べる。また，マクローメゾレベルで構造を作り出すこと

で，飛躍的にその性能を改善することができる技術をいく

つか紹介していく。

流体のあらゆる信号，静止画像，動画像等の中に隠れた乱 i教授

流現象の本質を時間一空間 スケールにおいて抽出する｜李鹿 輝

知的情報処理技術として，ウェーブレット解析技術，知的

可視化技術，粒子画像流速測定技術（PIV）を講義する。

さらに，その最近の応用成果と動向について論じる。知的

情報処理はあらゆる分野に応用でき，次世代に期待される

最新の技術である。

流体力学は，古典的な科学理論の一つであるが，近年も， i准教授

コンピュータを用いた数値計算の発達に伴って，非線形力｜篠田昌久

学分野のソリトン，カオス，フラクタルのような新しい概

念の誕生にも関わり続けている。本講義では，そのような

流体科学の近年の成果を概説するとともに，最近のトピッ

クスについても紹介する。

生体の細胞，組織，臓器，個体各レベノレの機械的な機能情｜准教授

報の抽出，計測，制御とこれらを利用した生体センシング！秋山孝夫

システムの構築，さらにその医用センシングへの応用につ

いて講義する。

コンピュータによる熱と物質移動のシミュレーション技｜准教授

法を，自然対流・強制対流熱伝達，移流・拡散を伴う物質｜中西為雄

移動，気液二相流，囲気二相流，蒸発と化学反応を伴う流

れなどの問題に応用する方法論について講ずる。

燃焼科学特論

Advanced course of 
combustion science 

予混合／非予混合火災における化学反応機構や火災構造！准教授

解明のための各種計測法や数値計算手法について解説す i奥山正明

る。さらに，様々な燃焼促進機構や燃焼混合学などに関す

る最新の話題についても論ずる。

振動制御工学

Engineering Dynamics 
and Control 

自然界から人工構造物にまで及ぶ，多種多様な振動現象の i教授

把握と解析法について広く概観する。工学的応用として， i小沢田 正

これらのピエゾアクチュエータなどによる制掠・制御・ア

クティブ利用について論ずる。さらに，生体軟組織体のダ

イナミクス及び動力学的物性値に基づく病変診断法につ

いて講義する。
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授業科目名

フラクチャ・コントロール

Fracture Control 

授業科目の内容 ｜ 担当教員

電子デバイスのような微細高密度システム等に使用される｜教授

金属・セラミックス・高分子等の先端材料の強度と破｜飯塚 博

壊のメカニズムについて講義する。さらに，それらを用

いて製作される部材における破壊進展のコントロールとそ

の評価法について論じる。
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The course aims at giving a solid understanding of the i准教授

most important methods used in numerical solutions of I Mikael A ・ 

engineering problems, with focus on dynamic stability of I LANGTHJEM 
structures and fluid-structure interaction problems. 

計算材料科学特論

Advanced Computational 

Materials Science 

工学製品の開発・設計過程においては，計算機シュミレー i教授

ションが不可欠となっているが，材料そのもののもつ特性｜上原拓也

や力学挙動についても，計算機シュミレーションによって

予測・評価することができる。例えば，分子動力学法では，

原子個々に対して，運動方程式を記述し，それを数値的に

解くことによって原子の運動を追跡し，その結果から様々

な特性が導かれる。このように，原子の構造，結晶構造，

転位，欠陥，相変態などの微視的・材料科学的な理論に基

づき，計算機シュミレーションを行うことによって巨視的

な材料の特性を予測，評価する手法が計算材料科学である。

本講義では，分子動力学法のほか，モンテカノレロ法，セル

オートマトン法，フェーズ、フィーノレド法など，様々な手法

の理論，特徴，アルゴリズム等について講義するとともに，

最先端の実用例を紹介する。

微細加工と熱流体工学

Micro Manufacturing & 
Thermal and Flud 

Engineering 

近年，半導体構造分野では三次元エッチンクややスパッタリ｜准教授

ングによりガラス基板やシリコン基板上に数十 μmの｜鹿野一郎

大きさの振動子やモーターが実現できるようになってき

た。この技術は，電気（電子）部品の製造技術が始まり

となって，微細加工技術の発達で生まれた極小機械の総

称として MEMS(Micro Electro Mechanical System) 

と言われている。本講義では，この MEMS技術を熱流体工

学に応用したマイクロポンフ。や超小型熱交換器などのマイ

クロマシンについて講義を行う。

ロボット応用工学特論

Advanced Robotic 

Systems 

マニピュレータの機構と運動特d性，力制御，組立システ｜教授

ムと作業のコンブライアンス，挿入・はめ合い作業，多｜水戸部和久

指グリッパと把持動作，ロボット用センサ，パリ取り作

業，及び各種ロボット応用システムに関する先端的重要

技術分野をトピック的に取り上げ講義する。
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先端ソフト＆ウェット

材料特論

Advanced Soft and Wet 

Materials 

マイクロナノ機械工学

Micro Nano Mechanicak 

Engineering 

エコデザイン論

Environmental Conscious 

Design and Manufacturing 

授業科目の内容

ロボットや等速継手，自動車用車輪懸架機構は空間リンク

機構に分類され，同！J体案内や動力の伝達を行う機構として

設計される。平面リンク機構に分類される機構であって

も，実際に製作する場合には，その構成要素が同一平面上

に存在することは稀であり，軸受等のガタを考慮するなら

は，その構成要素は空間運動を行うことになり，厳密には

空間リンク機構としての解析手法が必要となる。理論的に

自由度が存在しても実際に滑らかな運動を創成するため

には機構の構成部品を介しての力の伝達等を検討しなけ

ればならない。この分野は，高精度な加工技術の要求の高

まりとともに，その要求度が増している。空間内でのリン

クの運動の表記法を紹介し，部品形状のもつ誤差が，機構

の運動に与える影響や機構の力等の伝達特性の評価方法

について解説する。

機械設計問題について考察し，機械設計問題の特徴を抽出

する。次いで，人間の知識を積極的に利用する知識工学の

見地から，設計知識の表現方法，知識の利用方法，設計を

自動化するシステムの構築方法について解説し，知的な設

計支援システム開発の課題について講義する。

ロボットの知能化を考える場合，人間との関わりを熟慮す

る必要がある。すなわち，人間ーロボット系において，シ

ステムの最大のパフォーマンスを引き出すために，人間と

ロボットの役割分担がどうあるべきかを考えなくてはなら

ない。このような考えはロボットに限らず，航空機や！原子

力発電所などの機械システムにおいても重要である。本講

義では，シェアドコントロールやスーパーパイザリーコン

トリールといった，テレロボティクスの中で発展してきた

知能化のための設計思想について詳述する。また，これら

の設計思想が様々な機械システムにおいても活用されてい
ることを示し，ヒューマンインタフェースと自動化の設計

論を論じる。

われわれの身体を構成する生体組織は， 60～ 80%もの

多量の水を含みながら，丈夫で優れた力学機能と高次の生

体機能を同時に実現している究極のソフト＆ウェット材料

である。生体組織にみられる複合構造や階層性を模倣する

ことで実現される，先端的なソフト＆ウェット材料の研究

開発に関する現状と今後の展開について解説する。

MEMS (Micro Electro Mechanical Systems）センサ，アク

チュエータ，マイクロ・ナノロボティクス，およびこれら

の基盤となるマイクロ・ナノメカニカル機構の設計論と微
細加工ブ。ロセスについて講義する。

製品開発の全ての段階（原料の調達から，モノの製造・販

売・使用を経て再資源化。廃棄処理に至るまでの過程）で

環境を配慮し，製品のライフサイクノレを通じての環境影響

を最小限に抑えるための製品設計について解説する。環境
と製品設計を複雑すぎない方法で、結ひやつけるためのアプ

ローチとして， 1 9 9 7年に国連環境計画（UN E  P）が

指針化した（ 1 ）持続可能な発展 ( 2）クリーナープロ

ダクション，および（ 3）ライフサイクルアプローチにつ

いて詰命じる。

担当教員

准教授

南後淳

准教授

大 町竜哉

教授

妻 木勇

教授

古川｜英光

教授

峯 田 貴

教授

近 藤康 雄

F
h
u
 

円，ム



，G
 

名

一

市

巨
一
学
配

科
一
工
旧

業
一
体
問
宅

授
一
流

d
・
m

一丸山

d
α

一
知
明
伊

一磁

M

b

一論特ゲ
／
！

ン・
m

シ
巾

ン
同

セ
吋
；

積

削

叫

集

碍

m

光

M

K

工業材料加工技術特論
Advanced Processing 
Technologies of 
Engineering Mat巴rials

授業科目の内容

伝熱工学を基礎とした磁場による熱流体制御に関する

講義を行う。具体的には，関じた系および開いた系におけ

る電気伝導性，常磁性，そして反磁性の磁気熱流体に対す

る流動特性や熱伝導率特性を解明するための基礎

方程式，そしてエネルギ一方程式の導出方法について講義

する。

次に，これらの基礎方程式をもとに数値シュミレーション

を行うための数値解析法について講義する。数値解析法と

して，基礎方程式の無次元化，有限差別法，対流項・粘性

項。熱伝導項・圧力項の取扱い，そして可視化技法につい

て講義する。また，伝熱工学の古典問題である

Rayleigh-Benard対流問題とRavleigh -Benard条件下

における磁気熱流体問題を通して理解を深める。

近年の微細加工技術の進展に伴い，材料表面に形成した微細

構造による様々な光制御が可能となってきた。これらの手法

は，微小空間に光エネルギーを圧縮し得るため，超高感度光

センシングや， DNAなどのナノマニピュレーションへの応

用が進められている。本講義では，ロボティクスやバイオ，

エネノレギ一分野への応用が進められている。本講義では，ロ

ボティクスやバイオ，エネルギ一分野への応用を念頭に，こ

れら光操作の基盤となる光波結合論の概要を述べると伴に，

微小空間での光センシング／マニピュレーション原理に関

して論じる。また，微細構造形成に必要なリソグラフィや最

先端のレーザープロセッシングによる 3次元構造化技術，ナ

ノインプリントプロセスによるその量産化についても紹介

する。

人類の歴史上，新たな素材や材料の登場は，われわれの生活

に大きな変化をもたらしてきた。たとえば，青銅器や鉄器の

登場により，それまでの石器に頼っていた生活が一変した。

近年では，プラスチック，ゴム，セラミックなどの登場によ

り，私たちの生活は大きく様変わりした。

さらに，最近では，より強し、合金や，軽くて強し、炭素繊維，

青色発光ダイオード，リチウムイオン電池，ネオジム磁石な

ど，さまざまな新材料によって新たな工業製品が生みださ

れ，私たちの生活はより便利により快適になってきた。

材料から製品を製造するには，必要な形状に加工する加工技

術が非常に重要である。伝統的に切再JJ，鋳造，圧延，押出，

射出，密着，溶接などの加工技術があるが，「“ものづくり”

における革命を起こすjとまで言われている 3Dプリンティ

ング技術も驚異的なスピードで進化している。

工業材料としては金属材料，高分子材料と複合材料を取り上

げ，伝統的な加工技術から最先端の 3Dプリンティング技術

まで，加工技術の歴史，現状と今後の展開およびその原理に

ついて講義する。

担当教員

教授

赤松正人

准教授

西山宏昭

助教

官嘆

po 
q
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ものづくり技術経嘗学専攻（MOT専攻）

カリキュラム
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ものづくり技術経営学専攻 授業科目及び単位数

単 開講期及び週時間数

授業科目名 位 2 8年度 2 9年度 3 0年度 担当教員 備考
数 前期 後期 前期 後期 前期 後期

経営管理工学特論
見玉，志村

英語可2 2 
野田

イノベーション特論 ※ 2 2 2 志村 英語可

成長企業特論 2 2 児玉，柊 英語可

市場分析特論 2 2 児玉 英語可

政策モデ、／レ特論 2 2 野田

材料強度学特論 2 2 飯塚

食品成分制御特論 2 2 堅子田 英語可

地域技術ビジョン演習B 4 

ものづくり技術特別演習B 。
ものづくり技術経営学研究計画 。
ものづくり技術経営学特別計画研究 2 

ものづくり技術経営学特別教育研修 。

（注） 1. ※印は，隔年開講とする。

2. 2 9年度及び30年度の「開講期及び週時間数Jは， 2 8年度に倣うものとする。
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ものづくり技術経営学専攻 授業科自の内容

授業科目名 授業科目の内容 担当教員

経営管理工学特論 ものづくり企業の経営を行う上で必要となるマネージメ 教授
Manegement and ント，経営戦略，リーダーシップ論，人事管理， リスク管 見玉直樹
Administration 理等に関して，その方法論や実践に関する研究を行う。 志村 勉
Engineering 准教授

野田博行

イノベーション特論 企業にとっての重要な活動目的は顧客の創造である。将来 教授
Innovation恥1anagement の顧客の創造にイノベーションは欠かせず，また，高い利 志 村 勉

益率を維持するためにもイノベーションは重要で、ある。こ

こでは，イノベーションの機会発見法と，イノベーション

のための着想法ならびに発想法を探求する。

成長企業特論 成長企業の要因を明らかにするため，その成長していく過 教授
Case Study of Growing 程での，企業内部，外部の経営リソースの活用手法に関す 児 玉直樹
Companies る成長企業実例を基にして教育・研究を行う。 准教授

柊 紫乃

市場分析特論 技術シーズからの新高品開発や，既存商品の価値を高める 教授

Marketing Analysis ためにも，顧客の価値観や真の欲求を把握することが重要 児玉直樹

である。価値創成の方法論を事例分析等を基に考察する。

政策モデノレ特論 地域における企業や組織が一体となって，地域の発展に向 准教授
Innovation Policy けた取組が各地で展開されている。それらの施策を，地域 野田博行

のリソースから戦略的マネージメントとして実行する手

法について研究する。

材料強度学特論 ものづくりに不可欠な材料選定法や耐久性評価法等の光 教授

Advanced Str巴ngthand 学的手法に関する基本的な視点と，その分野における現在 飯 塚 博
Fracture of Materials の最先端手法について講義する。

食品成分制御特論 食品には，ゴ大栄養素，ミネラル，ビタミン，機能性成分 准教授
Control of Food omposition 等が含まれる。これらの加工食品に含まれる量は農産物原 野田博行

料の生育条件，加工プロセスにより大きく変動する。しか

しながら，加工フ。ロセスにおいて厳密な成分濃度管理はコ

スト的にも困難である。そこで，個々の加工プロセスの栄

養成分等の変動要因および変動を抑えるための手法につ

いて教育・研究を行う。
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m 博士課程教育リーディングプログラム

「フロンティア有機材料システム創成

フレックス大学院」コース

（博士課程5年一貫コース）
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1 .フ口ンチィア者機材料システム創成フレックス大学院の特色と教育目標

1 -1 背景と特色

「博士課程教育リーディングフ。ログラム」は，優秀な学生を産学官にわたりグローバルに活躍するリ

ーダーへと導くため，産・学・官の参画を得つつ，専門分野の枠を超えて博士課程前期・後期一貫した

大学院教育を実践する，新しい大学院の形成を推進する事業である。

有機分子やポリマーといった有機材料は，数十年にわたる我が由主導の研究展開によって優れた機能

の付与が可能となり，有機半導体や有機発光素子，有機太陽電池等が次々と実現されるなど，従来なか

った夢の万能材料へと成長しつつある。有機材料の特性を最大限に活用することで，環境に優しく，フ

レキシブツレ性に富み，情報化社会で活用される新たな付加価値を持つシステムを創成することが可能と

なる。その実現には，有機材料分野に関わる様々な物理・化学・生物学的現象を分子レベルのナノスケ

ーノレから組織化されたマクロスケールまで階層を超えて深く理解した上で，複雑なシステムを目的にあ

わせて構築・制御する必要がある。そのため新たな学問領域として「フロンティア有機材料システムJ

分野を創出し，全く新規な発想から有機材料システムに関する「もの・システムっくり」を実現できる

工学的な能力をもっ人材など，本研究分野を多方面から牽引することのできる人材の育成が求められて

いる。

本学はこれまでに，グローパル化を意識し価値創成に主眼をおいた実践教育において高い成果を上げ

つつある。この取り組みをさらに発展させるため，本学の大学院教育において，有機材料システム分野

に新たな価値を創成できる『創造性』と本分野をグローパルに牽引できるグローパルリーダーとしての

『主体性』を合わせもつ人材育成を教育目標に掲げることを特色とした，博士課程5年一貫の「フロン

ティア有機材料システム創成フレックス大学院J （略称：フレックス大学院）コースが開設された。

1-2 教育目標

本コースは，産学官にわたり活躍する以下の 2つの能力を兼ね備えた「フロンティア有機材料システ

ム分野」創成に挑戦する「グローパルリーダーJ人材を育成する。

I 「フロンティア有機材料システム分野J創成に挑戦する創造性

「フロンティア有機材料システム分野」創成に挑戦する創造性の修得のため，以下の 2つの資質を養

成する。

I園 1 有機材料工学を主とし，電気電子工学町システム工学の基盤知識を備えた高度な専門性

本学は，基礎から応用まで多岐にわたる学問および教育を展開しており，有機材料や装置の開発から

システム設計に至る f入口から出口までj の広い分野に対して，教育研究を推進してきた。その結果，

教育研究を目指す「有機エレクトロニクス研究センターj，実用化開発を目指す「有機エレクトロニク

スイノベーションセンター」 地球にやさしいものづくりの促進を目指す「グリーンマテリアル成形加

工研究センターj など，これらの分野で世界をリードする教育研究開発拠点が構築されており，有機材

料システム分野の全学体制で、の教育研究環境が整っている。本コースでは，いずれかに有機材料システ

ムを専攻するように主専攻と副専攻の 2分野を選択，かつ，修得することにより，多岐にわたる分野の

知識を縦横に駆使できる高度な専門性を持つ人材，いわゆる冗型人材を養成する。

I -2 科学的視点と経済的視点，ミク口な視点とマク固な視点などの接眼的思考力と価値創成実践力

博士課程教育では，専門知識を身につける教育・研究に主眼が置かれてきた。これからのグローパル

社会で活躍するためには，各専門分野の知識だけではなく，それらの周辺分野，および，経済や経営的

側面の知識も要求される。本コースでは，これらの教育を通して自ら新しい価値を創成していくための

価値創成実践力を兼ね備えた人材を養成する。
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立 「グ口一バJレリーダーJとしての主体性

「グローパルリーダー」としての主体性の修得のため，以下の 2つの資質を養成する。

E 酬 1 国際交渉に臨めるグ口一パル企画・コミュニケーション力

経済のグローパル化が深淵し，材料・商品が世界レベルで、流通するようになった現在，ものづくりの

多様化，技術の高度化が大きく進んでいる。これが市場競争の激化に拍車をかけ，商品の差別化，開発

のスピード化を追い求める傾向が世界レベルで、進んでいる。このような中で，標準化はものづくりにお

いて重要であり，フロンティア有機材料システム分野で標準化を勝ち取ることのできるリーダーの育成

が求められている。このためには，製品の企画力と，コミュニケーション能力が必要不可欠である。本

プログラムでは，これらの能力を兼ね備え，標準化に必要不可欠な差別化・高付加価値化を念頭に，フ

ロンティア有機材料システム分野を開拓できるグローパノレリーダーを養成する。

n -2 エネルギーや環境に対する高い問題意識と地球規模の福祉増進を目指す未来志向の使命感

2 1世紀において，新たな付加価値を持つシステムを創成し，産業化していくためには，地球環境の

変化やエネルギーなどのグローパルな問題を常に理解しながら，イノベーションを進めていく必要があ

る。そのため，専門的な知識に加えて，エネルギーや環境，地球規模での福祉増進を意識した術轍的な

知識をもった人材を養成する。

1-3 コースの特色

－学業に専念するための経済的支援を受けることができる。

－主専攻・面lj専攻制度により，主・高ljし1ずれかの専攻において「有機材料システム分野Jを修得するこ

とが求められる。

・博士課程5年一貫コースであり， 1～2年次に在学する学生は修士論文審査に代えてQE ( Qualifying 

Examination ：博士課程研究基礎力試験）に合格することで3年次に進級することができる。

. 3～5年次に在学する学生が本コースを修了するには，各自の主専攻での博士論文の審査及び最終試

験，および，本コース独自のECE (End-of嗣 CourseExamination ：フレックス大学院修了試験）に

合格することが求められる。このことにより，研究力に加えて，「創造性Jと「主体性J2つの能力獲

得の保障が得られる。
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2. 履修方法

2-1 主専攻・副専攻

本コース学生は，入学した研究科の自ら所属する専攻を主専攻とし，入学年度の 9月までに以下に従

い副専攻を決定する。理工学研究科の専攻を主専攻とする学生は，高lj専攻として有機材料システム専攻

を選択し，主専攻が有機材料システム専攻の場合，副専攻は理工学研究科のいずれかの専攻から選択す

ること。決定した博士前期課程における主専攻・副専攻を 5年一貫教育における履修の母体とする。

有機材料システム研究科 i 理工学研究科

物質 バイオ 応用生命 電気 情報 機械
ものづくり

1・2年次 i 有機材料
化学 システム 電子 科学 システム

技術

システム専攻 経営学
工学専攻 工学専攻 工学専攻 工学専攻 専攻 工学専攻

専攻

QE ( Qualifying Examination ：簿士課程研究基礎力試験），進級

物質 機械
ものづくり

3・4・5 有機材料
バイオ工学専攻 電子情報工学専攻 システム

技術

年次 システム専攻 経営学
工学専攻 工学専攻

専攻

EC巨（End-of-CourseExamination ：フレックス大学院修了試験），学位審査

ケース1：主専攻が有機材料システム専攻の場合、冨lj専攻は理工学研究科の専攻から選択すること。
ケース2‘主専攻が理工学研究科のいずれかの専攻の場合、副専攻は有機材料システム専攻を選択すること。

2-2 指導教員グループ

本コース学生には，入学の捺，授業科目の履修，博士学位論文の作成等の指導のために，主専攻の博

士後期課程担当教員の中から主指導教員が定められる。主指導教員は，入学年度の 10月までに，学生

の研究計画に基づき，専門分野が偏らないように配慮、し，主専攻・高lj専攻を含め 3名以上の指導教員グ

ノレーフOを組織する。

2-3 ブ口グラム授業科目

【1～2年次】

授業科目には，各研究科の講義科目，（有機材料システム専攻は「専門科目 j及び「ク、、ローパル・実

践科目」），特別演習A及び特別実験A （ものづくり技術経営学専攻（M OT専攻）は「研究論文特別演

習J）に加えて，本コース独自の価値創成キャリアデザイン科目がある。

(1）価値創成キャリアデザイン科目

標記科目の履修により 将来価値創成グローパルリーダーとして必要不可欠な「自ら考え行動す

る力Jを身につける。

※ 以下の事項については，平成 28年度大学院理工学研究科学生便覧（工学系）もしくは平成 28 

年度大学院有機材料システム研究科学生便覧の当該項呂に準じる。

(2）講義科目（有機材料システム専攻は「専門科目J及び「ク、、ローバノレ・実践科目J)

(3）特別演習A

(4）特別実験A （ものづくり技術経営学専攻（MOT専攻）は「研究論文特別演習J)
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【3～ 5年次】

授業科目は，各研究科の講義科目（有機材料システム専攻は「専門科目J及び「グローパル・実践科

目J），特別演習B，研究計画，特別計画研究，特別教育研修及び特別実験B (MO T専攻は「地域技術

ピジョン演習BJ），及び本コース独自の価値創成キャリアデザイン科目である。

(1)価値創成キャリアデザイン科目

標記科目の麗修により，将来価値創成グローパルリーダーとして必要不可欠な「コミュニケーシ

ョン能力，研究能力」を身につける。

※ 以下の事項については，平成 28年度大学院理工学研究科学生便覧（工学系）もしくは平成 28 

年度大学院有機材料システム研究科学生便覧の当該項目に準じる。

(2）講義科目（有機材料システム専攻は「専門科目J及び「グローパノレ・実践科目J)

(3）特別演習B

(4）研究計画（プロポーザル） (5）特別計画研究 (6）特別教育研修

(7）特別実験B （ものづくり技術経営学専攻（MOT専攻）は「地域技術ビジョン演習BJ) 

各専攻の授業科自及び単位数を，大学院理工学研究科学生便覧（工学系）および大学院有機材料シ

ステム研究科学生便覧の所定の表に示す。

講義科目については，一部を除き所属の研究科を超えて自由に履修することができる。

2-4 履修申告

(1）入学初年度 1学期に，キャリアデザインセミナーを必ず履修すること。

(2）学期始めに主指導教員及びプロジェクト教員と相談し，履修しようとする授業科目を決定し，履

修登録の手続きを行うこと。

(3) 3～ 5年次の履修については， 3年次の年度に配布される便覧に従い博士後期課程用の履修届を

提出すること。

2-5 履修基準

[ 1～2年次1
1～ 2年次で必要な最低修得単位数は，各専攻科で定める平成28年度大学院理工学研究科学生便

覧（工学系）もしくは平成 28年度大学院有機材料システム研究科学生便覧の博士前期課程履修基準

表に示された主専攻で修了に必要な 30単位以上（ものづくり技術経営学専攻のとうほく M ITRA 

Iコースは， 40単位以上）に加え，価値創成キャリアデザイン科目からの4単位である。すなわち，

最低修得単位数は 34単位（ものづくり技術経営学専攻のとうほく M ITRA Iコースは， 44単位）

である。ただし，選択講義科目として副専攻の講義科目（副専攻が有機材料システム専攻の場合は専

門科目）から 4単位以上を修得すること，また，主専攻以外の講義科目を合わせて， 10単位以上（情

報科学専攻は8単位以上，ものづくり技術経営学専攻のとうほく M ITRA Iコースは 22単位以

上）を履修すること。

※有機材料システム専攻を主専攻とするコース生は，自専攻講義科目として修得が求められている 1
0単位について，価値創成キャリアデザイン科目 4単位以上修得することを条件として有機材料シス

テム専攻のグローパル実践科目の中から修得が求められている 4単位以上の修得は，有機材料システ

ム専攻の専門科目の中からの修得に代えることができる。

[3～5年次1
3～ 5年次で必要な最低修得単位数は，主専攻が理工学研究科の専攻の場合，平成 28年度大学院

理工学研究科学生便覧（工学系）の博士後期課程履修基準表に示された主専攻で修了に必要な科呂か

ら12単位以上に加え，価値創成キャリアデザイン科目から 6単位，合計 18単位以上である。主専
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攻が有機材料システム専攻の場合は，平成 28年度大学院有機材料システム研究科学生便覧の博士後

期課程履修基準表に示された主専攻で終了に必要な科目から 18単位以上に加え，価値創成キャリア

デザイン科目から 6単位，合計 24単位以上である。

2 -6 QE (Qua I i f y i ng Exam i nation ：博士課程研究基礎力説験）
本コースに在籍し， 1～ 2年次履修基準の授業科目を修得する見込みがあり，かっ，次の要件を満た

し，研究指導を受けた学生は， QEを受けることができる。

QEを受ける要件は，①英語による国際学会発表 1件を発表済みもしくは英文予稿 1件を投稿済みで

あること，②論文 1件（英語を推奨し，査読付プロシーディングも認める）を投稿済みであることとす

る。要件①および②ともに QEを受ける学生が筆頭著者であることが必要である。

要件の確認は， QEを受ける年度の 11月末に行う。

QEは，大学院理工学研究科博士前期課程米沢地区委員会が選出する QE審査委員が行う。

1～ 2年次の履修基準を満たし，所定の単位を修得の上， QEに合格した学生は，修士の学位を受け

ずに 3年次に進級する。修士論文審査を受け，博士前期課程を修了すると，本コースの 3年次に進級で

きないので注意すること。

2-7 博士論文の審査及び最終試験
QEに合格し 3年次に進級した後，本コースにおいて 3～ 5年次の課程を履修し，履修基準の授業科

目を修得する見込みがあり，必要な研究指導を受けた学生は，論文計画の審査に合格した後に，博士論

文を作成し，審査申請することができる。審査申請は，主専攻の審査手順に従う。

提出された論文は，大学院理工学研究科委員会が選出する論文審査委員により審査される。最終試験

は，論文提出者が各専攻開催の公聴会において学位論文の内容を発表する際に，関連する事項に対して

論文審査委員が口頭又は筆答で試聞を行う形で実施される。

2 -8 EGE (End-of-Gour se Exam i nat i on ：フレックス大学院修了試験）
フロンティア有機材料システム創成フレックス大学院自己評価報告書（所定の様式）を作成しフレッ

クス大学院教育ディレクターから承認を得た後に，博士論文の審査と最終試験の審査を申請することが

でき，かつ，履修基準の価値創成キャリアデザイン科目の単位修得とワーク修了の見込みがある学生は，

ECEを受けることができる。

ECEは，フレックス大学院プログラム開発・運営委員会が選出する ECE審査委員が行い，本コースの

教育目標に掲げる能力を身につけていることを，口頭試問を行う形で実施される。

2-9 修了要件
本コースの修了の要件は 本コースにおいて 1～ 2年次の課程を履修し QEに合格した後 3～ 5年次

の課程を履修して，所定の単位を修得し，かっ，必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査及び最終

試験， ECEに合格することである。本コースの課程を耀修できる期間は， 1～ 2年次は 2年， 3～ 5年

は3年とし，これを越えることは認められない。

特に優れた研究業績を上げた者は，修了までの期間の短縮を認めることがある。

2-1 0 学位の授与
本コースを修了した者には，博士（工学）の学位が授与され，学位記に本コースを修了したことが付

記される。

2-1 1 留年鑑休学または修了が圏難となった場合の処置について
留年・休学が確定した学生又は指導教員グループoの教員が修了困難と判断する学生は，やむを得な

い事情を除き，本コースから離脱する。この場合，リーディングフOログラムによる経済的支援を速やか
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に中止する。

2-1 2 その他
本コースの学生は，原則として就労を行うことはできないが， TA （ティーチングアシスタント），

RA  （リサーチアシスタント）については，山形大学大学院理工学研究科（工学系）博士教育課程リー

デイングフOログラム「フロンティア有機材料システム創成フレックス大学院」奨励金規程に従うものと

する。
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3. 力リキュラム

価値創成キャリアヂザイン科目／ワーク及び単位数表

単
開講期及び週時間数

開講 1年次 2年次 3年－次 4年次 5年次
担当教員 備考授業科目名

形態
位

2 8年度 2 9年度 2 8年度 2 9年度 3 0年度
数

前期後期 前期後期 前期後期 前期後期 前期 後期

キャリアデザイン

神戸士郎セミナー
講義 2 2 [2] 

イ也
必修

Career Designing 

Seminar 

価値創成
ブcロジェクト

古川英光
必｛＠：Innovative 実習 1 1 [l] 〔l]

｛也
systems 

Co creation project 

実践型PBL教育I プロ、ジェク

Project Based 実習 1 2 ト教員 必、4彦※
L巴arning(I) 他

主指導教員
実践型PBL教育II 

[4] [4] [4] [1] [4] 
高lj指導教員

選択Project Based 実習 2 4 
神戸士郎

L巴arning(II) 
他

グローパルコミュニ
高橋辰宏

ケーション演習
演習 2 2 [2] [2] 非常勤講師 必修

Exercise for Global 
｛也

Communication 

フレックス大学院
高橋辰宏国際共同研究
主指導教員

（長期海外イン
実習 4 8 [8] [8] [8] [8] [8] プロジェク 必：，｛＠：

ターンシップ）
ト教員

International 
他

Internshio 
フレックス大学院

シンポジウム／
松葉豪

セミナ－I
ワーク 。1 古川英光 必修

International 
f也

Symposia I Seminars 
I 

フレックス大学院

シンポジウム／
松葉 ；舟E告く己

セミナーII 
ワーク 。 1 古川英光 必修

International 
他

Symposia I 
Seminars II 

Myポータルサイト 古川英光
必修ワーク 。1 1 1 1 

他My Portal Website 

（注）［ ］内の数字は、該当科目の所定の開講年度以降の開講予定適時間数を示す。

※ この授業科目は 28年度の履修を認める場合がある。

日叫
d
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価値創成キャリアヂザイン科目／ワーク（単位無し）の内容

授業科目／ワーク名 ｜ 授業科目の内容 ｜ 担当教員

自らの希望するキャリアを明確化し，大学院での取り組み｜神戸士郎

を効果的なものとすることを目的とする。大学院修了後の｜他

具体的な進路を受講生各自が想定し，そのために必要とな

キャリアデザイン ｜る能力・知識・技術・専門などを検討してから， 2年間ま

セミナー iたは 5年間の履修計画と学習計画を立てる。大学院で履修

する科目だけに限らず，国内外での活動内容・研究内容を

Career Designing Seminar i包含した形で，大学院修了後に自分が持つべき学術的知識

や技術，習得すべき人間力を把握し，具体的なキャリアを

デザインする。

価値創成を求められている分野で活躍することを想定｜古川英光

価値創成プロジェクト ｜し，「新たな分野の創成に挑戦する上で必要な研究力・創｜他

造性を養う講義である。具体的には、プロジェクトマネ

Innovative systems ｜ージメント及び，プレゼンテーションの演習を通して，研

Co creation project ｜究を推進し発表する能力の獲得を目指す。

大学院修了後に，学生は大学や企業などで専門知識を活用｜プロジェクト

してグローパルに活躍することが求められる。この実習で｜教員

は実際に学生がプロジェクト先等に赴き，問題解決型の課 j他
題に主体的に取り組むことで社会人として求められる基

実践型 PBL教育 I ｜礎能力を育成する。また問題意識を持って課題解決がで
き，チームをマネジメントできる能力と，コミュニケーシ

Project-Based Learning iヨン能力の形成を図る。プロジェクトに関わることで，理
(I) i論と実践の間の溝，プロジェクトにおける障躍を理解し，

実践型 PBL教育 II

Project-Based Learning 

(II) 

これを乗り越えることができる力と，高い職業意識ならび

に自立心・責任感を身につける。さらに技術者・研究者と

しての自立性（自律性）の育成も目指し，就業体験を通し

た職業意識の向上と職業観の育成を図る。

より幅広い視野から物事を術！！敢できるように，専門分野の

異なるグローパノレ企業等の研・究現場で，実習と情報収集に

取り組む。敢えて未知の領域で課題解決に取り組むことに

より，文理融合型の知識や他の専門分野の技術・知識を身

につける。果敢に物事に挑戦するマインドと探究心，複眼

的なものの見方などを樹養する。他の研究チームに所属す

るこ tで， 1つの分野にとらわれない幅広い視野を育成

し，他分野の異なる教員や共同研究者などと一緒に学習・

研究を行うことで専門の壁を乗り越える。コミュニケーシ

ョン能力にさらに磨きをかけ，技術と技術の融合、技術の

新規性と事業化などの視点を身に付け，これを展開できる

能力を身につける。異なる研究や専門性に触れることによ

って独創的なアイデアを創出したり，新しい手法・方法を

見出したり，先進的な計画を立案・実施できるようになる

ことを目指す。
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主指導教員

副指導教員
神戸士郎

他



グローパルコミュニケーシ

ヨン演習

Exercise for Global 

Communication 

フレックス大学院国際共同

研究（長期海外インターン

シップ）

International Internship 

（ワーク）

フレックス大学院

シンポジウム／セミナーI

International Symposia I 
Seminars (I) 

（ワーク）

フレックス大学院

シンポジウム／セミナーII

International Symposia/ 

Seminars (II) 

（ワーク）

Myポータルサイト

My Portal Website 

研究活動だけに限らず，グローパノレな世界を舞台に活躍を

するためには，学会やシンポジウム，セミナーなどにおけ

る英語能力のみでなく，国際的な企業交渉や外交交渉など

に挑めるような交渉力，調整力，説得力，人を惹きつける

力，プレゼンテーション力などが必然的に求められること

になる。本演習では， 1年次に実践演習として短期海外研

修に参加もしくは他の海外研修経験等により実際のグロ

ーパルコミュニケーションの有り方を体験するとともに，

3年次以降には講義演習形式で各種交渉・商談および国際

標準化を成し遂げるために必要な専門用語を学ぶことに

加えて，ディベート型学習を通じて交渉力を身につけるこ

とを目指す。

国外の企業・大学等の研究室において研究活動を行うこと

で，専門分野の更なる強化と拡大を図るほか，国外の文

化・社会・価値観を分析・理解する。コミュニケーション

能力と研究能力を飛躍的に向上させ，グローパノレ人材とし

て活動するための実践力を確実に習得する。専門分野への

理解を深化させて最先端の技術と理論を知るとともに，世

界の研究動向や教育・研究手法を習得する。また異なる文

化圏において長期間に渡って滞在して研修を行うことで，

異文化適応やグローパノレコミュニケーション能力の向上

を目指す。

学生同士が協力して、国際シンポジウムや国際セミナーを

企画し開催する。シンポジウム／セミナーの企画・立案・

運営を学生が行うことで、マネジメント能力を身につけ

る。加えて、若手研究者間の国際ネットワークを構築する。

本ワークでは，シンポジウム／セミナーにおける参加，発

表，議論を通じて，プレゼンテーションカと英語力強化を

行う。

学生同士が協力して，国際シンポジウムや国際セミナーを

企画し開催する。シンポジウム／セミナーの企画・立案・

運営を学生が行うことで，マネジメント能力を身につけ

る。加えて、若手研究者間の国際ネットワークを構築する。

本ワークでは，シンポジウム／セミナーにおける企画・立

案・運営を通じて，マネジメント力と英語力を強化する。

所定のホームページを「学生ポータノレサイトJとして活用

し，学生のアクティピティをコンテンツや各人の CVとし

て情報発信し，国際交流やネットワーク形成につなげ，グ

ローパルに活躍するリーダーへと導くワークである。 1～

2年次には海外研修やインターンシップなどに関するコ

ンテンツ， 3～ 5年次には学会発表や論文発表に関するコ

ンテンツや各人の CVなどを作成し，コンテンツの英語化

を含めて，グローパルに向けた情報発信の有り方を身につ

ける。

高橋辰宏

非常勤講師

他

高 橋辰宏

主指導教員
プロジェクト

教員

他

松 葉豪
古 川英光

他

松 葉 豪

古川 英光

他

古 川英光

他

1
3ム

A斗
A



力リキュラムマップ

カリキュラムマップは，本コースで開講される価値創成キャリアデザイン科目が本コースの掲げる学修

目標に対してどのような位置づけであるかを示したものである。履修計画を立てる際に，獲得すべき能

力について確認し，選択科目を麗修する際の判断指標として利用すること。

I 1年次 ＠ ＠ ＠ ＠ 

履修年次 I 2年次 ＠ ＠ ＠ 

J 3 5年次 ＠ ＠ ＠ ＠ 

フレッヴス大学 フレッウス大学 ゲローパJレコ
フレッウス大学

キャリアデザイン 価値創成 実践型P日L マイポヲjレサ 実践型PBL 院国際共同研
援業科目名

セミナー プロジェウト 教育I
院シンポジウム 院シンポジウム

イト 教育II
ミュニケーシヨン

究（長期海外イ
／セミナーI ／セミナーH 演習

ン安一ンシップ）

開講形態 講義 実習 実習 ワーヴ ワーク ワーウ 実習 演習 実習

松葉重量 松葉重量
主指導教員

高橋辰宏
品橋辰宏

担当教員 神戸士郎 古川英光 プロジェウト教員
古川英光 古川英光

古川英光 副指導教員
非常勤講師

主指導教員
｛由 ｛也 他 f由 神戸士部 プロジヱウト教員

他 （也
｛也

他
｛由

単位数 2 1 。 。 。 2 2 4 

学修目標 必修 必修 必修 必修 必修 必修 選択 必修 必修

有機材料工学を主とし電

1-1 
気電子工学・システム工学 。 。 。 。 。
の慕盤知識を備えた責度主主
裏尽銭

創造性

科学的視点と経済的視点！

1-2 
ミウロな視点とマウロな視点 。 。 。 。 。
などの復唱的Ml重量ilと鏑館
盛成案珪11

国際交渉に臨める.2'._g_二d
11-1 &:i'.l::同コミュ 'L.ーション 。 。 。 。 。

11 

主体性

エネルギーや環境に対する

11-2 高い問題意i量と地球規模の 。 。 。
福祉増進を目指す丞丞孟血
役箆食E主
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履修モヂル（必要臆修単位数）

課程 科目 選ヱ学研究科所属コース生
有機材料システム研究科

備考
所属コース生

理工学研究科白専攻 専門科目 10 

理工学研究科他専攻 専門科目 ミ三4* 10 ＊富I］専攻科目として履修

専門科目 ミ三4*
10 

ミ主6 ＊冨I］専攻科目として侵修

グローバル・実践科目 A 10 

（理工系のための実用英語I理工系のため
~2** ミ主2** 

＊＊コース生！ま「グローパル・コミュニ

博士 有機材料システム専攻 の実用英語n.知的財産権・グローパルコミュ ケーション演習IJを必ず臆修すること

前期
ニケンヨン演宮 I)

課程 グローバル・実践科医 B 
（キャリアデザインセミナ ・儲績割成プロ ＊＊＊コース生！ま履修できないジェクト実躍型PBU教育 Iフレックス大学段
シンポジウム／セミナー・マイボ＿，，ルサイト）

フレックス大学校 キャリアデザイン科目 4 4 ＊＊本＊ワーク（0単位）を含む

自専攻 特別演習A・特別実験A 10 10 

合計 34 34 

理工学研究科白専攻 専門科目

理工学研究科偽専攻 専門科目 6 6 

専門科目

有機材料システム専攻
グ口一バlレ・実践科g

博士 （実珪型PBU教育E，グローパ，，コミュニケー ＊＊＊コース生は履修できない
後期 ション演習n.国陣共同研究）

課程
フレックス大学続 キャリアデザイン科目 ＊＊＊本ワーク（0単位）を含む6 6 

特別計図研究・特別実験B 日 6 

自専攻
特別教育研修・研究計額・
特別演習B

単位なし 6 

合計 18 24 

【注意】

＊講義科目は所属の研究科を超えて相互に履修することができる。

料本コース生は，有機材料システム専攻のグローパル・実践科目の「グローパノレコミュニケーション

演習 Ijを価値創成キャリアデザイン科目の「フレックス大学院シンポジウム／セミナー I （ワー

ク） Jとセットで履修すること。

＊＊＊本コース生は，有機材料システム専攻のグローパノレ・実践科目のうち，以下の科目は履修できな

。
、‘

BUuw 

博士前期課程：「キャリアデザインセミナー」「価値創成プロジェクトj 「実践型 PBL教育 I」「フレ

ックス大学院シンポジウム／セミナーj 「マイポータノレサイトJ

博士後期課程：「実践型 PBL教育HJ fグローパノレコミュニケーション演習EJ「国際共同研究j

料＊＊以下のワーク（0単位）を履修すること。

「フレックス大学院シンポジウム／セミナー I」「フレックス大学院シンポジウム／セミナ一rr」

「マイポータルサイト」

ηδ 4
 

3
i
 



フレックス大学院の履修モヂル理工学研究科所属の場合
l年次 2年次 3年次 4年次 5年次

①講義科目から、主専攻の履修基準
－－ーーーーーーーーーーーーーーー」ーーーーーーーーー司町古司町四回目’

｜⑤講義科目から、主専攻の履修基準 l
に準じ20単位以上（ものづくり技術 lに準じ6単位以上
経営学専攻の価値創成コースは24単 ーーーー－ －ー百四四百四回自由明尋問 岡崎岬司時四国司ーー町四四四日巴目

位以上、とうほくM ITRA Iコース

は 34単位以上）

ただし、肩11車工主よしユ二五機拡魁シス
テム重工まの裏目設国泣も4単｛すはヒ
を修得すること。また、ギ専攻以外

議 の議義説己主合たせて 1 0巣fil:J;l,

義 よ（情報科学専攻は8単位以上、と
うほくMITRA Iコースは22単
位以上）を修得すること。
なお、有機材料システム専攻で開講

するグローバル・実践科目
「グローパルコミュニケーション
I J 2単位を必ず履修すること。

一 ②価値創成キャリアデザイン科目か ⑥価値創成キャリアデザイン科目か

ら4単位 ら6単位以上
実

間同町雨時四阿同時同同“明間白幽L山崎

習
⑦特別計両研究：

ワ
2単位（必修）

③特別教育研修：

ク 回
単位なし（必修）

回* 4町 4町

回目白四回目ーーーーーーーーーー ーーーーーー百四四回目四四回』

③特別演宵A:4単位（必修）
：⑨特別演習 B ：単位なし（必修）

演 ④特別実験A:6単位（必修）
：⑩特別実験B:4単位（必修）習

lただし、ものづくり技術経営学専 l l - - -－ーーーーーーーーー－－－ －－－－－－－－－－回目ー－ --.. 

実 l攻は研究論文特別演習A 6単位 : : 
験 ’t 

: （必修）

l－－－－－－－由自由自由自白血－ -－ーーーーーーーーーーーーー』 1

h 回目ーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーー』

「 z
四四回目四四回目『

l⑬研究計値i : 
l論文 : 

' （プロポーザル） ' 
: 計凶 : 

l単位なし（必修）

「ーーーーーーーーーーー－ -－四四 回目岳由同由ー曲目白『『同時時四時 四日ー】叫『－－－.

研 国内・国際学会発表 国内・罰際学会発表、投稿論文執筆

究 投稿論文執筆 ‘『日四四回目】】四回目白回目ーー ーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーー－ , 

l学位論文作成

: ＇￥：位論文審査

l学位論文公聴会

1 最終試験

最
1～2年次最低修得単位数：ft¥: 

履 合計34単位以と 3～5年次最低修得単位数：

（主 （①十②十③十④） 合計18単位以 t
単 （とうほくM ITRA Iコースは （⑤十⑥十⑦＋⑧十⑨＋⑩十⑪）
1立 44単位以上）
数

仁コ フレックス大学院の基準（実線枠） 仁：：主専攻の基準（点線枠） 女中間報告会

※l Qualifying Examination：博士課程研究基礎力試験

※2 End of Course Examination：フレックス大学院修了試験
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フレックス大学院の履修モヂル有機材料システム研究科所震の場合
l年次 2年次 3年次 4年次 5年次

崎町問時開問時間問団ーーーーーー＿J＿ーーーーーーーー四－－－－ーーー、 －－ーーーーーーーーーーーーーーー」ーーーーー－--－ーーーー E 司回目
①講義科目から、主専攻の履修基準 i⑤講義科呂から、主専攻の履修基準；

に準じ20単位以上 ；に準じ6単位以k

ただし、高11裏攻よし玉翠工主盟主EI士
のい宇品配の裏毛主の議義社日企与 4
単位五よよを修得すること。また、主

主主J:.M:1の謎義社忌玄合長せエ 1 

0単位以ヒを修得すること。

言葺
I 
I 

義 なお、グ、ローバル・実践科目から、 4 : 

単位以上を履修すること。
； 
I 

ただし、 「グローパルコミュニケー I 
I 

ション IJ 2単位を必ず履修するこ I 

と。なお、不足の 2単位は専門科呂 ’ 
から修？辱しでもよい。

一 ②価値倉！J成キャリアデザイン科目か ⑥価値創成キャリアデザイン科目か

ら4単位 ら6単位以上
実

r－ーーーーーーーー＿＿＿＿＿＿＿L『
習 i⑦特別計画研究：

I 

: 2単位（必修）
ワ

i③特別教育研修：

ク 回
: 2単位（必修） : 

山4町 * 
四回目同司伺何回同町よI四

ミk

演 「ーーーーーーーー四回目ーー悼同』 四回目ーーーーーーーーーーーー－， r __ L ＿＿＿＿＿一一一一－ I 

習 ’ l③特別演習A:4単位（必修） i⑨特別演習 B : 2単位（必修） ’ 
：R特別実験A:6単位（必修） ’ l⑩特別実験B : 4単位（必修）

実
験 ‘・・・・圃圃圃圃圃圃岨・・曲岨白崎直喝，~-－恒申’噌開『..帽 ，．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．， L・・ーーーー－－－－－－－－－－－ ________________ ., 

「 1
四回目四回目押目『

l⑪研究計画 : 
: 至H宝同土、：＇入~ : 

。（フ。ロポーザル） 。
！ 計画 : : 2単位（必修） : 

「ーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーー－，

研 国内・国際学会発表 国内・国際学会発表、投稿論文執筆

究 投稿論文執筆 a回目幽曲目四回目 E 四回目自由－－－ －－－－－－－四回目由回目ーー四ー ーーーー自由 E 自由 d

「ーーーーーーーーーーーーーーー『

：学位論文作成 ！ 

l学位論文審査 : 

l学位論文公聴会 i
！最終試験 ； 

最
jll; 

履 1～2年次最低修得単位数： 3～ 5年次最低修得単位数：

1主 合計34単位以上 合計24単位以上
単 （①十②十③十④） （⑤＋⑥十⑦＋⑧十⑨＋⑩十⑪）
位
数

仁コ フレックス大学院の基準（実線枠） :_ -＿：主専攻の基準（点線枠） 女中間報告会

※1 Qualifying Examination：博士課程研究基礎力試験

※2 End of Course Examination：フレックス大学院修了試験
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学生生活案内

1圃学生生活の心得

1 -1 自動車・バイクによる通学の自粛

本学部構内への自動車・バイクの乗入れは，騒音による授業等の妨げにもなるため自粛

してください。なお，自動車による通学は駐車場も少ないため，構内駐車許可申請により

特に許可された場合を除き禁止します。

1 -2 掲示板

学生への通知・連絡・呼出等はすべて掲示によって行し、ますので，掲示板は常時注意し

て見る習慣をつけ，重要な掲示を見逃して自己に不利益な結果を招くことのないよう心が

けてください。

＠ 大学院理工学研究科の掲示板は， 5号館 1階ピロティに設置しであります。

1-3 交通事故について

本学部（研究科）では，残念ながら学生が当事者となった交通事故が毎年多数発生して

おり，特に死亡事故等の悲惨な人身事故も毎年数件発生しています。ひとたび事故が起こ

ると学業への支樟ばかりでなく，精神的・経済的にも多大な負担が生じます。自動車，バ

イク等を運転する際は，自己本位の姿勢は捨て，交通ルールを厳守するとともに，無謀な

運転は厳に慎み，安全運転を心がけてください。

また，交通事故の当事者となった場合は，被害者側，加害者側jの如何にかかわらず，直

ちに事故状況届を学生サポートセンター・学生支援担当に提出してください。帰省先等で

発生した事故についても同様に提出してください。

2. 諸手続について

2-1 学生証について

＠ 学生証は，学生としての身分を証明する重要なものですから必ず携帯してください。

＠ 修了，退学，除籍又は有効期間が経過した場合は，直ちに返納してください。

＠ 学生証を紛失したとき又は使用に耐えなくなったときは，速やかに学生証再発行願を

学生サポートセンター・学生支援担当に提出し，交付を受けてください。

2-2 諸証明書について

証明書は自動発行機によるものを除き，原則として申込日の 2日後に交付します。証明

書自動発行機による証明書類は，在学証明書，修了見込証明書，成績証明書（博士後期課

程学生を除く），学生旅客運賃割引証，健康診断証明書です。

(1）学生旅客運賃割引証（学割証）

＠ 自動発行機により交付を受けてください。

＠ 年間 1人当たりの交付枚数に限度（年間10枚）がありますから有効に使用してください。

一 149 



＠ 他人に譲渡したり，不正に使用したりしないでください。

＠ 乗車券の購入及び旅行の際は，必ず学生証を携行してください。

(2）列車の通学証明書（学生サポートセンター学生支援担当：①番窓口）

列車の通学証明書を必要とする者は，学生証を持参し，申し出てください。

(3）健康診断証明書

4月の定期健康診断を受診した場合は自動発行機より交付を受けてください。

(4）成績証明書

博士前期課程の学生は，自動発行機により交付を受けてください。

博士後期課程の学生は，諸証明書交付願に所要事項を記入し，申し込んでください。

(5）修了見込証明書

修了予定年次に入ってから，自動発行機により交付を受けてください。

2-3 休学園復学・退学 E 除籍について

(1）休学

病気その他の理由で2か月以上修学できない場合は 野晶、出により休学することがで

きます。休学しようとする者は，休学願を保証人連署の上，指導教員（主指導教員）の

許可を得た上で提出してください。病気の場合は，医師の診断書を添付してください。

休学期間は 1か年以内です。ただし，特別の理由により引き続き休学する場合は，改

めて願い出なければなりません。なお，休学期間は通算して，博士前期課程にあっては

2年を，博士後期課程にあっては 3年を超えることはできません。また，休学期間は在

学期間に算入されません。

学期開始の月の末日（前期は4月 30日，後期は 10月 31日）までに休学を許可された

場合は，月割計算によって休学する翌月から復学する前月までの授業料は免除されます。

したがって，学期開始の月の末日後に休学が許可された者は，授業料は全額納付しなけ

ればなりません。

(2）復学

休学期間内にその理由が消滅した場合は，復学願を保証人連署の上，指導教員（主指

導教員）の許可を得た上で提出してください。なお，休学期間満了に伴う復学の場合に

は，休学期間満了前に復学届を提出してください。

(3）退学

退学しようとする者は，退学願を保証人連署の上，詳細な理由を記入し，指導教員（主

指導教員）の許可を得た上で提出してください。

退学する場合には，その学期に属する授業料は納付しなければなりません。

また，退学する者は学生証を返納しなければなりません。

(4）除籍

在学期間が修業年限の 2倍を超えた者，病気その他の理由で成業の見込みがないと判

断された者は除籍されます。また，授業料の納付を怠り，催促を受けてもなお納付しな

い者も除籍されます。
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3. 授 業 料

3-1 授業料の納入方法

授業料は，次の4つの納付パターンから選択して口座振替により納付していただきます。

この方法は，本学指定の銀行の口座（学生本人または保護者名義）を届け出ていただき，

選択された納付パターンに応じて引き落としを行うものです。各月の引滞日は，ホームベ

ージを参照してください。

免除・奨学金）

（山形大学ホームページ→キャンパスライフ→学費・授業料

納付パターン

1. 年1由払い（ 1年間分の授業料を4月に振替）

2. 年2田払い（前期分は4月，後期分は 10月に振替）

3. 年 10回均等払い（前期分は4～8月，後期分は 10月～2月の各月に振替）

4. 年 10回ボーナス併用払い（年 10回払いで，前期分は8月，後期分は 1月にボーナ

ス分を加算して振替）

3-2 授業料の免除について

授業料の納付が困難な場合に，願い出により選考の上，前期・後期毎に，その期の授

業料の全額又は半額を免除する制度があります。

経済的理由による免除：経済的理由等によって授業料の納付が困難であり，かっ，学

業成績優秀と認められる者

特別な事情による免除：授業料の納期前6ヶ月（新入学者については 1年）以内に置

いて，学生の学資を主として負担している者が死亡し，又は

学生若しくは学資負担者が風水害等の被害を受け授業料の納

付が困難と認められる場合

授業料の免除に関する諸手続きは，学生サポートセンター学生支援担当で取り扱いま

す。

注意事項

＠ 申請手続，提出書類，期日等については，その都度掲示により周知しますので注意し

てください。

＠ 授業料の免除の願い出をした者は，判定結果が出るまで授業料を納付しないでくださ

。
、、‘．1ν 
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4. 奨学制度について

4-1 日本学生支援機構（IB日本育英会）

(1）出願の資格

学業，人物ともに優秀，かっ健康で，経済的理由により修学困難と認められる者

(2）奨学金の種類と貸与月額

種 551J 貸 与 月 額

博 士 日IJ 期
5 0, 0 0 O円又は 8 8, 0 0 0円の

第 種
何れかを選択する。

博 士 後 期
8 0, 0 0 0円又は 122, 00 0円の

何れかを選択する。

博 士 同IJ 期
5 0, 0 0 O円 8 0, 0 0 0円

第 種
100, 00 0円 130, 00 0円

f専 士 後 期
及び 150, 00 0円のうち，何れかを

選択するn

(3）奨学生出願の手続

＠ 学生支援担当から申請書等の交付を受け，必要書類を提出した上でインターネットに

より入力し，手続してください。

＠ 奨学生募集は，掲示により周知しますので期日に遅れないよう願し、出てください。

(4）奨学金継続願の提出

奨学生に採用された者は，毎年冬に奨学金継続願を提出しなければなりません。定め

た期限までに提出しない者は「廃止Jと認定され，貸与が受けられなくなります。

(5）奨学生の異動届

奨学生に身分上の異動が生じた場合は，速やかに届け出てください。

4-2 その他の奨学団体

地方公共団体等の奨学生募集は，大学を経由するもの以外に，公報などで周知し本人か

ら甚接出願させるものなどがあります。募集通知があり次第，その都度掲示しますので注

意してください。

5.保 健
よりよい学生生活の基盤は何といっても健康です。また，意欲的な学業修得の第一条件

も心身ともに健康であることに他なりません。それを全うするためには，学生の皆さんが

日々心身に留意し，あらゆる機会と施設を利用して，常に自分の健康は自分が進んで保持

し，増進するよう心がけることが大切です。

5-1 保健管理室

日常の軽いけがや大学内での正課，課外活動中，又はその他において負傷又は急病等不

時の疾病の場合，開室中であればいつでも診療や応急処置を行いますので利用してくださ

。
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5-2 健康診断

(1）定期健康診断

学生の定期健康診断は，学校保健安全法に基づき毎年4月に行い，注意を要するもの

については精密検査を実施し，療養に関する注意や適切な助言指導を行っています。

健康は，自分で、っくり出すものであるという認識にたって，病気の予防，早期発見の

ために積極的に健康診断を受診してください。定期健康診断を受診していなければ，健

康診断書の発行はできせん。未受診の場合は，進学・就職の際支障を来しますので注意

してください

(2）学校医（専門医）による健康相談

＠ 内科，眼科，精神科の各科目について，毎月 1～2回，学校医が学生の健康相談に応

じています。詳しい日時は，前もって掲示板に掲示します。

(3）スポーツ関係者健康診断

対外試合出場学生等に対して，随時行し、ます。

5-3 学生相談室

心の悩みや学習上の悩み等について気軽に相談してもらうことを目的に学生相談室を設

けていますので，問題解決の第一歩として是非利用してください。秘密は厳守します。場

所は，保健管理室となっています。

5-4 キャンパス・ハうスメント相談

セクシヤノレ・ハラスメント及びアカデミック・ハラスメント，パワー・ハラスメント等，

大学内で起こり得る次のようなハラスメント行為（キャンパス・ハラスメント）は，個人

の人権を侵害するものであり，し、かなる場合でも許されません。

－地位や権限や力関係を利用して，学習，研究等に関する自由と権利を侵害すること 0

・相手又は周囲の者を不愉快にさせ，学習・研究環境を損なう状況をもたらすこと。

－本人が意識しなくとも，相手が「望まない言動」と受け取ること。

キャンパス・ハラスメント防止のためには，お互いの人格を尊重し合う等，ひとりひと

りの心構えが最も重要ですが，不幸にも発生してしまった場合には，一人で悩まずに，キ

ャンパス・ハラスメント相談員に相談してください。

6. 学生教青研究災害傷害保険
学生の傷害に対する救済措置として「学生教育研究災害傷害保険制度」が設けられてい

ます。これは，全国の大学に学ぶ学生諸君が「互助共済制度j によって災害事故に適切な

救済援助を行うものです。詳細については，「学生教育研究災害傷害保険のごあんない」及

び「学生教育研究災害傷害保険のしおり Jを参照してください。請求手続は，保健管理室

で、行っています。
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7. その他

7-1 図書館の利用について

工学部内に図書館が設けられています。学生証を提示して利用してください。

手u用時間平 日 8 : 4 5～2 2 : 0 0 

土 曜 9: 0 0～ 1 7 : 0 0 

日曜・祝日 1 3 : 0 0～ 1 7 : 0 0 

ただし，学生の休業等における期間中は，平日のみ 8: 4 5～ 1 7 : 0 0とします。

(HPアドレス http//www.lib .yamagata ・u.ac.jp/) 

7-2 火災防止

(1）火災防止については，特に注意を払い災害の起こらぬよう心がけてください。

(2）整備に不完全な点を認めた場合は，直ちに警務員室又は施設管理担当に連絡してくだ

さし、。

(3）指定の場所以外で喫煙しないでください。

(4）実習，実験等で火気を使用する場合は，その取扱い及び後始末は特に注意してくださ

い。また，木造の施設を使用する場合も，火の後始末は十分に注意してください。

(5）屋外での焚火はしないでください。

7-3 遺失，拾得物

構内，教室等において，遺失，拾得したときは，速やかに学生支援担当に届け出てくだ

さし九

7-4 盗難の予防

キャンパス内は，外部からの出入りが容易であり，不審者の特定も困難であるため，盗

難予防には十分に留意してください。教室内，研究室内，課外活動共用施設等において被

害に遭わないよう，金品の管理を怠りなく，また，自転車等にも鍵をかけ忘れのないよう，

十分気をつけてください。

7-5 緊急時の連絡について

地震，風水害，火災等の災害に被災した学生は，自分及び友人の安否，被災の程度につ

いて，速やかに学生支援担当と指導教員（主指導教員）に連絡してください。

学生支援担当 TEL : 0238-26-3017 FAX : 0238-26-3406 

Mail : kougakusei@jm.kj .yamagata ・u.ac.jp 
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山形大学工学部配置図
（構内駐車場・自転車箇バイク配置図）
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V 諸規則 等
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山形大学大学院規則（抄）
［昭和 39年4月 1日］

目次
第 1章総長日（第 1条・第 1条の 2)
第 2章標準修業年限（第 2条・第 3条）
第 3章入学，進学，休学，退学等（第 4条一第 11条）
第4章教育方法等（第 12条一第 17条）
第 5章教育職員免許（第 18条）
第 6章課程修了の要件及び学位の授与（第四条第 23条）
第 7章 科目等履修生，研究生，特別聴講学生，特別研究学生及び外国人留学生（第 24

条第 28条）
第 8章検定料，入学料，授業料及び寄稿料（第 29条）
第9章 岩手大学大学院連合農学研究科における教育研究の実施（第 30条）
第 10章雑則（第 31条）
附則

第 1章総則

（趣旨）

第 1条 この規則は，国立大学法人山形大学及び山形大学基本組織規則第 25条第3項の規定

に基づき，山形大学大学院（以下 f本大学院」としづ。）における教育の実施について必

要な事項を定めるものとする。

（目的）

第 1条の 2 本大学院は，学術の理論及び応用を教授研究し，その探奥を究め，又は高度の専

門性が求められる職業を担うための深い学識及び卓越した能力を培い，文化の進展に寄与

することを目的とする。

2 各研究科の目的，課程・専攻及び収容定員は，次のとおりとする。

研究科 自 的 課 程 ． 専 攻 入学定員 収容定員

理工学研 種々の分野で先 博士前期課程

究科 端科学技術を将来 数理科学専攻 11 22 

にわたり維持し発 物理学専攻 12 24 

展させるために， 物質生命化学専攻 13 26 

広範な基礎学力に 生物学専攻 9 18 

基づいた高度の専 地球環境学専攻 8 16 

門知識と能力を備 物質化学工学専攻 38 76 

えた，柔軟で独創 バイオ化学工学専攻 28 56 

性豊かな科学者及 応用生命システム工学専攻 23 46 

び技術者の養成を 情報科学専攻 28 56 

目的とする。 電気電子工学専攻 34 68 

機械システム工学専攻 50 100 

ものづくり技術経営学専攻 10 20 

計 264 528 

博士後期課程

地球共生圏科学専攻 5 15 

物質化学工学専攻 3 9 

バイオ工学専攻 4 12 

電子情報工学専攻 4 12 

機械システム工学専攻 3 9 

ものづくり技術経営学専攻 2 6 

計 21 63 

285 591 
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備考 博士課程（医学系研究科医学専攻を除く。）は，これを前期 2年の課程（以下「博士前期課程J

としづ。）及び後期3年の課程（以下「博士後期課税というj。）に区分し，博士前期課程は

これを修士課程として取り扱う。

第 2章標準修業年限

（標準修業年限）

第2条 修士課程及び専門職学位課程の標準修業年限は， 2年とする。

2 医学系研究科看護学専攻及び生命環境医科学専攻，理工学研究科並びに有機材料システム

研究科の博士課程の標準修業年眼は， 5年とし，博士前期課程の標準修業年限は 2年，博士

後期課程の標準修業年限は， 3年とする。

3 医学系研究科医学専攻博士課程の標準修業年限は， 4年とする。

4 在学期間は，標準修業年限の 2倍の年数を超えることができない。

（長期履修学生）

第3条 学生が，職業を有している等の事情により前条に規定する標準修業年限を超えて一定

の期間にわたり計画的に教育課程を履修し課程を修了することを希望する場合は，研究科

長が許可する。

2 長期にわたる教育課程の履修に関し必要な事項は， 531Jに定める。

第 3章入学，進学，休学，退学等

（入学等）

第4条 入学，進学，休学，退学等は，国立大学法人山形大学基本組織規則第 26条に規定す

る研究科委員会（以下「委員会」としづ。）の意見を聴いた上で，学長が許可する。

（入学の時期）

第5条入学の時期は，毎年4月とする。

2 学年の途中においても，学期の区分に従い，入学させることがある。

（修士課程，博士前期課程及び専門職学位課程の入学資格）

第6条 修士課程及び博士前期課程に入学することのできる者は，次の各号のいずれかに該当

する者とする。

(1) 学校教育法（昭和 22年法律第 26号）第 83条第 1項に定める大学（以下「大学」という。）

を卒業した者

(2) 学校教育法第 104条第4項の規定により学士の学位を授与された者

(3) 外国において，学校教育における 16年の課程を修了した者

(4) 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該

外国の学校教育における 16年の課程を修了した者

(5) 我が国において，外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における 16年の

課程を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度におい

て位置付けられた教育施設であって，文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了

した者

(6) 専修学校の専門課程（修業年限が 4年以上であることその他の文部科学大臣が定める基

準を満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以

後に修了した者

(7) 文部科学大臣の指定した者（昭和 28年文部省告示第 5号）

(8) 大学に 3年以上在学し，又は外国において学校教育における 15年の課程を修了し，研究

科において，所定の単位を優れた成績をもって修得したものと認めた者

(9) 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が冨において履修することにより当該

外国の学校教育における 15年の課程を修了し，研究科において，所定の単位を優れた成績

をもって修得したものと認めた者
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(lo) 我が国において，外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における 15年の

課程を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度におい

て位置付けられた教育施設で、あって，文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了

し，研究科において，所定の単位を優れた成績をもって修得したものと認めた者

(11) 研究科において，個別の入学資格審査により，大学を卒業した者と同等以上の学力があ

ると認めた者で， 22歳に達したもの

2 専門職学位課程に入学することのできる者は，教育職員免許法（昭和 24年法律第 147号）

に定める免許状を有し，かっ，前項各号のいずれかに該当する者とする。

（博士後期課程の入学資格）

第 7条 博士後期課程に入学することのできる者は，次の各号のいずれかに該当する者とする。

(1) 修士の学位又は専門職学位を有する者

(2) 外国において修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者

(3) 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が固において履修し，修士の学位又は

専門職学位に相当する学位を授与された者

(4) 我が国において，外国の大学院の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度にお

いて位置付けられた教育施設であって，文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修

了し，修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者

(5) 国際連合大学本部に関する国際連合と日本固との聞の協定の実施に伴う特別措置法（昭

和 51年法律第 72号）第 1条第 2項に規定する 1972年 12月 11日の国際連合総会決議に基

づき設立された国際連合大学（以下「国際連合大学Jという。）の課程を修了し，修士の学

位に相当する学位を授与された者

(6) 外国の学校，第 4号の指定を受けた教育施設又は国際連合大学の教育課程を履修し，第

19条第 3項に規定する試験及び審査に相当するものに合格し，修士の学位を有する者と同

等以上の学力があると認められた者

(7) 文部科学大臣の指定した者（平成元年文部省告示第 118号）

(8) 研究科において，個別の入学資格審査により，修士の学位又は専門職学位を有する者と

同等以上の学力があると認めた者で， 24歳に達したもの

（医学系研究科医学専攻博士課程の入学資格）

第 8条 医学系研究科医学専攻博士課程に入学することのできる者は，次の各号のいずれかに

該当する者とする。

(1) 大学の医学科，歯学科又は獣医学科（6年の課程に限る。以下同じ。）を卒業した者

(2) 学校教育法第 104条第 4項の規定により医学，歯学又は獣医学を専攻分野とする学士の

学位を授与された者

(3) 外国において，学校教育における 18年の諜程を修了し，その最終の課程が産学，歯学又

は獣医学であった者

(4) 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該

外国の学校教育における 18年の課程を修了し，その最終の課程が医学，歯学又は獣医学で

あった者

(5) 我が国において，外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における 18年の

課程を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度におい

て位置付けられた教育施設で、あって，文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了

し，その最終の課程が医学，歯学又は獣医学で、あった者

(6) 文部科学大臣の指定した者（昭和 30年文部省告示第 39号）

(7) 大学（匹学，歯学又は獣医学を履修する課程に限る。）に 4年以上在学し，又は外国におい

て学校教育における 16年の課程（医学，歯学又は獣医学を履修する課程を含むものに限る。）

を修了し，研究科において，所定の単位を優れた成績をもって修得したものと認めた者

161 -



(8) 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が固において履修することにより当該

外国の学校教育における 16年の課程（医学，歯学又は獣医学を履修する課程を含むものに

限る。）を修了し，研究科において，所定の単位を優れた成績をもって修得したものと認めた

者

(9) 我が閤において，外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における 16年の

課程（医学，歯学又は獣医学を履修する課程を含むものに限る。）を修了したとされるものに

限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であ

って，文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了し，研究科において，所定の単

位を優れた成績をもって修得したものと認めた者

(10) 研究科において，個別の入学資格審査により，大学の医学科，歯学科又は獣医学科を卒

業した者と同等以上の学力があると認めた者で， 24歳に達したもの

（入学者選抜）

第 9条入学志願者については，選抜を行う。

2 入学者の選抜については，別に定めるところによる。

（博士後期課程への進学）

第 9条の 2 修士課程，博士前期課程又は専門職学位課程を修了し，引き続き博士後期課程に

進学を志願する者については，選考の上，進学を許可する。

2 第 13条の 2に規定する博士課程教育リーディングフ。ログラムを選択している者で，博士前

期課程に 2年以上在学し，引き続き博士後期課程に進学する者については，選考の上，進

学を許可する。ただ、し，在学期間に関しては，当該研究科が定めた要件を満たした者につ

いては，当該課程に 1年以上在学すれば足りるものとする。

（休学）

第 10条休学期間は通算して，修士課程，博士前期課程及び専門職学位課程にあっては 2年

を，博士後期課程にあっては 3年を，医学系研究科匿学専攻博士課程にあっては 4年を超

えることはできない。

（留学）

第 11条 本大学院と協定を締結している外国の大学院又はこれに相当する教育研究機関に留

学しようとする者は，原品、出なければならない。

2 留学期間は，在学期間に算入する。

3 第 1項に規定する外国の大学院又はこれに相当する教育研究機関との交流協定に基づく留

学生の派遣に関する必要な事項は， 531Jに定める。

第 4章教育方法等

（教育方法）

第 12条本大学院（専門職学位課程を除く。）における教育は，授業科目の授業及び学位論文

の作成等に対する指導（以下「研究指導」としづ。）により行う。

2 専門職学位課程における教育は，授業科目の授業により行う。この場合において，専門職

学位課程は，その目的を達成し得る実践的な教育を行うよう専攻分野に応じ事例研究，現

地調査又は双方向若しくは多方向に行われる討論若しくは質疑応答その他の適切な方法に

より授業を行うなど適切に配慮するものとする。

（履修方法等）

第 13条 各研究科における授業科目の内容及び単位数，履修方法等については，当該研究科

において定める。

（博士課程教育リーディングフ。ログラム）

第 13条の 2 優秀な学生を情轍力と独創力を備え広く産学官にわたりグローパルに活躍する

リーダーへと導くため，博士前期課程から博士後期課程までの一貫した教育を行う特別な

教育プログラムとして，博士課程教育リーディングブ。ログラムを履修させることができる。
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2 博士課程教育リーディングプログラムにおける授業科目の内容及び単位数，履修方法等に

ついては，当該研究科において定める。

（他の大学院における履修等）

第 14条 教育上有益と認めるとき，研究科長は，他の大学院との協定に基づき，学生が当該

大学院において履修した授業科目について修得した単位を，本大学院における授業科目の

履修により修得したものとみなすことができる。

2 前項の規定は，第 11条に規定する留学の場合に準用する。

3 前 2項の規定により修得したものとみなすことができる単位数は，合わせて 10単位を超え

ないものとする0

4 前項の規定にかかわらず，専門職学位課程にあっては，第 22条第 l項に規定する修了要件

として定める単位数の 2分の lを超えないものとする。

（入学前の既修得単位の認定）

第 15条 教育上有益と認めるとき，研究科長は，学生が本大学院に入学する前に本大学院又

は他の大学院において履修した授業科目について修得した単位（科目等履修生として修得

した単位を含む。）を，本大学院に入学した後の本大学院における授業科目の履修により修

得したものとみなすことができる。

2 前項の規定により修得したものとみなすことができる単位数は，転入学及び再入学の場合

を除き，本大学院において修得した単位以外のものについては， 10単位を超えないものと

する。

3 前項の規定にかかわらず，専門職学位課程にあっては，転入学及び再入学の場合を除き，

本大学院において修得した単位以外のものについては，前条の規定により本大学院におい

て修得したものとみなす単位数及び第 22条第 2項の規定により免除する単位数と合わせて，

第 22条第 1項に規定する修了要件として定める単位数の 2分の lを超えないものとする。

（他の大学院等における研究指導）

第 16条 教育上有益と認めるとき，研究科長は，他の大学院又は研究所等とあらかじめ協議

の上，学生が当該大学院又は研究所等において必要な研究指導を受けることを認めること

ができる。ただし，修士課程及び博士前期課程の学生について認める場合には，当該研究

指導を受ける期間は， l年を超えないものとする。

2 前項の研究指導を受けようとする者は，研究科長の許可を得なければならない。

3 第 l項の規定による研究指導は，課程の修了の要件となる研究指導として認定することが

できる。

（教育方法の特例）

第 17条 教育上特別の必要があると認められる場合には，夜間その他特定の時間又は時期に

おいて授業又は研究指導を行う等の適当な方法により教育を行うことができる。

第5章教育職員免許

（教育職員免許）

第 18条 教育職員の免許状を受けようとするときは，教育職員免許法及び同法施行規則（昭和

29年文部省令第 26号）に定める所要の単位を修得しなければならない。

2 本大学院の研究科の専攻において，取得できる教育職員の免許状の種類及び教科は，別表

のとおりとする。

第6章課程修了の要件及び学位の授与

（修士課程及び博士前期課程の修了要件）

第四条修士課程及び博士前期課程の修了の要件は，当該課程に 2年以上在学し， 30単位以

上を修得し，かつ，必要な研究指導を受けた上，修士論文の審査及び最終試験に合格する

こととする。ただし，在学期間に関しては，優れた研究業績を l:Jfた者については，当該

課程に 1年以上在学すれば足りるものとする。
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2 前項の場合において，研究科が当該課程の目的に応じ適当と認めるときは，特定の課題に

ついての研究の成果の審査をもって修士論文の審査に代えることができる。

3 博士前期課程の修了の要件は，当該博士課程の目的を達成するために必要と認められる場

合には，前2項に規定する研究科の行う修士論文又は特定の課題についての研究の成果の

審査及び最終試験に合格することに代えて，研究科が行う次に掲げる試験及び審査に合格

することとすることができる。

(1) 専攻分野に関する高度の専門的知識及び能力並びに当該専攻分野に関連する分野の基礎

的素養で、あって当該前期課程において修得し，又はj函養すべきものについての試験

(2) 博士論文に係る研究を主体的に遂行するために必要な能力で、あって当該前期課程におい

て修得すべきものについての審査

（博士後期課程の修了要件）

第 20条 博士後期課程の修了の要件は，当該課程に 3年以上在学し，研究科が定める所定の

単位を修得し，かつ，必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査及び最終試験に合格す

ることとする。ただし，在学期間に関しては，優れた研究業績を上げた者については，当

該課程に 1年以上在学すれば足りるものとする。

2 大学院設置基準（昭和 49年文部省令第28号）第 16条第 1項ただし書の規定による在学期間

をもって修士課程又は博士前期課程を修了した者については，前項ただし書中「l年」とあ

るのは「博士後期課程の標準修業年限 3年から修士課程又は博士前期課程における在学期

間を減じた期間Jと読み替えて，同項の規定を適用する。

（医学系研究科医学専攻博士課程の修了要件）

第 21条 医学系研究科医学専攻博士課程の修了の要件は，当該課程に 4年以上在学し， 30単

位以上を修得し，かつ，必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査及び最終試験に合格

することとする。ただし，在学期間に関しては，優れた研究業績を上げた者については，

当該課程に 3年以上在学すれば足りるものとする。

（専門職学位課程の修了要件）

第 22条 専門職学位課程の修了の要件は，当該課程に 2年以上在学し，研究科が定める授業

科目について， 45単位以上を修得することとする。

2 前項の規定にかかわらず，専門職学位課程において，教育上有益と認めるときは，入学す

る前の小学校等の教員としての実務経験を有する者について， 10単位を超えない範囲で，

前項に規定する修了要件単位数を免除することがある。

（学位）

第 23条 第四条から前条までの規定により課程修了の認定を得た者に，学位を与える。

2 学位に関し必要な事項は，別に定める。

第7章 科目等履修生，研究生，特別聴講学生，特別研究学生及び外国人留学生

（科目等履修生）

第 24条 本大学院の学生以外の者で，本大学院が開設する一又は複数の授業科目を履修しょ

うとする者があるときは，授業及び研究に妨げのない根り，選考の上，科目等履修生とし

て入学を許可し，単位を与えることができる。

2 科目等履修生に関し必要な事項は，別に定める。

（研究生）

第 25条 本大学院において，専門事項について更に攻究しようとする者があるときは，授業

及び研究の妨げのない限り，選考の上，研究生として入学を許可する。

2 研究生に関し必要な事項は，別に定める。

（特別聴講学生）

第 26条 本大学院との協定による他の大学院の学生で，本大学院の特定の授業科目を履修し

ょうとする者があるときは，委員会の意見を聴いた上で，学長が特別聴講学生として許可

する。
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2 特別聴講学生については，山形大学（以下「本学」という。）の諸規則中，学生に関する規

定を準用する。

3 第 1項に規定する外国の大学院との交流協定に基づく留学生受入れに関する必要な事項は，

5:JIJに定める。

（特別研究学生）

第 27条 他の大学院の学生で，本大学院において研究指導を受けようとする者があるときは，

あらかじめ他大学院との協議の上，研究科長が特別研究学生として許可する。

2 特別研究学生に関し必要な事項は， 531Jに定める。

（外国人留学生）

第 28条 外国人で大学において教育を受ける目的をもって入国し，本大学院に入学を志願す

る者があるときは，選考の上，外国人留学生として入学を許可する。

2 外国人留学生に関し必要な事項は， J.lljに定める。

第 8章検定料，入学料，授業料及び寄借料

（検定料等の額）

第 29条 検定料，入学料，授業料及び寄宿料の額は，国立大学法人山形大学における授業料

その他の費用に関する規程の定めるところによる。

2 前項の規定にかかわらず，科目等履修生及び

を，特別聴講学生及び特別研究学生については授業料を，協定の定めるところにより，徴

H又しないことができる。

第 9章岩手大学大学院連合農学研究科における教育研究の実施

（連合大学院）

第 30条 岩手大学大学院に設置される連合農学研究科の教育研究の実施に当たっては，本学

は，帯広畜産大学，弘前大学及び岩手大学とともに協力するものとする。

2 前項の連合農学研究科に置かれる連合講鹿は，帯広畜産大学畜産学部，弘前大学農学生命

科学部及び遺伝子実験施設並びに岩手大学農学部の教員とともに，本学農学部の教員がこ

れを担当するものとする。

第 10章雑則

（学部規則の準用）

第 31条 この規則に定められていない事項については，山形大学学部規則を準用する。この

場合において， 「学部教授会」とあるのは「研究科委員会」と， 「学部長」とあるのは「研

究科長j と読み替えるものとする。

（省略）

附員lj

1 この規則は，平成 28年 4月 1日から施行する。

2 理工学研究科博士前期課程の機能高分子工学専攻及び、有機デ、パイス工学専攻並びに同研究

科博士後期課程の有機材料工学専攻は，改正後の山形大学大学院規則J(以下「規則jとし寸。）

第 l条の 2第 2項の規定にかかわらず，平成 28年 3月 31日に当該専攻に在学する者が当該

専攻に在学しなくなる日までの間，存続するものとする。

3 前項の研究科において取得できる教育職員の免許状の種類及び教科は，規則第 18条第 2項

の規定にかかわらず，なお従前の例による。

4 規則第 l条の 2第2項の規定にかかわらず，平成 28年度及び平成 29年度の理工学研究科，

有機材料システム研究科及び農学研究科の各専攻の収容定員は次のとおりとする。
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研究科 専攻
平成28年度収容 平成29年度収容

定員 定員

理工学研究科

博士前期課程

数理科学専攻 22 

物理学専攻 24 

物質生命化学専攻 26 

生物学専攻 18 

地球環境学専攻 16 

機能高分子工学専攻 30 

有機デバイス工学専攻 25 ／ 

物質化学工学専攻 76 

バイオ化学工学専攻 56 

応用生命システム工学専攻 46 

情報科学専攻 56 

電気電子工学専攻 68 

機械システム工学専攻 100 

ものづくり技術経営学専攻 24 

言十 587 

博士後期課程

地球共生圏科学専攻 15 15 

有機材料工学専攻 18 9 

物質化学工学専攻 3 6 

バイオ工学専攻 12 12 

電子情報工学専攻 14 13 

機械システム工学専攻 11 10 

ものづくり技術経営学専攻 10 8 

言十 83 73 

670 601 

有機材料システム研究科

博士前期課程
有機材料システム専攻 65 ／ 

博士後期課程
有機材料システム専攻 10 20 

計 75 150 

別表

研究科 専 攻 免許状の種類 教 科

理工学研究科 数理科学専攻 中学校教諭
専修免許状

数学
高等学校教諭
専修免許状

物理学専攻 中学校教諭
物質生命化学専攻 専修免許状

理科
生物学専攻 高等学校教諭
地球環境学専攻 専修免許状

応用生命システム工学専攻
高等学校教諭

電気電子工学専攻
専修免許状

工業
機械システム工学専攻

物質化学工学専攻 高等学校教諭
理科，工業

バイオ化学工学専攻 専修免許状

情報科学専攻 高等学校教諭 情報，工業
専修免許状
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2. 山形大学学位規程（抄）

日次

第 l章総員IJ（第 1条一第4条）

第 2章学士の学位授与（第 5条・第 6条）

第 3章修士の学位授与（第 7条第 16条）

第 4章博士の学位授与

第 l節課程による博士（第 17条一第 26条）

第 2節論文審査等による博士（第 27条一第四条）

第 5章教職修士（専門職）の学位授与（第 39条第 42条）

第 6章雑則（第 43条一第 48条）

附員IJ

第 1章 総 則

（趣旨）

（昭和国年4月 21日全部改正）

第 1条 この規程は，学位規則（昭和 28年文部省令第 9号。以下「省令Jとしづ。）第 13条第 1

項，山形大学学部規則第 39条第 2項及び山形大学大学院規則（以下「大学院規則」という。）

第 23条第 2項の規定に基づき，山形大学（以下「本学」としづ。）が授与する学位について必

要な事項を定めるものとする。

（学位の種類）

第 2条 本学において授与する学位は，学士，修士，博士及び教職修士（専門職）とする。

（専攻分野の名称）

第 3条 学位に付記する専攻分野の名称は，別表のとおりとする。

（学位の名称）

第 4条 本学の学位を授与された者が学位の名称を用いるときは， 「山形大学」と付記するもの

とする。

第 2章学士の学位授与

（学士の学位授与の要件）

第 5条 学士の学位は，本学を卒業した者に授与する。

（学位の授与）

第 6条 学長は，卒業を認定した者に所定の学位記を交付－して学士の学位を授与する。

第 3章修士の学位授与

（修士の学位授与の要件）

第 7条 修士の学位は，本学大学院修士課程又は博士前期課程（以下「修士課程」とし、う。）を修

了した者に授与する。

（修士に係る学位論文の提出）

第8条 修士の学位論文は，当該学位論文の提出者が所属する研究科の研究科長に提出するもの

とする。

2 前項の提出する学位論文は， l編とする。ただし，参考として他の論文を添付することがで

きる。

3 審査のため必要があるときは，学位論文の提出者に対して当該論文の訳本，模型又は標本等

の資料を提出させることができる。

（学位論文の返付）

第 9条 前条の規定により受理した学位論文は，し、かなる事情があっても返付しない。
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第 10条削除

（審査委員）

第 11条研究科長は，第 8条の規定による学位論文を受理したときは論文内容に関連する科

自の教授の中から 3人以上の審査委員を選出し，論文の審査及び最終試験を行うものとする。

ただし，必要があるときは，山形大学学術研究院規程第8条第1項に基づく主担当教員として

当該研究科に配置された教授以外の教員を審査委員に選ぶことができる。

2 研究科長は，学位論文の審査に当たって必要があるときは，山形大学学術研究院規程第8条

第 1項に基づく担当教員として本学大学院の他の研究科に配置された教員又は他の大学院若

しくは研究所等の教員等を審査委員に加えることができる。

（最終試験）

第 12条 修士の学位論文の提出者に課す最終試験は，学位論文の審査が終った後，当該学位論

文を中心として，これに関連のある事項について口頭又は筆答により行う。

（審査委員の報告）

第 13条 審査委員は，学位論文の審査及び最終試験を終了したときは，直ちにその結果を文書

をもって研究科長に報告しなければならない。

（研究科委員会の意見聴取）

第 14条 研究科長は，大学院規則第四条の規定に基づき，修士の学位を授与すべきか否かにつ

いて，研究科委員会から意見を聴取するものとする。

（学長への報告）

第 15条 研究科長は，修士課程の修了を認定しようとする者について，学長に報告しなければ

ならない

2 学長は，前項の報告に疑義があるときは，理由を付して研究科長に再審査を求めることがで

きる。この場合において，当該研究科長は，再審査を行い，その結果を遅滞なく学長に報告し

なければならない

（学位の授与）

第 16条 学長は，修士課程の修了を認定した者に所定の学位記を交付して修士の学位を授与す

る。

第4章博士の学位授与

第 1節課程による博士

（博士の学位授与の要件）

第 17条 博士の学位は，本学大学院博士課程を修了した者に授与する。

（課程による博士に係る学位論文の提出）

第 18条 課程による博士の学位論文は，当該学位論文の提出者が所属する研究科の研究科長に

提出するものとする。

2 前項の提出する学位論文は， l編とする。ただし，参考として他の論文を添付することがで

きる。

3 審査のため必要があるときは，学位論文の提出者に対して当該論文の訳本，模型又は標本等

の資料を提出させることができる。

（学位論文の返付）

第四条 前条の規定により受理した学位論文は，し、かなる事情があっても返付しない。

第 20条削除

（審査委員）

第 21条研究科長は，第 18条の規定による学位論文を受理したときは，論文内容に関連する科

目の教授の中から 3人以上の審査委員を選出し，論文の審査及び最終試験を行うものとする。
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ただし，必要があるときは，山形大学学術研究院規程第8条第 1項に基づく主担当教員として

当該研究科に配置された教授以外の教員を審査委員に選ぶことができる。

2 研究科長は，学位論文の審査に当たって必要があるときは，山形大学学術研究院規程第8条

第 1項に基づく主担当教員として本学大学院の他の研究科に配置された教員又は他の大学院

若しくは研究所等の教員等を審査委員に加えることができる。

（最終試験）

第 22条 課程による博士の学位論文の提出者に課す最終試験は，学位論文の審査が終った後，

当該学位論文を中心として，これに関連のある事項について口頭又は筆答により行う。

（審査委員の報告）

第 23条 審査委員は，学位論文の審査及び最終試験を終了したときは，甚ちにその結果を文書

をもって研究科長に報告しなければならない。

（研究科委員会の意見聴取）

第 24条 研究科長は，大学院規則第 20条又は第 21条の規定に基づき，博士の学位を授与すべ

きか否かについて，研究科委員会から意見を聴取するものとする。

（学長への報告）

第 25条研究科長は，博士課程の修了を認定しようとする者について，学位論文の審査要旨及

び最終試験の結果を文書をもって学長に報告しなければならない。

2 学長は，前項の報告に疑義があるときは，理由を付して研究科長に再審査を求めることがで

きる。この場合において，当該研究科長は，再審査を行い，その結果を遅滞なく学長に報告し

なければならない。

（学位の授与）

第 26条 学長は，博士課程の修了を認定した者に所定の学位記を交付して博士の学位を授与する。

第2節論文審査等による博士

（論文審査等による博士の学位）

第 27条 第 17条の規定によるもののほか，博士の学位は，博士課程を経ない者で、あっても本学

に学位論文を提出してその審査に合格し，かつ，本学大学院博士課程を修了した者と同等以上

の学力を有することを確認された者にも授与することができる。

（論文による学位授与の申請）

第 28条 前条の規定により博士の学位の授与を申請する者は，学位申請書（別記様式 1）に学位

論文，論文目録，論文内容の要旨，履歴書及び学位論文審査手数料を添え，研究科長を経て学

長に提出しなければならない。

2 前項の場合において，本学大学院博士課程（医学系研究科生命環境医科学専攻及び看護学専攻，

理工学研究科並びに有機材料システム研究科にあっては博士後期課程）に標準修業年隈以上在

学し所定の単位を修得して退学した者が，退学後 l年以内に学位論文を提出した場合には，学

位論文審査手数料は免除する。

3 第 1項の提出する学位論文は， 1編とする。ただし，参考として他の論文を添付することが

できる。

4 審査のため必要があるときは，学位論文の提出者に対して当該論文の訳本，模型又は標本等

の資料を提出させることができる。

5 第 l項の学位論文審査手数料の額は，山形大学における授業料その他の費用に関する規程の

定めるところによる。

（学位論文及び学位論文審査手数料の返付）

第 29条 前条の規定により受理した学位論文及び収納した学位論文審査手数料は，し、かなる事

情があっても返付しない。

第 30条削除
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（審査委員）

第 31条研究科長は，第 28条第 1項の申請を受理したときは，論文内容に関連する科目の教授

の中から 3人以上の審査委員を選出し，論文の審査及び学力の確認を行うとともに，学長に学

位申請書等を提出するものとする。ただし，必要があるときは，山形大学学術研究院規程第8

条第 1項に基づく主担当教員として当該研究科に配置された教授以外の教員を審査委員に選

ぶことができる。

2 研究科長は，学位論文の審査に当たって必要があるときは，山形大学学術研究院規程第8条

第 1項に基づく主担当教員として本学大学院の他の研究科に配置された教員又は他の大学院

若しくは研究所等の教員等を審査委員に加えることができる。

（学力の確認）

第 32条 第 27条の規定により博士の学位の授与を申請した者に課す学力の確認は，口頭又は筆

答により，専攻学術及び外国語について，本学大学院の博士課程を修了した者と同等以上の学

力を有することを確認するために行う。この場合において，外国語については原則として 2種

類を課す石ものとする。

（学力確認の特例）

第 33条 第 27条の規定により博士の学位の授与を申請した者が，本学大学院の博士課程（医学

系研究科生命環境医科学専攻及び看護学専攻，理工学研究科並びに宥機材料システム研究科に

あっては博士後期課程）に所定の標準修業年限以上在学し所定の単位を修得した者であるとき

は，前条の学力の確認を免除することができる。

（審査期間）

第 34条 第 27条の規定による博士の学位論文の審査及び学位授与に係る学力の確認は，学位授

与の申請を受理した日から 1年以内に終了するものとする。

（審査委員の報告）

第 35条 審査委員は，学位論文の審査及び学力の確認を終了したときは，直ちにその結果を文

書をもって研究科長に報告しなければならない。

（研究科委員会の意見聴取）

第 36条 研究科長は，前条の報告に基づき，博士の学位を授与すべきか否かについて，研究科

委員会から意見を聴取するものとする。

（学長への報告）

第 37条 研究科長は，学位論文の審査要旨及び学力の確認の結果を文書をもって学長に報告し

なければならない。

2 学長は，前項の報告に疑義があるときは，理由を付して研究科長に再審査を求めることがで

きる。この場合において，当該研究科長は，再審査を行い，その結果を遅滞なく学長に報告し

なければならない

（学位の授与）

第 38条 学長は，学位論文の審査に合格し，かっ，学力が確認された者に所定の学位記を交付

して博士の学位を授与し学位を授与できない者にはその旨を通知する。

第 5章教職修士（専門職）の学位授与

（教職修士（専門職）の学位授与の要件）

第 39条 教職修士（専門職）の学位は，本学大学院専門職学位課程を修了した者に授与する。

（教育実践研究科委員会の意見聴取）

第 40条 教育実践研究科長は，大学院規則第 22条の規定に基づき，教職修士（専門職）の学位を

授与すべきか否かについて，教育実践研究科委員会から意見を聴取するものとする。

（学長への報告）

第 41条 教育実践研究科長は，専門職学位課程の修了を認定しようとする者について，学長に

報告しなければならない。
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2 学長は，前項の報告に疑義があるときは，理由を付して教育実践研究科長に再審査を求める

ことができる。この場合において，教育実践研究科長は，再審査を行い，その結果を遅滞なく

学長に報告しなければならない。

（学位の授与）

第 42条 学長は，専門職学位課程の修了を認定した者に所定の学位記を交付して教職修士（専門

職）の学位を授与する。

第6章 雑 員IJ

（学位授与の報告）

第 43条 学長は，第 26条及び第 38条の規定により博士の学位を授与したときは，省令第 12条

の規定に基づき，文部科学大臣に報告するものとする。

（学位論文要旨等の公表）

第 44条本学は，博士の学位を授与したときは，省令第 8条の規定に基づき，学位を授与した

日から 3月以内にその論文の内容の要旨及び論文審査の結果の要旨をインターネットの利用

により公表するものとする。

（学位論文の公表）

第 45条 博士の学位を授与された者は，学位を授与された日から 1年以内にその学位論文の全

文を公表しなければならない。ただし，学位の授与を受ける前に公表しているときは，この限

りではない

2 前項の規定にかかわらず，博士の学位を授与された者は，やむを得ない事由がある場合には，

学長の承認を受けて，論文の全文に代えてその内容を要約したものを公表することができる。

この場合において，学長は，その論文の全文を求めに応じて閲覧に供しなければならない。

3 博士の学位を授与された者が行う前 2項の規定による公表は，本学の協力を得て，インター

ネットの利用により行うものとする。

4 第 1項及び第 2項の規定により公表する場合には， 「山形大学審査学位論文」又は「山形大

学審査学位論文要旨Jと明記しなければならない。

（学位授与の取消）

第 46条本学において学位を授与された者が その名誉を汚す行為があったとき又は不正の方

法により学位の授与を受けた事実が判明したときは，学長は，当該教授会又は当該研究科委員

会の意見を聴いた上で学位の授与を取り消し，学位記を返付させ，かっ，その旨を公表するも

のとする。

（学位記等の様式）

第 47条学位記の様式は，別記様式2のとおりとする。

（その他）

第 48条 この規程に定めるもののほか，学位の授与に関し必要な事項は，当該学部長又は当該

研究科長が学長の承認を得て定める。

（省略）

附 員IJ

1 この規程は，平成 28年 4月 1日から施行する。ただし， 5311表「博士の学位（論文審査等に

よる博士） Jの改正規定は，平成 31年4月 1日から施行する。

2 改正後の山形大学学位規程の規定にかかわらず，平成 28年 3月 31日に理工学研究科博士前

期課程の機能高分子工学専攻及び有機デ、パイス工学専攻並びに同研究科博士後期課程の有機

材料工学専攻に在学する者の学位授与の取扱いについては，なお従前の例による。
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別表

学士の学位

学部 学科・課程 履修コース
学位の種類及び

専攻分野の名称

工学部 機能高分子工学科 学士（工学）
物質化学工学科
バイオ化学工学科
機械システム工学科
応用生命システム工学科
情報科学科
電気電子工学科
機械システム工学科
システム創成工学科

修士の学位

研究科 専 攻 課程
学位の種類及び

専攻分野の名称

理工学研究科 数理科学専攻 博士前期課程 修士（理学）
物理学専攻
物質生命化学専攻
生物学専攻
地球環境学専攻

物質化学工学専攻 博士前期課程 修士（工学）

バイオ化学工学専攻
応用生命システム工学専攻
情報科学専攻
電気電子工学専攻
機械システム工学専攻
ものづくり技術経営学専攻

有機材料システム研究科 有機材料システム専攻 博士前期課程 修士（工学）

博士の学位（課程による博士）

研究科 専 攻 課程
学位の種類及び

専攻分野の名称

理工学研究科 地球共生園科学専攻 博士後期課程 博士（理学）
博士（工学）
博士（学術）

物質化学工学専攻 博士後期課程 博士（工学）

バイオ工学専攻 博士後期課程 博士（工学）

電子情報工学専攻 博士（学術）
機械システム工学専攻
ものづくり技術経営学専攻

有機材料システム斬究科 有機材料システム専攻 博士後期課程 博士（工学）

博士の学位（論文審査等による博士）

研究科 学位の種類及び専攻分野の名称

理工学研究科 博士（理学）
博士（工学）
博士（学術）

有機材料システム研究科 博士（工学）
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3. 山形大学大学院長期履修学生に関する規程
（平成 16年 6月9日制定）

（趣旨）

第 1条 この規程は，山形大学大学院規則第 3条の規定に基づき，長期にわたる教育課程を履修す

る学生（以下「長期履修学生j という。）について必要な事項を定めるものとする。

（対象）

第2条長期履修学生を希望することができる者は，次の各号のーに該当する者とする。

(1) 職業を有し，所属長の承諾を得た者

(2) その他やむを得ない事情であると研究科長が認める者

（申請手続）

第3条長期履修学生を希望する者は，別記様式 Iにより， 73!Jに定める期間内に学長に申請しなけ

ればならない。

（許可）

第4条 前条の申請に対しては，研究科が行う審査を経て，学長が許可する。

2 審査は，申請書及び面談により行うものとする。

（長期履修の期間）

第5条 長期にわたる教育課程を履修することができる期間は，山形大学大学院規則第 2条第4項

に規定する期間以内とする。

（躍修期間の変更）

第6条長期履修学生が，許可された履修期間の変更を希望する場合は，別記様式2により， ll!Jに

定める期間内に，学長に申請しなければならない。

2 許可された履修期間の変更は，在学中 1回限りとする。ただし，修了予定年次開始後の変更は

できないものとする。

（履修期間変更の許可）

第7条 前条の申請に対しては，第4条の規定を準用する。

（教育課程の編成）

第8条 長期履修学生に係る教育課程の編成は，当該研究科が定める履修方法を弾力的に運用する

ものとし，長期履修学生に限定した教育課程の編成は行わないものとする。

（長期履修学生となる時期等）

第9条 長期履修学生となる時期及び履修期間を変更する時期は，原則として学期の初めとする。

（授業料）

第 10条 長期履修学生の授業料の年額は，国立大学法人山形大学における授業料その他の費用に

関する規程の定めるところによる。

2 長期履修学生として許可された履修期間を越えた場合の授業料は，一般の学生と同様の授業料

を適用する。

（その他）

第 11条 この規定に定めるもののほか，長期履修学生に関し必要な事項は，学長が別に定める。

附 貝I]

この規則は，平成 16年6月9日から施行し，平成 16年度入学者から適用する。

鮒 員lj

この規定は，平成 20年4月 1日から施行する。

附民！J

この規程は，平成22年4月 1日から施行する。
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,31J記様式1

長期履修学生申 請 書

年 月 日

山形大学長 殿

研究科 専攻

氏名 印

下記のとおり，長期履修学生を希望したいので申請します。

記

受験番号（学生番号）

入学年月 日 修 了 予 定 年月日 修業予定年数

年 月 日入学 年 月 日修了 年 か月

現住所
γ 

Tel 

勤務先名（職種等）

勤務先
所 在 地 干

Tel 

申請理由

長期履修の必要性：

長期履修計画：

指導教員の意見

指導教員氏名 手H
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別記様式2

長期履修期間変更申請書

年月日

山形大学長 殿

研究科 専攻

氏名 印

下記のとおり，長期履修期間を変更したいので申請します。

言日

学 生 番 号

入学 年月日 年 月 日 入学

現 在 の 修 了
年 月 日 修了

予定年月日

年 月 日 から
現 在 の

年 か月）
履修期間

年 月 日 まで

変更後の修了
年 月 日 修了

予定年月日

年 月 日 から
変更 後 の

年 か月）
履修期間

年 月 日 まで

長期履修期間変更を必要とする理由：

指導教員の意見

指導教員氏名 f:D 

「口ウ
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4. 山形大学大学院理工学研究科長期履修学生に関する内規

（趣旨）

1 この内規は，山形大学大学院長期履修学生に関する規程に基づき，山形大学大学院理

工学研究科における長期履修学生の取扱いについて必要な事項を定めるものとする。

（対象）

2 長期履修学生を希望することができる者は，次の各号のいずれかに該当する者とする。

(1) 職業を有し，所属長の承諾を得た者

(2) その他やむを得ない事情であると研究科長が認める者

（申請手続）

3 長期履修学生を希望する者は，指導教員の承諾を得て，原則として学期の初めに長期

履修学生申請書を研究科長に提出しなければならない。

（審査）

4 研究科長は，前頃の申請書を受理したときは，教務委員会にその審査を付託する。

5 教務委員会は，申請書及び面談により審査し，その結果を研究科委員会に報告する。

6 研究科委員会は，前項の報告に基づき審査し，可否を決定する。

（長期履修の期間）

7 長期履修学生の履修期間は，標準修業年限の 2倍を超えることはできない。

（履修期間の変更）

8 長期履修学生が，許可された履修期間の変更を希望する場合は，指導教員の承諾を得

て，原員IJとして学期の初めに長期履修期間変更申請書を研究科長に提出しなければなら

ない。

9 前項の申請の審査に対しては，第4項から第6項までの規定を準用する。

（審査結果の通知）

10 研究科長は，審査結果を審査結果通知書（別記様式）により通知するものとする。

（履修方法）

11 長期履修学生は，現行の教育課程の範囲内で指導教員と履修計画について打合せの上，

履修するものとする。

（その他）

12 この内規に定めるもののほか，長期履修学生に関し必要な事項は，研究科委員会の議

を経て別に定める。

附員IJ

この内規は，平成 17年3月8日から施行し，平成 16年度入学生から適用する。

附員IJ

この内規は，平成 22年 7月 20日から施行する。

ρ
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別記様式

審査結果通知書

山形大学大学院理工学研究科

専攻

4葉

年月日

山形大学大学院理工学研究科長

申請のあった長期履修について，下記のとおり決定されましたので，お知らせします。

記

入学年月日 修了予定年月日 修業予定年数

申請期間 平成 年 月 日 平成 年 月 日 年 カミ月

審査の結果，以上の申請を許可する。（不許可とする）

山形大学長
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審査結果通知 書

山形大学大学院理工学研究科

専攻

様

年月日

山形大学大学院理工学研究科長

申請のあった長期臆修期間の変更について，下記のとおり決定されましたので，お知ら

せします。

記

入学年月日 年 月 日 入学

現在の修了
年 月 修了日

予定年月日

現 在 の 年 月 日 から（年か月）

履修期間 年 月 日 まで

変更後の修了
年

予定年月日
月 日 修了

変 更 後 の 年 月 日 から（年か月）

履修期間 年 月 日 まで

審査の結果，以上の申請を許可する。（不許可とする）

山形大学長
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5. 山形大学大学院理工学研究科学位審査細員IJ

第 1章総員IJ

（趣旨）

第1条 この細員IJは，山形大学大学院規則（以下「大学院規則」としづ。）及び山形大学学位規則

（以下「学位規則Jとしづ。）に定めるもののほか，本学大学院理工学研究科の修士及び博士の

学位審査等に関し必要な事項を定めるものとする。

第2章修士の学位

（学位論文の提出）

第2条 学位論文を提出できる者は，所定の提出日において，大学院規則第四条に定める修了要

件を，当該提出日に対応する修了日までに，具備できる見込みのある者でなければならない。

（学位論文の題目）

第3条 学位論文を提出しようとするときは，あらかじめその論文の題目及び、研究内容について

指導教員の承認を受けなければならない。

2 学位論文の題目は，所定の様式により論文提出の 2か月前に，山形大学大学院理工学研究科

博士前期課程山形地区委員会又は米沢地区委員会（以下「地区委員会Jという。）の委員長に届

け出なければならない。

3 学位論文の題目を変更しようとする場合の手続は，第1項に準ずるものとする。

（学位論文の審査申請）

第4条 学位論文の審査を申請しようとする者（以下「申請者j としづ。）は，指導教員の承認を

得た上，申請書に次に掲げる論文等を添付して地区委員会の委員長に提出しなければならない。

(1）学位論文（和文又は英文） (A 4半lj，原本） 3部

このほか審査に必要な部数

(2）論文内容の要旨（所定の様式） 3部

2 申請書等の提出期限は，次のとおりとする。

(1）後期提出の場合 2月 10日

(2）前期提出の場合 8月 10日

3 前項に定める日が休日に当たるときは，その前日を提出期限とする。

（学位論文審査申請の通知）

第5条 地区委員会の委員長は，前条の申請書を受理したときは，専攻長にその旨を通知し，地

区委員会に学位論文審査を付託するものとする。

（学位論文の審査委員の選出）

第6条 地区委員会は，提出された学位論文について，学位規程第 11条に規定する修士論文に係

る審査委員（以下「修士論文審査委員」という。）として，指導教員を含む3人の博士前期課程

担当教員を選出するものとする。

（審査委員主査）

第7条 地区委員会の委員長は，地区委員会の議を経て，修士論文審査委員のうちから主査を指

名する。

（学位論文公聴会）

第8条 専攻長は，提出された学位論文について公聴会を開催するものとする。

（学位論文の審査及び最終試験）

第9条修士論文審査委員は，学位論文の審査及び最終試験を行う。

2 最終試験は，学位論文の審査が終了した後に学位論文を中心として，これに関連のある科目

について，口頭又は筆答により行う。

-179 



3 修士論文審査委員は，学位論文の審査の結果，不合格と判定したときは，最終試験を行わな

いものとする。

4 学位論文の審査及び最終試験の結果は，合格又は不合格の評語をもって表す。

（学位論文の審査及び最終試験の結果の報告）

第 10条 学位論文の審査及び最終試験が終了したときは，修士論文審査委員の主査は，学位論

文の審査及び最終試験の結果の要旨を地区委員会に報告しなければならない。

（学位授与の判定）

第11条 地区委員会は，前条の報告に基づき，学位授与の可否について審議し，議決する。

第3章課程修了による博士の学位
（論文計画の提出）

第 12条 学位論文についての論文計画（以下「論文計画Jとしづ。）の審査を受けようとする者

は，主指導教員に論文計画を提出するものとする。

2 論文計画の審査を受けることができる者は，後期課程に 2年以上在学し，博士後期課程の履

修基準に定める条件を慌たした者で、なければならない。ただし，在学期間に関し，大学院規則

第 20条ただし書を適用する者にあっては，この限りでない。

（論文計画審査委員の構成）

第 13条 提出された論文計画の審査は，論文計画審査委員として指導教員グルーフ。が当たる。

2 前項の場合において，論文計画審査のため必要があるときは，他の大学院又は研究所等の教

員等（以下「他教員等」としづ。）を加えることができる。

3 山形大学大学院理工学研究科委員会（以下「研究科委員会Jとしづ。）は，論文計画審査委員

の中に他教員等を含むときは，その者の資格審査を行うものとする。

（論文計画の審査）

第 14条 論文計画の審査は，申請する学位論文の構成及び、内容について行う。

2 論文計画の審査は，次に掲げる期日までに，実施しなければならない。

(1）後期提出の場合 10月末日

(2）前期提出の場合 4月末日

3 論文計画の審査結果は，合格又は不合格の評語をもって表す。

（論文計画審査結果の報告）

第 15条 論文計画の審査が終了したときは，主指導教員は，論文計画審査結果報告書を研究科

委員会に提出しなければならない。

（学位論文の提出）

第 16条 学位論文を提出できる者は，論文計画審査に合格した後，所定の提出日において，大

学院規則第 20条に定める修了要件を，当該提出日に対応する修了日までに，具備できる見込み

のある者でなければならない。

（学位論文の題目）

第 17条 学位論文を提出しようとするときは，あらかじめその論文の題目及び研究内容につい

て指導教員グループの承認を受けなければならない。

2 学位論文の題目は，論文計画審査に合格した後，所定の様式により次に掲げる期日までに，

研究科長に届け出なければならない。

(1) 後期提出の場合 10月末日

(2）前期提出の場合 4月末日

3 学位論文の題目を変更しようとする場合の手続は，第 1項に準ずるものとする。
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（学位論文の審査申請）

第 18条 申請者は，指導教員グループOの承認を得た上，申請書に次に掲げる論文等を添付して

山形大学大学院理工学研究科教務委員会（以下「教務委員会Jという。）を経て研究科長に提出

しなければならない。

(1）学位論文（和文又は英文）

このほかに審査に必要な部数

(2）論文目録 （所定の様式）

(3）論文内容の要旨（所定の様式）

(4）履歴書 （所定の様式）

全文の電子データ

5部

5部

1部

(5）共著者の同意書（所定の様式） 4部

(6）論文目録に記載した論文の別刷又は投稿中の論文原稿の写し及びその掲載決定通知の写し

（掲載決定していない場合は，投稿原稿の受付を証明するもの） 各 1部

2 申請書等の提出期限は，次のとおりとする。

(1）後期提出の場合 12月 20日

(2）前期提出の場合 7月 1日

3 前項に定める日が休日に当たるときは，その前日を提出期限とする。

（学位論文の審査申請の通知）

第 19条研究科長は，前条の申請書を受理したときは，主指導教員にその旨を通知し，研究科

委員会に学位論文審査を付託するものとする。

（学位論文の審査委員の選出）

第20条研究科委員会は，提出された学位論文について，学位規程第 21条に規定する課程博士

論文に係る審査委員（以下「課程博士論文審査委員」という。）として，主指導教員を含む3人

以上の博士担当教員を選出する。

2 前項の場合において，論文審査のため必要があるときは，他教員等を加えることができる。

3 研究科委員会は，課程博士論文審査委員の中に他教員等を加えるときは，その者の資格審査

を行うものとする。

（審査委員の主査）

第21条研究科長は，研究科委員会の議を経て，課程博士論文審査委員のうちから主査を指名

する。

（学位論文公聴会）

第 22条課程博士論文審査委員の主査は，専攻長の承認の基に，提出された学位論文について

学院論文公聴会を開催し，その司会者となる。

（学位論文の審査及び最終試験）

第 23条課程博士論文審査委員は，学院論文の審査及び最終試験を行う。

2 最終試験は，学位論文を中心とし，これに関連のある科目について口頭又は筆答により行う。

3 課程博士論文審査委員は，学位論文の審査の結果，不合格と判定したときは，最終試験を行

わないものとする。

4 学位論文の審査及び最終試験の結果は，合格又は不合格の評語をもって表すO

（学位論文の審査及び最終試験の結果の報告）

第24条学位論文の審査及び最終試験が終了したときは課程博士論文審査委員の主査は，学

位論文の審査及び最終試験の結果の要旨（所定の様式）を研究科委員会に報告しなければなら

ない。
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（審査期間）

第25条課程修了による博士の学位論文の審査は，当該学生の在学する期間内に終了するもの

とする。

（学位授与の判定）

第26条研究科委員会は，第 24条の報告に基づき，学位授与の可否について審議し，投票によ

って議決する。

2 前項の議決をするときは，研究科委員会構成員（公務及び止むを得ない事情により出席でき

ないものを除く。以下「構成員」としづ。）の3分の2以上の出席を必要とする。

3 学位授与の議決には，出席した構成員の 3分の 2以上の賛成がなければならない。

第4章論文提出による博士の学位
（学位論文の審査申請）

第27条 申請者は，本学の博士担当教員の紹介により，申請書に次に掲げる論文等を添えて，

研究科長を経て学長に提出しなければならない。

(1）学位論文（和文又は英文） 全文の電子データ

このほかに審査に必要な部数

(2）論文目録 （所定の様式）

(3）論文内容の要旨 （所定の様式）

(4）履歴書 （所定の様式）

(5）共著者の同意書 （所定の様式）

(6）学位論文審査手数料

2 申請は，随時行うことができるものとする。

（論文の内容）

5部

5部

1部

5部

57,000円

第28条 学位論文の内容は，印刷公表されたもの又は印刷公表予定の確実なものでなければな

らない

2 提出した学位論文は，本学の博士課程修了予定者が提出する学位論文と同等以上のものであ

ることが必要である。

（論文審査委員の選出）

第29条研究科委員会は，提出された学位論文について，学位規程第31条に規定する論文博士

学位論文に係る審査委員（以下「論文審査委員Jとしづ。）として，博士担当教員3人以上を選

出するものとする。

2 前項の場合において，学位論文の審査のため必要があるときは，他教員等を加えることがで

きる。

3 研究科委員会は，論文審査員の中に他教員等を加えるときは，その者の資格審査を行うもの

とする。

（審査委員主査）

第30条研究科長は，研究科委員会の議を経て，論文審査委員のうちから主査を指名する。

（学位論文公聴会）

第31条 論文審査委員の主査は，提出された学位論文について学位論文公聴会を開催し，その

司会者となる。

（学位論文の審査及び学力の確認）

第32条論文審査委員は，学位論文の審査及び学力の確認を行う。

2 学力の確認は，博士論文に関連のある専攻分野の科目及び外国語科目について，口頭又は筆
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答で行うものとする。

3 前項の規定にかかわらず，学力の確認は，論文審査委員が特別の事由があると認めるときは，

研究科委員会の承認を得て，博士論文に関連のある専攻分野の科目のみについて行うことがで

きる。

4 論文審査委員は，学位論文の審査の結果，不合格と判定したときは，学力の確認を行わない

ものとする。

5 学位論文の審査及び学力の確認の結果は，合格又は不合格の評語をもって表すO

（学力の確認の特例）

第33条 第27条の規定により学位の授与を申請した者が，本学大学院博士後期課程に3年以上

在学し所定の単位を修得した者である場合には，学位規程第33条の規定により，前条の学力の

確認を免除することができる。

（学位審査の特例）

第34条本学の博士後期課程に3年以上在学し，所定の単位を修得し，退学した者（以下「単

位修得退学者jとし1う。）が退学時より 3年以内に学位論文を提出した場合には，課程博士の学

位論文審査と同様の審査を行う。

2 単位修得退学者が退学時より 1年以内に学位論文を提出するときは，論文審査手数料を納付

することを要しない。

（学位論文の審査及び学力の確認の結果報告）

第35条 学位論文の審査及び学力の確認が終了したときは，論文審査委員の主査は，学位論文

の審査及び学力確認の結果の要旨（所定の様式）を研究科委員会に報告しなければならない。

（審査期間）

第36条論文提出による博士の学位論文の審査は，申請書を受理した日から 1年以内に終了す

るものとする。

（学位授与の判定）

第37条研究科委員会は，第35条の報告に基づき，学位授与の可否について審議し，投票によ

って議決するO

2 前項の議決をするときは，構成員（公務及び止むを得ない事情により出席できないものを除

く。）の3分の2以上の出席を必要とする。

3 学位授与の議決には，出席した構成員の 3分の 2以上の賛成がなければならない。

（その他の事項）

第38条 その他必要な事項は，研究科委員会の議を経て，研究科長が定める。

附則

この要項は，平成5年4月23日から施行する。

開 員lj

（省略）

附 員lj

この細則は，平成25年7月 23Sから施行し，平成25年5月8日から適用する。
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6. 山形大学外国人留学生規程
（昭和 63年 2月 16日全部改正）

山形大学外国人学生規則（昭和 30年 12月 23日制定）の全部を改正する。

（趣旨）

第 1条 この規程は，山形大学学部規尉第 43条第 2項及び山形大学大学院規則第 28条第 2項

の規定に基づき，外国人留学生について必要な事項を定めるものとする。

（区分及び入学資格）

第 2条 外国人留学生の区分及び入学資格は，次のとおりとする。

区 分 入 1ど子三4 資 キ各

学部学生 (1) 外国において学校教育における 12年の課程を修了した者又はこれに準

ずる者で、文部科学大臣の指定したもの

(2) 山形大学（以下「本学Jとしづ。）において，個別の入学資格審査により，

高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者で， 18歳に達し

たもの

大学院学生 (1) 外国人留学生として， 日本の大学を卒業した者

（修士課程及び博士 (2) 学校教育法第 104条第4項の規定により学士の学位を授与された者

前期課程） (3) 外国において，学校教育における 16年の課程を修了した者

(4) 外国の学校が行う通信教育における授業科呂を我が国において履修

することにより当該外国の学校教育における 16年の課程を修了した者

(5) 研究科において，個別の入学資格審査により，大学を卒業した者と

同等以上の学力があると認めた者で， 22歳に達したもの

大学院学生 (1) 修士の学位を有する者

（博士後期課程） (2) 外国において，修士の学位に相当する学位を授与された者

(3) 外国の学校が行う通信教育における授業科呂を我が固において履修

し，修士の学位に相当する学位を授与された者

(4) 研究科において，個別の入学資格審査により，修士の学位を有する

者と同等以上の学力があると認めた者で， 24歳に達したもの

大学院学生 (1) 外国人留学生として，日本の大学の医学科，歯学科又は獣医学科（6年の

（医学系研究科博士 課程に限る。）を卒業した者

課程） (2) 学校教育法第 104条第4項の規定により医学，歯学又は獣医学を専攻分

野とする学士の学位を授与された者

(3) 外国において，学校教育における 18年の課程を修了し，その最終の課程

が医学，歯学又は獣医学で、あった者

(4) 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修する

ことにより当該外国の学校教育における 18年の課程を修了し，その最終の

課程が医学，歯学又は獣医学で、あった者

(5) 研究科において，個別の入学資格審査により，大学の医学科，歯学科又

は獣医学科を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者で， 24歳に達

したもの

学部科目等履修生 (1) 学部学生に間じ

(2) 日本語・日本文化研修コースを受講する者

学部研究生 大学院学生（修士課程及び博士前期課程）に同じ

学部特別聴講学生 (1) 協定に基づく外国の大学又は短期大学の学生

(2) 日本語・日本文化研修コースを受講する者
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大学院科目等履修生 大学院学生に同じ

大学院研究生 大学院学生（博士後期課程）及び大学院学生（涯学系研究科博士課程）に同じ

大学院特別聴講学生 協定に基づく外国の大学院の学生

特別研究学生 協定に基づく外国の大学院の学生

日本語研修生 日本語研修コースの学生

（入学の時期）

第 3条 入学の時期は，原則として学期の始めとする。

（志願方法等）

第 4条 入学を志願する者は，次に掲げる書類に検定料を添えて，志願する学部又は研究科の

長を経て，学長に願い出なければならない。

(1) 入学願書

(2) 履歴書

(3) 最終出身学校の卒業（修了）証明書及び成績証明書

(4) 健蔵診断書

(5) 現に日本に在留している者は，市区町村長が発行する住民票の写し

(6) その他必要と認める書類

2 国費外国人留学生制度実施要項（昭和 29年 3月 31日文部大臣裁定）に基づく国費外国人留

学生及び外国政府派遣留学生については，文部科学省からの協議書類をもって前項各号に

掲げる書類に代えることができる。

（入学者の選考）

第 5条入学者の選考は，当該学部又は研究科において行う。

（合格者の決定）

第 6条 合格者の決定は，前条に規定する選考に基づき，当該学部教授会又は研究科委員会の

議を経て，学長が行う。

（入学の手続）

第 7条 前条の合格者は，所定の期日までに所定の書類を提出するとともに，入学料を納付し

なければならない。

（入学の許可）

第 8条 学長は，前条の入学手続を完了した者について，入学を許可する。

2 外国人留学生は，定員の枠外として取り扱うことができる。

（教育課程）

第 9条 授業科目，単位数及び履修方法は，各学部，研究科等の定めるところによる。

（卒業，修了等）

第 10条 学部学生については，所定の期間以上在学し，所定の単位を修得した者に，当該学

部教授会の意見を聴いた上で，学長が卒業を認定し，学位を授与する。

2 大学院学生については，所定の期間以上在学し，所定の単位以上を修得し，かつ，必要な

研究指導を受けた上，学位論文の審査及び最終試験に合格した者に，当該研究科委員会の

議を経て，学長が学位を授与する。

3 学位については，山形大学学位規程の定めるところによる。
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（検定料，入学料，授業料及び寄宿料）

第 11条 学部学生，大学院学生，科目等履修生，研究生，特別聴講学生及び特別研究学生の

検定料，入学料，授業料及び寄宿料の額は，国立大学法人山形大学における授業料その他

の費用に関する規程の定めるところによる。

2 前項の規定にかかわらず，国費外国人留学生制度実施要項（昭和 29年 3月 31日文部大臣裁

定）に基づく国費外国人留学生に係る検定料，入学料及び授業料は，徴収しない。

（交流協定に基づく外国人留学生の授業料等）

第 12条 本学と諸外国の大学との聞において締結された大学問交流協定，学部間交流協定及

びこれらに準ずるものに基づき受け入れる外国人留学生については，協定留学生として受

け入れる。

2 前項に規定する協定留学生については，検定料，入学料及び授業料を徴収しないことがで

きる。

（その他）

第 13条外国人留学生については，この規程に定めるもののほか，本学の諸規則中，学生に

関する規定を準用する。

（省略）

附員lj

この規程は，平成 27年 4月 1日から施行する。
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7. 山形大学大学院特別研究学生交流規程
（昭和 57年 12月 10日制定）

第 1章総則

（趣旨）

第 1条 この規程は，山形大学大学院規則（以下「大学院規則Jという。）第 16条の規定によ

り他の大学院又は研究所等（以下「他大学院等Jとし1う。）において研究指導を受ける者（以

下「特別研究派遣学生Jとしづ。）及び同規則第 27条の規定により本大学院において研究

指導を受ける者（以下「特別研究学生Jとしづ。）の取扱いについて必要な事項を定めるも

のとする。

（他大学院等との協議）

第2条 大学院規則第 16条及び第 27条の規定に基づく他大学院等との協議は，研究題目，研

究指導期間その他必要な事項について 当該研究科委員会（以下「委員会Jという。）の議

を経て，研究科長が行う。

第2章特別研究派遣学生

（出願手続）

第3条特別研究派遣学生として他大学院等の研究指導を受けようとする者は，所定の願書に

より研究科長に願い出なければならない。

（研究指導の許可）

第4条 前条の願い出があったときは，第 2条の規定による協議に基づき，研究科長が研究指

導を受けることを許可する。

（研究指導の報告）

第4条の 2 前条の規定により研究指導を許可した場合，研究題目，研究指導期間その他必要

な事項について，研究科長は学長に報告するものとする。

（研究指導期間）

第5条 特別研究派遣学生が研究指導を受ける期間は， I年以内とする。ただし，大学院博士

課程において，やむを得ない事情があると認められる場合は，委員会の議を経て，研究科

長が期間の延長を許可することがある。

2 前項ただし書の場合において，許可する期間は 1年を超えることができない。

（研究報告）

第 6条 特別研究派遣学生は，研究指導が終了したときは，誼ちに（外国の他大学院等におい

て研究指導を受けた者にあっては，帰国の日から 1月以内）研究科長に研究報告書及び当該

他大学院等の長の交付する研究指導の報告書を提出しなければならない。

（研究指導許可の取消し）

第 7条 特別研究派遣学生が次の各号のーに該当するときは，研究科長が研究指導の許可を取

り消すことがある。

(1) 山形大学（以下「本学」としづ。）又は他大学院等の諸規則に違反したとき。

(2) 派遣の趣旨に反する行為が認められるとき。
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第 3章特別研究学生

（受入れの許可）

第 8条 他の大学院から特別研究学生の受入れについて依頼があったときは，第 2条の規定に

よる協議に基づき，研究科長が受入れを許可する。

2 前項の依頼に当たっては，研究科で定める書類を提出しなければならない。

3 第 1項の規定による特別研究学生の受入れを許可した場合，研究科長は学長に報告するも

のとする。

（研究指導の報告書）

第 9条 特別研究学生に対する研究指導が終了したときは，研究科長が研究指導の報告書を交

付するものとする。

（規定の準用）

第 10条 第 5条及び第 7条の規定は，特別研究学生に準用する。

2 特別研究学生には，本学の諸規則中，学生に関する規定を準用する。

（省略）

附員JJ

この規程は，平成 27年 4月 1日から施行する。
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0山形大学大学院理工学研究科（工学系）博士課程教育リーディングフ。ログラム

「フロンティア有機材料システム創成フレックス大学院j奨励金規程

（趣旨）

平成25年3月1日

制 定

第 1条 この規程は，山形大学大学院理工学研究科（工学系） （以下「本研究科Jとしづ。）

において， 「博士課程教育リーデイングフOログラム」 （以下「リーディングフOログラムj

という。）により学生に支給する奨励金に関し必要な事項を定めるものとする。

（奨励金の支給）

第2条 奨励金は，教育研究に専念するための支援経費として，学生のうち当該リーディ

ングフ。ログラムにおいて選抜された学生に対し，本学大学院規則第2条第2項に規定す

る博士課程の標準修業年限内に限り支給することができる。

（支給条件）

第3条 奨励金を支給する学生に対しては，次の各号に掲げる条件を付すものとする。

(1）受給開始日から 1年以上継続して当該リーディングプログラムに所属すること。

(2）他の給付・貸与型の経費（授業料援助を目的とする助成金で、あって，本学が認めた

ものを除く。）を受給しないこと。

(3）原則として，就労を行わないこと。

ただし、 TA（ティーチングアシスタント） , RA （リサーチアシスタント）については，

当該活動が本フ。ログラムの実施に不可欠な場合に限り，適当たり総時間数5時間まで認

めることができる。

（受給申請）

第4条 奨励金を受給しようとする学生は，所定の書類を，別に定める期日までに，研究

科長に提出しなければならない。

（選考手続）

第5条 研究科長は，フレックス大学院プログラム開発・運営委員会（以下「委員会Jと

いう。）の議を経て，奨励金を支給する学生を決定する。

2 研究科長は，奨励金の支給開始日までに，奨励金の受給が決定した学生（以下「受給

学生Jという。）の氏名を公表するものとする。

（支給額）

第6条 奨励金の支給額は，委員会において別に定める。ただし，受給学生 1人につき月

額20万円を超えることはできない

（支給方法）

第 7条 奨励金は，原則として支給定日（毎月の17日（その日が日曜日にあたるときは15

日，その日が土曜日にあたるときは16日，その日が祝日にあたるときは18日）とする。）

に，受給学生が指定する口座に振り込むことにより支給するものとする。
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2 前項の規定にかかわらず，支給定日までに支給条件に係る事実が確認できない等のた

め，その日に支給することができないときは，その日後の支給定日に支給する。

（支給停止）

第8条 研究科長は，受給学生が，次の各号のいずれかに該当する場合は，事実が生じた

月の翌月以降の奨励金の支給を停止又は取り消すことができる。

(1）第3条に規定する条件を満たさないこととなった場合

(2）休学若しくは退学又は除籍となった場合

(3）死亡した場合

(4）懲戒処分を受けた場合

(5）学業成績又は性行が不良である場合

(6）フレックス大学院が実施する審査等によりリーディングフ。ログラムにおいて学位を

授与する対象者とならないこととなった場合

(7）自己都合によりリーディングフ。ログラムに所属しないこととなった場合

（奨励金の返還）

第9条研究科長は，前条の規定に基づき奨励金の支給を取り消された受給学生に，取消

しに係る奨励金の返還を請求することができる。

2 受給学生は，前項の規定に基づき返還請求を受けたときは，速やかに取消しに係る奨

励金を返還しなければならない。

（競争的資金の受給）

第 10条 第 3条第 2号の規定にかかわらず，受給学生が，他の競争的資金を受けて研究

活動等を実施することが不可欠で、ある場合は，当該競争的資金に応募することができる0

2 受給学生は，前項の規定に基づき他の競争的資金に応募する場合は，所定の様式によ

り，研究科長の許可を得なければならない。

（特別な事情による支給停止）

第 11条研究科長は，委員会の議を経て，予算等の状況により奨励金の減額又は支給の

停止を行うことができる。

（その他）

第 12条 研究科長は，委員会の議を経て，受給学生が長期に留学又はインターンシップ

等に参加する場合は，必要とする経費（滞在費を含む。）を，予算の範閏内で奨励金と

は別に支給することができる。

（雑員IJ)

第 13条 この規程に定めるもののほか，奨励金の支給に関し必要な事項は，別に定める。

附員lj

この規程は，平成25年4月 1日から施行する。

附員IJ

この規程は，平成 25年 12月 10日から施行し，平成 25年 10月 1日から適用する。

-190一



（第 4条関係）

平成年月 日

山形大学大学院理工学研究科（工学系）博士課程教育リーデインクゃフ。ログラム

「フロンティア有機材料システム創成フレックス大学院」奨励金申請書

山形大学大学院理工学研究科長 殿

申請者

専攻名

学生番号

フ リガ ナ

氏名（性別）

指導教員

所属

職名

氏名

⑪ （男・女）

⑪ 

下記のとおり，山形大学大学院理工学研究科（工学系）博士課程教育リーディングプ

ログラム「フロンティア有機材料システム創成フレックス大学院」奨励金を受給したく

申請します。

なお，山形大学大学院理工学研究科（工学系）博士課程教育リーデイングフ。ログラム

fフロンティア有機材料システム創成フレックス大学続J奨励金規程第 3条各号に定め

る奨励金支給条件を全て満たしており，申請にあたっては，虚偽の記載はありません。

また，奨励金の受給期間中は，博士課程教育リーディング、フOログラムの履修に専念し

ます。

記

区 分 新規 ． 継続

γ 

申請者の

現住所・連絡先 TEL 

E-mail ＠ 
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受給期間 平成 年 月 日 ～ 平成 年 月 日（ カ月）

研究題目名

1 研究概要（500字程度）

2 見込まれる業績（500字程度）

受給期開中の

研究計画書

3 成果など（500字程度）

※受給期間は年度を超えることはできません。
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（第 10第 2項関係）

平成年 月日

競争的資金応募伺

山形大学大学院理工学研究科長殿

応募者

専攻名

学生番号

フリガナ

氏名（性別） ⑪ （男・女）

指導教員

所属

職名

氏名

下記の理由により，競争的資金に応募してもよろししゅ吋可います。

プログラムと

競争的資金の

関係

記

1 応募する競争的資金の内容

2 応募理由

3 プログラムにおける研究活動等に与える効果

※必要に応じて競争的資金に志募する資料を添付してください。
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0山形大学大学院理工学研究科（工学系）院生寮YUグラジュエートハウス規程

（趣旨）

平成 25年 4月 1日

制 定

第 1条 この規程は，院生寮 YUグラジュエートハウス（以下「院生寮Jという。）

の管理運営について必要な事項を定めるものとする。

（設置目的）

第 2条 院生寮は， 「フロンティア有機材料システム創成フレックス大学院J （以

下「フレックス大学院j としづ。〉に入学した学生に対し勉学にふさわしい環

境を提供するととともに，フレックス大学院学生としての共同生活を通じてグ

ローバル人材の形成に寄与することを目的とする。

（院生寮の管理運営の責任者等）

第 3条 院生寮の名称，管理運営責任者及び収容定員は，次のとおりとする。

学生寮名称 ｜管理運営責任者｜収容定員

YUグラジュエートハウス ｜理工学研究科長 ｜最大 60人

（管理運営）

第 4条 院生寮の管理運営に関する事項は フレックス大学院フ。ログラム開発・

運営委員会（以下「委員会j としづ。）で審議する。

（顧問）

第 5条院生寮に，寮長を置く。

2 寮長は，山形大学大学院理工学研究科（工学系）（以下「本研究科」としづ。）

の教員をもって充て，管理運営責任者が委嘱する。

3 寮長は，院生寮生活に対して，随時適切な助言指導を行う。

（入寮願）

第 6条 院生寮に入寮を希望する者は，所定の入寮願書に大学が指定する書類を

添えて，管理運営責任者に原品、出るものとする。

（入寮選考及び入寮許可）

第 7条 入寮を許可すべき者の選考及び入寮の許可は，管理運営責任者が行う。

（入寮許可の取消し）

第 8条 入寮を許可された者で，入寮選考の過程において虚偽の申立てをしたこ

とが判明したときは，入寮の許可を取り消すことがある。

（寄宿料）

第 9条 寄宿料については，月額 20,000円とする。

2 月の途中で入寮又は退寮した場合における当該月の寄宿料は，日割りにより計

算した額とする。この場合について 1ヶ月は 30日とする。
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（経費負担）

第 10条食費その他寮生の生活に必要な光熱水料，共益費等の経費は，寮生の負

担とする。

（施設の保全等）

第 11条 寮生は，居室，共同施設その他院生寮施設を正常な状態に保全すること

に意を用い，次に定めるところに従わなければならない。

(1) 居室を居室以外の目的に使用しないこと。

(2) 居室には，許可なくして工作を加えないこと。

(3) 故意又は過失により，施設，設備を破損又は滅失したときは，その原状回復

に必要な経費を支弁すること。

(4) 防火管理，保健衛生管理，災害紡止その他院生寮施設の管理運営上必要な大

学の指示に従うこと。

（退寮手続）

第 12条 退寮を希望する者は，事前に所定の退寮願を管理運営責任者に提出し，

その承認を受けるものとする。ただし、夏季及び冬季の休業中のみの退寮は，

言忍めない。

2 本研究科フレックス大学院学生としての身分を失った者は，直ちに退寮しなけ

ればならない。

（退寮処分）

第 13条 寮生が次の各号のいずれかに該当するときは，管理運営責任者は，退寮

を命ずることがある。

(1) 山形大学大学院規則又はこの規程に違反したとき。

(2) 保健衛生上他の寮生に悪影響のあるとき。

(3) 風紀，秩序を乱す行為のあったとき。

(4) 寄宿料及び納付すべき所定の経費を滞納したとき。

（寮生以外の者の宿泊）

第 14条 院生寮には，寮生以外の者を宿泊させてはならない。ただし、やむを得

ない理由により宿泊させる場合は，管理運営責任者に願し1出て，その許可を受

けなければならない。

（その他）

第 15条 この規程に定めるもののほか，院生寮の利用に関する必要な事項は，委

員会の議を経て，管理運営責任者が別に定める。

附則

この規程は，平成 25年 4月 1日から施行する。

附則（平成 26年 12月 16日）

この規程は，平成 26年 12月 16日から施行し，平成 26年 12月 1日から適用する。
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山形大学大学院理工学研究科（工学系）院生寮

YUグラジュエートハウス入寮願

平 成年月 日

所 属 フレックス大学院 （ 

ふりがな

氏 名

d性 矧l 男 ・ 女

現 住 所 T 

電話番号

住所 T 

氏名
保証人

電話

続柄

入寮希望年月日 平成 年 月 日

※「個人情報の利用Jについて

提出していただいた書類の個人情報は、寮務事務のみ使用し、

第三者に開示・提供・預託することはありません。
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山形大学大学院理工学研究科（工学系）博士課程教育リーディング、フ。ログラム「フロンテ

ィア有機材料システム創成フレックス大学院Jにおける博士後期課程への進学審査に係る

QE (Qualifying Examination：博士課程研究基礎力試験）に関する内規

（趣旨）

第 1条 この内規は，山形大学大学院規則第9条の 2第2項の規定に基づき，山形大学大

学院理工学研究科（工学系）博士課程教育リーデインクゃフoログラムフロンティア有機材

料システム創成フレックス大学院（以下「フレックス大学院Jという。）コースに在籍し

ている学生の博士後期課程への進学審査に係る QE( Qualifying Examination ：博士課程

研究基礎力試験）（以下「QE」としづ。）について，必要な事項を定めるものとする。

（審査条件）

第2条 QEを受験することができる者は，本コースに在籍し，山形大学大学院理工学研究

科学生便覧（工学系）に定める所定の本コース 1, 2年次履修基準の授業科目（以下「授

業科目j という。）を修得する見込みがあり，かつ，次項の要件を満たし，必要な研究指

導を受けた学生とする。

2 QEを受験する要件は，次の各号のし、ずれにも該当することとする。

(1) 英語による国際学会発表 1件もしくは英文予稿 1件を投稿済みであること。

(2) 論文 1件（英語を推奨し，査読付プロシーディングも認める）を投稿済みであるこ

と。

（審査申請）

第3条 QEの受験を申請しようとする者（以下「申請者Jとしヴ。）は，フレックス大学

院教育ディレクター（以下「教育デ、イレクターJという。）並びに主指導教員の承認を得

た上で，次に掲げる書類を大学院理工学研究科長（以下「研究科長j という。）に提出し

なければならない。

(1) 博士後期課程への進学審査に係る QE( Qualifying Examination ：博士課程研究基

礎力試験）申請書（別紙様式第 1号）

(2) 論文目録（別紙摸式第 2号）

(3) 研究内容要旨（別紙様式第 3号）

2 申請の提出期限は， 1 1月 30日とする。

3 前項に定める日が日曜日又は土曜日に当たるときは，その直前の金曜日を提出期限と

する。

（通知及び付託）

第4条 研究科長は，前条の申請書を受理したときは，教育デ、イレクターにその旨を通知

し， QEの実施を大学院理工学研究科博士前期課程米沢地区委員会（以下「地区委員会j

という。）に付託するものとする。

（審査委員の選出）

第 5条 地区委員会は，提出された申詰について， QEを実施するため，主専攻及び副専攻

の指導教員を含む 3人以上の QE審査委員（以下「審査委員j としづ。）を選出する。
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（審査委員主査）

第6条 研究科長は，地区委員会の議を経て，審査委員のうちから主査を指名する。

（審査委員会）

第7条教育デ、イレクターは， QE審査委員会（以下「審査委員会」という。）を招集し，

その座長となる。

2 審査委員会は，教育ディレクター及び審査委員で構成する。

3 審査委員会が必要と認めるときは，フレックス大学院を担当する教員の出席を得て意

見を求めることができる。

4 審査委員会は， QEに係る日程の決定及び次条に定める QEの実施方法について確認。

（実施方法）

第8条 QEは，山形大学大学院規則j第 19条第2項並びに第3項の規定に準じて，研究の

成果に関して発表及び質疑により審査し，研究遂行能力並びに価値創成グローパル実践

力を口頭試問により審査する。

2 審査委員会が必要と認めるときは， QEに際し，フレックス大学院を担当する教員の出

席を得て，口頭試問時の質疑応答に加わり，判定時に意見を求めることができる。

3 審査の結果は，合格又は不合格の評語をもって表す。

（結果の報告）

第9条 審査委員会は， QEが終了したときは， QEの結果の要旨を，地区委員会に報告

しなければならない。

2 教育ディレクターは，授業科目修得状況について，地区委員会に報告するものとする。

（博士後期課程への進学の判定）

第 10条 地区委員会は，前条の報告に基づき，博士後期課程への進学の可否について審

議し，決定する。

附員lj

この内規は，平成 26年 1月 21日から施行する。

附員lj

この内規は，平成 27年 9月8日から施行する。
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［様式第 1号］

平成年月日

山形大学大学院理工学研究科長殿

平成 年度入学博士前期課程

主専攻名

副専攻名

学生番号

氏金 盆

博士後期課程への進学審査に係る

QE (Qualifying Examination ：博士課程研究基礎力試験）

申請書

山形大学大学院規則第9条の 2第2項の規定により， QEを受験したいので，下記の書

類を添えて申請します。

言己

論 文 目 録

研究内容要旨

主指導教員 品
盟

フレックス大学院教育ディレクター ⑮ 
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［様式第 2号｝

論文 目 録
(bibliography) 

入学年度（admissionyear) : 

主専攻名（major): 

副専攻名（minor): 

学生番号（studentnumber) : 

氏名（name): 

［国際学会発表J(presentations at international conferences) 

( 1 ) Taro Yamagata, Jiro Yonezawa，ムムムムムムムムムムムムムムム CY1 ~iv title), 
××××××（会議名 conferencename) 7/2007, Yonezawa, Japan, PP.456-457 

( 2) 

（注）① 全著者名（本人氏名に下線を引く），タイトル，会議名，開催年月，開催地，

ページ（始頁一終頁）を記入してください。

¥Vri te all authors (underline your name), title, conference name, month and year 

held, place held, and pages (start end pages). 

② 新しいものから古いものへ遡って年代傾に記入してください。

Begin with the most recent one (i.e. reverse chronological order). 

［論文］ (articles) 

( 1) Taro Yama四 ta, Jiro Yonezawa，ムムムム6.6.6.ムムムムムムムム（論文名 title) , 

××××××（誌名 journal) , Vol.56, No.3, PP.234-238 , (2007) 

( 2）山形太郎，米沢二郎，東北三郎，ム6.6.ムムムムムムム6.6.6.6.ム（論文名 title)

××××××（誌名 journal)，第 30巻，第2号， PP.345開 349, (2006) 

（注）① 全著者名（本人氏名に下線を引く），論文名，発表機関（学術雑誌名，巻，号，

ページ（始頁終頁）），発表年を記入してください。

Write all authors (underline your name), article title, publisher (journal name, 

volume, issue, page (start end pages)), and publication year. 

② 新しいものから古いものへ遡って年代順に記入してください。

Begin with the most recent one (i.e. reverse chronological order). 

③ 印刷中の場合は（印刷中），投稿中の場合は（投稿中），準備中の場合は（投稿準備中）

と記入してください。

Specify each publication by adding (in print) or (submitted). 

記載例，及び（注）の部分は削除して使用してください。

Delete examples and instructions when you use this form. 
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【様式第3号｝

研究内容要 と2
日

研究 題 目 （researchtitle) : 

(research summary) 

入学年度（admissionyear) : 

主専攻名（majo了）：

副専攻名（minor): 

学生番号（studョntnumber) : 

氏名（name): 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

＠ 

00000000000000000000000000000000000000000000 

00000000000000 

（注）タイプ，ワープロ等を用いてください。 lOpt1,000字程度（ 1頁以内）とします。

(Type using a font size lOpt, maximum 300 words in one page.) 
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山形大学大学院理工学研究科（工学系）博士課程教育リーディングフ。ログラム「フロンテ

ィア有機材料システム創成フレックス大学院」における 5年一貫の博士課程コース修了に

係る ECE (End剛of-CourseExamination：フレックス大学院修了試験）に関する内規

（趣旨）

第1条 この内規は，山形大学大学院規則j第 13条の 2の規定に基づき，山形大学大学院

理工学研究科（工学系）博士課程教育リーディングプログラムフロンティア有機材料シ

ステム創成フレックス大学院（以下「フレックス大学院j という。）コースに在籍してい

る学生の 5年一貫博士課程コース修了の可否を審査するための ECE (End-of圃 Course

Examination：フレックス大学院修了試験）（以下「ECEJ という。）について必要な事

項を定めるものとする。

（コース修了要件）

第2条 本コースを修了する者は，山形大学大学院理工学研究科学生便覧（工学系）に定

める所定の本コース履修基準の授業科目（以下「授業科目」という。）を修得し，かつ，

博士学位論文の審査及び最終試験に合格した上で， ECEに合格しなければならない。

（審査申請）

第3条 ECEの受験を申請しようとする者（以下「申請者j とし寸。）は，山形大学大学院

理工学研究科学位審査細則第 18条に定める博士学位論文の審査申請を行う際に，主指

導教員並びにフレックス大学院教育ディレクター（以下「教育ディレクターJという。）

の承認を得た上で，次に掲げる書類を提出しなければならない。

(1）フレックス大学院コース修了審査に係る ECE (End’of-Course Examination：フレ

ックス大学院修了試験）申請書（所定様式）

(2）フレックス大学院活動結果要旨（所定様式）

（通知及び付託）

第4条 大学院理工学研究科長（以下「研究科長」としづ。）は，前条の申請書を受理した

ときは，教育ディレクターにその旨を通知し， ECEの実施をフレックス大学院フ。ログラ

ム開発・運営委員会（以下「運営委員会」としづ。）に付託し、実施責任者を教育ディレ

クターにあたらせる。

（審査委員の選出）

第5条 運営委員会は，提出された申請について，各申請者の ECEを実施するため，フレ

ックス大学院産学連携教員 3名以上の ECE審査委員を選出する。

2 運営委員会が必要と認めるときは， ECE審査委員（以下「審査委員」という。）のうち

1名を本研究科博士後期課程担当教員をもって代えることができる。

（審査長）

第6条 研究科長は，運営委員会の議を経て，審査委員をフレックス大学院産学連携教員

の中から各 ECE審査長を指名する。
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（実施方法）

第7条 ECEは，本コースの教育目標に掲げる能力を身につけていることを，口頭試問によ

り審査する。

2 審査の結果は，合格又は不合格の評語をもって表す。

（結果の報告）

第8条 ECE審査長は， ECEが終了したときは， ECEの結果を，運営委員会に報告しな

ければならない。

2 教育ディレクターは，本コース修了に係る授業科目修得状況及び博士学位論文の審査

結果について，運営委員会に報告するものとする。

（本コース修了の判定）

第9条 運営委員会は，前条の報告に基づき，本コース修了の可否について審議し，決定

し，判定結果を大学院理工学研究科委員会・有機材料システム研究科委員会に報告する

ものとする。

附則

この内規は，平成 27年 9月8日から施行する。
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平成年月日

山形大学大学院理工学研究科長殿

平成 年度入学博士後期課程

専攻名

学生番号

氏名 重量

フレックス大学院コース修了審査に係る

ECE (End-of-Course Examination ：フレックス大学院修

了試験）申請書

山形大学大学院規期第 13条の 2の規定により， ECEを受験したいので，下記書類を

添えて申請します。

記

フレックス大学院活動結果要旨

主指導教員 ⑮一

フレックス大学院教育ディレクター 重量
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フレックス大学院活動結果要旨
(activity summary in Innovative Flex Course for Frontier Organic Material Systems) 

Admission year : 

Major: 

Student number : 

Name: 

Signature: 

Type your summary here. 

Make sure to follow the format outlined below; 

Font: IO-point, Times New Roman 

Line spacing: Single 

Length: maximum 800 words 

Language: English 

Printing: Use both sides of paper 

(Delete instructions when you use this form.) 

p
h
M
 

nv 
ηρ 



Name: 
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2 0 1 6年4月 1日

発行山形大学大学院理工学研究科

千992-8510 米沢市城南四丁目 3-16

電話 （ゲイヤルイン） 0238 26 3015 
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